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別
表
第
十
三
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
さ
い
た
ま
市
、
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
事
務
の
欄

１
中
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
事
務
の
欄
１
中
「
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
法
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第

三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

   
 

 
 

         

別
表
第
二
十
二
項
事
務
の
欄
中
「
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
を
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
欄
１
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削

り
、
同
欄
２
中
「
第
十
九
条
の
十
四
第
四
項
」
を
「
第
十
九
条
の
十
四
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
三
十
五
項
第
二
号
事
務
の
欄
中
「
、
歯
科
技
工
士
法
施
行
令
」
を
「
及
び
歯
科
技
工
士

法
施
行
令
」
に
改
め
、
「
及
び
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
欄
１
中
「
第
一
条
」
を
「
第

一
条
の
二
」
に
改
め
、
「
並
び
に
施
行
令
第
六
条
第
五
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

二 

法
及
び
施
行
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

１ 

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認 

２ 

法
第
四
条
第
二
項
及
び
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る

意
見
の
聴
取 

３ 

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
受
理 

４ 

法
第
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
書
の
公
表 

５ 

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
の
取
消
し 

６ 

法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与
（
５
の
取

消
し
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

７ 

施
行
規
則
第
六
条
の
二
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
承
認 

さ
い
た
ま
市 

 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
一
号



 

規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返
納
」
を
削
り
、
同
欄
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
２ 

施
行
令
第
六
条
第
五
項
並
び
に
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
返

納 

 

別
表
第
九
十
三
項
第
一
号
事
務
の
欄
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」

を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」
に
、
「
鳥
獣
の
保
護
及

び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
中
第
百
十
四
項
を
第
百
十
五
項
と
し
、
第
百
項
か
ら
第
百
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

下
げ
、
第
九
十
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

                         

                100 

 

食
品
表
示
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
（
食
品
表
示

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
権
限
の
委
任
等
に
関
す
る
政
令
（
平

成
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
知
事

が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
次
に

掲
げ
る
も
の 

 

１ 

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
（
法
第
二
条
第

三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
品
関
連
事
業
者
で
あ
っ
て
、

そ
の
主
た
る
事
務
所
及
び
事
業
所
が
一
の
市
町
村
の
区
域

内
の
み
に
あ
る
も
の
（
４
か
ら
６
ま
で
に
お
い
て
「
特
定

食
品
関
連
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

２ 

法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
１
の
指
示
に

係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

３ 

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
（
１
及
び
２
の
事
務
に

係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

４ 

法
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

徴
収
及
び
立
入
検
査
（
特
定
食
品
関
連
事
業
者
に
係
る
も

の
に
限
る
。
） 

 

５ 

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
付
（
特

定
食
品
関
連
事
業
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

６ 

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
特
定
食
品

関
連
事
業
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

さ
い
た
ま
市
、

川
越
市
、
川
口

市
、
秩
父
市
、

所
沢
市
、
飯
能

市
、
加
須
市
、

本
庄
市
、
東
松

山
市
、
狭
山
市
、

鴻
巣
市
、
戸
田

市
、
入
間
市
、

朝
霞
市
、
志
木

市
、
和
光
市
、

新
座
市
、
久
喜

市
、
北
本
市
、

八
潮
市
、
三
郷

市
、
蓮
田
市
、

坂
戸
市
、
幸
手

市
、
鶴
ケ
島
市
、

日
高
市
、
吉
川

市
、
ふ
じ
み
野

市
、
白
岡
市
、

伊
奈
町
、
三
芳

町
、
滑
川
町
、

嵐
山
町
、
川
島

町
、
吉
見
町
、 

 



 

         
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
九
十
三
項
第
一

号
事
務
の
欄
の
改
正
規
定
は
、
同
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                      

 
 

 

鳩
山
町
、
と
き

が
わ
町
、
横
瀬

町
、
皆
野
町
、

長 

町
、
小
鹿

野
町
、
神
川
町
、

上
里
町
、
松
伏

町 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号
）（
み
ど
り
自
然
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
埼
玉
県
鳥
獣
保 

 

護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
中
で
引
用
す
る
法
律
名
等
を
変
更
す
る
た
め 

 

の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

法
律
名
及
び
省
令
名
の
変
更 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日 



条 
 

例 
 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条

例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」
に
、
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号
）（
高
齢
介
護
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
当
該
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る 

二 

内
容 

 
 

介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
中
、
第
二
項
及
び
第
七
項
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
第
十
八 

 

項
が
第
十
六
項
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
該
条
例
の
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
、 

 

 

「
第
八
条
の
二
第
十
八
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
十
六
項
」
と
改
め
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日 

     



条 
 

例 

 
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
の
二
第
十
八
項
」
を
「
第
八
条
の
二
第
十
六
項
」
に

改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    

埼
玉
県
条
例
第
三
十
三
号



規

則

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

目
次
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
第
七
十
四
条

の
三
」
を
「
第
七
十
四
条
」
に
、
「
第
十
四
款

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
（
第
七
十
八
条
・
第

「
第
十
四
款

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
（
第
七
十
八
条
・
第
七
十
九
条
）

七
十
九
条
）
」
を

第
十
四
款
の
二

茶
業
研
究
所
（
第
七
十
九
条
の
二
・
第
七
十
九
条
の
三
）

第
十
四
款
の
三

水
産
研
究
所
（
第
七
十
九
条
の
四
・
第
七
十
九
条
の
五
）

に
改
め
る
。

「

「

第
三
条
の
表
県
民
生
活
部
の
項
中

国

際

ス

ポ

ー

ツ

課

を
」

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課

「

に
改
め
、
同
表
福
祉
部
の
項
中

高

齢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課

」

「

高

齢

者

福

祉

課

介

護

課

を

に
改
め
、
同
表

」

地

域

包

括

ケ

ア

課

」

「

観

光

課

「

産
業
労
働
部
の
項
中

を

観

産

業

拠

点

整

備

課

」

光

課

に
改
め
る
。

」

第
七
条
の
二
文
化
振
興
課
の
項
第
四
号
中
「
、
熊
谷
会
館
」
を
削
り
、
同
条
青
少
年
課
の
項
中

第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

青
少
年
に
よ
る
国
際
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
開
催
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
二
青
少
年
課
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

一

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
。

」

埼
玉
県
規
則
第
十
五
号



二

競
技
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
。

三

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

四

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関

す
る
こ
と
。

五

体
育
大
会
に
関
す
る
こ
と
。

六

体
育
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

七

体
育
関
係
団
体
に
関
す
る
こ
と
。

八

県
立
武
道
館
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

九

ス
ポ
ー
ツ
局
長
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

十

前
各
号
の
ほ
か
、
体
育
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
二
国
際
ス
ポ
ー
ツ
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課

第
三
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
第
十
六
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
準
備
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
三
危
機
管
理
課
の
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

国
土
強
靱
化
地
域
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
条
の
四
大
気
環
境
課
の
項
第
五
号
中
「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の

実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
フ
ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
み
ど
り
自
然
課
の
項
第
三
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、

同
項
中
第
九
号
を
削
り
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
上
げ
、
第
十
五
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

地
域
自
然
資
産
区
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
社
会
福
祉
課
の
項
第
二
十
三
号
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永

住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び

に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、

同
項
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
六
号
を
第
二
十
七
号
と
し
、
第
二
十
五
号
を

第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
高
齢
介
護
課
の
項
中
「
高
齢
介
護
課
」
を
「
高
齢
者
福
祉
課
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号

中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
地
域

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中



「
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
」
を
「
介
護
支
援
専
門
員
並
び
に
事
業
者
及
び
施

設
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
課

一

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
推
進
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）

に
関
す
る
こ
と
。

二

介
護
保
険
法
の
施
行
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ

と
。

三

老
人
福
祉
法
の
施
行
（
後
見
等
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

四

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

関
す
る
こ
と
。

第
八
条
福
祉
監
査
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律

の
施
行
（
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
内
容
に
係
る
指
導
及

び
検
査
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
八
条
少
子
政
策
課
の
項
第
五
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に

寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
施
行
」
の
下
に
「
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る

も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
十
一
号
中
「
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
「
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
九
条
保
健
医
療
政
策
課
の
項
第
五
号
中
「
歯
科
技
工
士
及
び
」
を
削
り
、
同
条
医
療
整
備
課

の
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
、
歯
科
衛
生
士

法
、
診
療
放
射
線
技
師
法
（
診
療
エ
ツ
ク
ス
線
技
師
に
あ
つ
て
は
、
免
許
に
関
す
る
こ
と

を
除
く
。
）
、
歯
科
技
工
士
法
、
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
、
理
学
療
法
士
及
び

作
業
療
法
士
法
、
柔
道
整
復
師
法
、
視
能
訓
練
士
法
、
臨
床
工
学
技
士
法
、
義
肢
装
具
士

法
、
救
急
救
命
士
法
及
び
言
語
聴
覚
士
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
医
療
整
備
課
の
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
一

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
健
康
長
寿
課
の
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
二
号
と
し
、
同

項
第
十
号
中
「
指
導
等
」
を
「
指
導
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支
給
等
」
に
改
め
、
同
号

を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

食
品
表
示
法
の
施
行
（
栄
養
成
分
の
量
及
び
熱
量
そ
の
他
の
県
民
の
健
康
の
増
進
を
図

る
た
め
に
必
要
な
表
示
事
項
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
疾
病
対
策
課
の
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



五

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
食
品
安
全
課
の
項
第
五
号
中
「
栄
養
表
示
食
品
」
を
「
健
康
保
持
増
進
効
果
等
に
つ
い

て
の
表
示
が
さ
れ
た
食
品
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

食
品
表
示
法
の
施
行
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
そ
の
他
の
県
民
の
健
康
の
保
護
を
図
る
た
め
に
必

要
な
表
示
事
項
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
九
条
薬
務
課
の
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

埼
玉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
産
業
支
援
課
の
項
中
第
十
八
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
十
九
号
と
し
、
第

十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
七

東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
及
び
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
管

理
に
関
す
る
こ
と
。

十
八

北
部
地
域
振
興
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
の
検
討
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
金
融
課
の
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
前

二
号
の
ほ
か
、
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
中
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五

号
を
第
四
号
と
し
、
同
条
産
業
拠
点
整
備
課
の
項
を
削
り
、
同
条
勤
労
者
福
祉
課
の
項
第
二
号
中

「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
を
「
行
政
執
行
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す

る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
農
業
政
策
課
の
項
第
十
八
号
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
農
業
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
農
産
物
安
全
課
の
項
第
九
号
中
「
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表

示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
中

第
十
二
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
九

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十

食
品
表
示
法
の
施
行
（
原
材
料
そ
の
他
の
食
品
の
生
産
及
び
流
通
の
円
滑
化
等
を
図
る

た
め
に
必
要
な
表
示
事
項
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

十
一

持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ

と
。

第
十
一
条
生
産
振
興
課
の
項
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十

三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。十

四

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
協
議
会
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）

に
関
す
る
こ
と
。

第
十
一
条
生
産
振
興
課
の
項
中
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
を
削
り
、
第
十
七
号
を
第
十
五
号
と



し
、
第
十
八
号
を
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
九
号
中
「
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
」
の
下
に
「
、

茶
業
研
究
所
及
び
水
産
研
究
所
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
す
る
。

第
十
二
条
道
路
政
策
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

自
動
車
道
事
業
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
建
築
安
全
課
の
項
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
除
却
の
必
要
性
に
係

る
認
定
及
び
容
積
率
の
特
例
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
住
宅
課
の
項
第
十
三
号
中
「
高
齢
介
護
課
」
を
「
高
齢
者
福
祉
課
」
に
改
め
、
同
項

第
十
四
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替

え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
施
行
」
の
下
に
「
（
建
築
安
全
課
に
お
い
て
所
掌

す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
三
号
中
「
審
査
」
の
下
に
「
（
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
所

掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
「
こ
と
（
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を

除
く
。
）
」
を
「
こ
と
。
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
五
第
一
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の

促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉

法
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三

号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
及
び
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
九
条
の
六
第
一
項
第
六
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡

婦
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
中
「
埼
玉
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
「
埼
玉
県
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
」
に
、
「
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
表
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
の
項
中
「
、
越
谷
市
」
を
削
る
。

第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
第
十
五
号
中
「
歯
科
技
工
士
及
び
」
を
削
り
、
同
項
中
第
十
七
号
を

第
十
八
号
と
し
、
第
十
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七

食
品
表
示
法
に
基
づ
く
事
務
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関

す
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
の
表
埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
の
項
中
「
、
越
谷
市
」
を
削
る
。

第
二
十
八
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

埼
玉
県
春
日
部
保
健
所
に
お
い
て
は
、
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
に
掲
げ
る
事
務
の
う
ち
、



越
谷
市
の
区
域
に
係
る
薬
事
（
他
の
機
関
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事

務
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
福
祉
（
精
神
障
害
者
の
措
置
入
院
に
係
る
事
務
及
び

精
神
医
療
審
査
会
に
入
院
の
要
否
に
関
し
審
査
を
求
め
る
事
務
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
務
を

所
掌
す
る
。

第
六
十
七
条
第
一
項
第
二
十
二
号
中
「
農
林
物
資
」
を
「
飲
食
料
品
以
外
の
農
林
物
資
」
に
改

め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十
九

食
品
表
示
法
に
基
づ
く
事
務
（
原
材
料
そ
の
他
の
食
品
の
生
産
及
び
流
通
の
円
滑
化

等
を
図
る
た
め
に
必
要
な
表
示
事
項
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
章
第
二
節
第
十
二
款
の
款
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
二
款

農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
農
林
水
産
業
」
を
「
農
業
」
に
、
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を

「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
以
外
の
部
分
中
「
農
林
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
「
埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
中
「
埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
農
林
水
産
業
」
を
「
農
業
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
農
産
物
」
の
下
に
「
（
茶
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
五

号
を
削
り
、
同
条
第
六
号
中
「
農
林
水
産
業
」
を
「
農
業
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、

同
条
第
七
号
中
「
農
林
水
産
物
」
を
「
農
産
物
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第

八
号
中
「
農
林
水
産
物
」
を
「
農
産
物
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
中
第
九
号

を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

十
一

主
穀
作
物
の
原
原
種
の
生
産
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
十
三
条
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
二

農
業
経
営
及
び
農
業
技
術
の
普
及
指
導
を
行
う
こ
と
。

十
三

前
各
号
の
ほ
か
、
農
業
に
関
す
る
研
究
開
発
等
を
行
う
こ
と
。

第
七
十
三
条
第
十
四
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
を
削
る
。

第
七
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条

削
除

第
七
十
四
条
の
二
及
び
第
七
十
四
条
の
三
を
削
る
。

第
三
章
第
二
節
第
十
四
款
の
次
に
次
の
二
款
を
加
え
る
。

第
十
四
款
の
二

茶
業
研
究
所

（
設
置
、
名
称
及
び
位
置
）

第
七
十
九
条
の
二

茶
業
の
発
展
及
び
技
術
の
向
上
に
資
す
る
研
究
開
発
を
行
わ
せ
る
た
め
、
茶



業
研
究
所
を
置
く
。

２

茶
業
研
究
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名

称

位

置

埼
玉
県
茶
業
研
究
所

入

間

市

（
事
務
）

第
七
十
九
条
の
三

埼
玉
県
茶
業
研
究
所
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

茶
の
品
種
の
育
成
及
び
選
定
を
行
う
こ
と
。

二

茶
の
営
農
技
術
及
び
商
品
化
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

三

茶
業
技
術
の
普
及
指
導
を
行
う
こ
と
。

四

前
三
号
の
ほ
か
、
茶
業
に
関
す
る
研
究
開
発
等
を
行
う
こ
と
。

第
十
四
款
の
三

水
産
研
究
所

（
設
置
、
名
称
及
び
位
置
）

第
七
十
九
条
の
四

水
産
業
の
発
展
及
び
技
術
の
向
上
に
資
す
る
研
究
開
発
を
行
わ
せ
る
た
め
、

水
産
研
究
所
を
置
く
。

２

水
産
研
究
所
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名

称

位

置

埼
玉
県
水
産
研
究
所

加

須

市

（
事
務
）

第
七
十
九
条
の
五

埼
玉
県
水
産
研
究
所
に
お
い
て
は
、
次
の
事
務
を
所
掌
す
る
。

一

養
殖
魚
の
品
種
の
育
成
及
び
選
定
を
行
う
こ
と
。

二

養
殖
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

三

水
産
資
源
の
増
殖
及
び
漁
場
環
境
の
保
全
に
関
す
る
研
究
開
発
及
び
調
査
を
行
う
こ
と
。

四

水
産
技
術
の
普
及
指
導
を
行
う
こ
と
。

五

漁
業
法
、
水
産
資
源
保
護
法
、
漁
船
法
、
輸
出
水
産
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
、
遊
漁
船

業
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
持
続
的
養
殖
生
産
確
保
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

六

水
産
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
く
事
務
（
農
業
政
策
課
に
お
い
て
所
掌
す
る
も
の
を
除
く
。
）

に
関
す
る
こ
と
。

七

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
事
務
（
生
産
振
興
課
に
お
い
て
所
掌
す
る

も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
こ
と
。

八

前
各
号
の
ほ
か
、
水
産
業
に
関
す
る
研
究
開
発
等
を
行
う
こ
と
。

第
百
十
条
に
次
の
九
号
及
び
一
項
を
加
え
る
。

十
四

森
林
の
循
環
利
用
の
促
進
及
び
県
産
木
材
の
安
定
供
給
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

森
林
、
林
業
及
び
木
材
産
業
に
関
す
る
試
験
研
究
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
こ
と
。

十
六

森
林
の
公
益
的
機
能
の
増
進
に
関
す
る
研
究
開
発
及
び
調
査
を
行
う
こ
と
。



十
七

森
林
の
病
虫
獣
害
の
防
除
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

十
八

樹
苗
の
品
種
の
育
成
及
び
選
定
を
行
う
こ
と
。

十
九

育
林
の
改
良
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

二
十

森
林
経
営
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

二
十
一

林
産
物
の
生
産
及
び
利
活
用
に
関
す
る
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

二
十
二

前
各
号
の
ほ
か
、
森
林
、
林
業
及
び
木
材
産
業
に
関
す
る
研
究
開
発
等
を
行
う
こ
と
。

２

前
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
前
条
（
所
管
区
域
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
三
十
一
条
の
十
五
第
五
号
中
「
及
び
埼
玉
県
風
致
地
区
内
に
お
け
る
建
築
等
の
規
制
に
関

す
る
条
例
」
を
削
る
。

第
百
六
十
七
条
の
表
埼
玉
県
農
業
大
学
校
の
項
中
「
鶴
ケ
島
市
」
を
「
熊
谷
市
」
に
改
め
る
。

「
管
理
部

第
百
六
十
八
条
中

担
い
手
養
成
部

を

に
改
め
る
。

県
民
学
習
部

」

第
百
八
十
七
条
の
表
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
審
議
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
推

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ

課

進
審
議
会

推
進
計
画
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を

興

調
査
審
議
す
る
。

振ツーポス

第
百
八
十
七
条
の
表
埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
の
項
中
「高

齢
介
護
課

」
を
「地

域
包
括
ケ
ア

課

」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
項
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及

び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
母
子
家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改
め
、
「
母
子
保
健

に
関
す
る
事
項
」
の
下
に
「
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る
事
項
の

調
査
審
議
」
を
加
え
、
同
表
中

「

歯
科
技
工
士
試
験
委

歯
科
技
工
士
国
家
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。
あ

員埼
玉
県
准
看
護
師
試

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

験
委
員

る
准
看
護
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

政

「
管
理
・
研
修
部

養
成
部

」

課策



験
委
員

製
菓
衛
生
師
試
験
委

製
菓
衛
生
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。
あ
あ
あ

員埼
玉
県
地
方
独
立
行

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地

政
法
人
評
価
委
員
会

方
独
立
行
政
法
人
の
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
に
関
す
る

事
務
及
び
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を

処
理
す
る
事
務

」

「

埼
玉
県
准
看
護
師
試

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

験
委
員

る
准
看
護
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。
。

験
委
員

製
菓
衛
生
師
試
験
委

製
菓
衛
生
師
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。
あ
あ
あ

員埼
玉
県
地
方
独
立
行

地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地

政
法
人
評
価
委
員
会

方
独
立
行
政
法
人
の
業
務
の
実
績
に
関
す
る
評
価
に
関
す
る

事
務
及
び
同
法
に
よ
り
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を

処
理
す
る
事
務

」

改
め
る
。

第
百
八
十
八
条
第
一
項
の
表
総
務
部
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

県
民
生
活
部

ス
ポ
ー
ツ
局
長

上
司
の
命
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
政
策
の
企
画

及
び
立
案
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
務
に
関
す
る
総
合
調

整
の
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

ス
ポ
ー
ツ
振
興

ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
事
務
を
掌

課

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

第
百
九
十
二
条
第
一
項
の
表
支
所
の
項
中
「
所
長
、
水
田
農
業
研
究
所
、
園
芸
研
究
所
、
茶
業

研
究
所
及
び
水
産
研
究
所
に
あ
つ
て
は
研
究
所
長
」
を
「
、
所
長
」
に
改
め
、
同
表
埼
玉
県
農
林

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
の
表
地
域
機
関
の
項
中
「
副
園
長
」
の
下
に
「
、

埼
玉
県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
、
同
表
支
所
の
項
中
「
（
水
田
農
業
研

究
所
、
園
芸
研
究
所
、
茶
業
研
究
所
及
び
水
産
研
究
所
に
あ
つ
て
は
副
研
究
所
長
）
」
を
削
り
、

同
表
埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
埼
玉
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
埼
玉

県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に

保 健 医 療 政 策 課 保 健 医 療

をに



次
の
よ
う
に
加
え
る
。

埼
玉
県
農
業
技

総
務
部
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処
理

術
研
究
セ
ン
タ

農
業
革
新
支
援
部

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
所
長

ー

長

を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員

を
指
揮
監
督
す
る
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

寄
居
林
業
事
務

森
林
研
究
室
長

上
司
の
命
を
受
け
、
森
林
、
林
業
及
び
木
材
産
業
の

所

研
究
に
関
す
る
事
項
を
掌
理
す
る
と
と
も
に
、
当
該

指
定
事
項
に
つ
い
て
、
所
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事

務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。
あ

第
百
九
十
二
条
第
三
項
の
表
中

「

埼
玉
県
環
境
科

研
究
企
画
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処

学
国
際
セ
ン
タ

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

ー

所
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
し
、

事
務
を
整
理
す
る
。

埼

玉

県

環

所

副
研
究
所
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処

境

科

学

国

究

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

際

セ

ン

タ

研

研
究
所
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る

ー

た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

を

埼

玉

県

環

室

副
室
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処

境

科

学

国

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

際

セ

ン

タ

室
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

ー

及

び

埼

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

玉

県

産

業

技

術

総

合

セ

ン

タ

ー

」

「

埼

玉

県

環

室

副
室
長

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処

境

科

学

国

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

際

セ

ン

タ

室
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

ー

及

び

埼

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。

に

玉

県

産

業

技

術

総

合

セ

ン

タ

ー

」

改
め
、
同
表
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



埼
玉
県
産
業
技

産
業
技
術
情
報
幹

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処
理

術
総
合
セ
ン
タ

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
所
長

ー

を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
し
、
事
務

を
整
理
す
る
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

技
術
・
事
業
化
交

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理

流
支
援
室
長

す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、
北
部

研
究
所
長
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

第
百
九
十
二
条
第
三
項
の
表
埼
玉
県
農
業
大
学
校
の
項
中
「担

い
手
養
成
部

」
を
「養

成
部

」

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
の
四
み
ど
り

自
然
課
の
項
第
三
号
の
改
正
規
定
及
び
第
十
九
条
の
三
第
一
項
第
十
八
号
の
改
正
規
定
は
、
同

年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
関
に
勤
務
し
て
い
る
者
は
、
別
に
辞

令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
同
一
の
職
に
よ
り
、
同
表
の
上
欄
に
対
応
す
る
下
欄
に
掲
げ
る
機

関
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

県
民
生
活
部
国
際
ス
ポ
ー
ツ
課

県
民
生
活
部
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課

福
祉
部
高
齢
介
護
課

福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー



規

則

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

埼
玉
県
本
庁
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
契
約
局
長
」
の
下
に
「
、
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
を
加
え
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
主
席
県
民
相
談
員
」
の
下
に
「
、
ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
契
約
局
長
」
の
下
に
「
、
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
４
中
「
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
資
格
試
験
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
宅
地
建
物
取
引
主

任
者
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
中
６
を
削
り
、
７

を
６
と
し
、
８
を
７
と
し
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、
６
か
ら

ま
で
を

か

15

19

14

10

ら

ま
で
と
し
、
同
欄
５
中
「
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
二
百
五
十
二
条
の
二
の

18
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
を
同
欄
９
と
し
、
同
欄
４
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

法
第
二
百
五
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
治
紛
争
処
理
委
員
に
市
町

村
の
連
携
協
約
に
係
る
紛
争
を
処
理
す
る
た
め
の
方
策
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
処
理
方

策
」
と
い
う
。
）
を
定
め
さ
せ
る
こ
と
。

６

法
第
二
百
五
十
一
条
の
三
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
処
理
方
策
の
提
示
の
申
請
を

取
り
下
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
与
え
る
こ
と
。

７

法
第
二
百
五
十
一
条
の
三
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
治
紛
争
処
理
委
員
か
ら
処

理
方
策
の
通
知
を
受
け
る
こ
と
。

８

法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
連
携
協
約
の
締
結
に
つ

い
て
、
関
係
の
あ
る
市
町
村
に
勧
告
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
四
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
処
理
方
策
を
定
め
さ
せ
る
こ
と

20
に
つ
い
て
、
そ
の
旨
及
び
自
治
紛
争
処
理
委
員
の
氏
名
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
で

あ
る
市
町
村
に
こ
れ
を
通
知
す
る
こ
と
。

埼
玉
県
規
則
第
十
六
号



施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
二
百
五
十
一
条
の
三
の
二

21
第
二
項
の
同
意
に
つ
い
て
、
そ
の
旨
を
他
の
当
事
者
で
あ
る
市
町
村
に
通
知
す
る
こ
と
。

施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
八
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
自
治
紛
争
処
理
委
員
に
対
し
、

22
処
理
方
策
を
定
め
る
経
過
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

別
表
第
四
企
画
財
政
部
の
表
地
域
政
策
課
の
項
第
七
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
二
十
三

条
」
を
「
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
表
市
町
村
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

中
「
第

22

百
七
十
四
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
六
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
百
七

23

十
四
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
百
七
十
四

24

条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
の
六
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

24

25

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

23

施
行
令
第
百
七
十
四
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
二
百
五
十
一
条
の
二
第
二

24
項
の
同
意
に
つ
い
て
、
そ
の
旨
を
他
の
当
事
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
及
び
特
別
職
の
職
員
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
」
を
「
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
」
に
改

め
、
「
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
教
育
長
給
与
等
条
例
」
と
い

う
。
）
」
を
加
え
、
同
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
２
及
び
３
中
「
第
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び

教
育
長
給
与
等
条
例
第
五
条
」
を
加
え
、
同
欄
４
中
「
又
は
特
別
職
給
与
等
条
例
」
を
「
、
特
別

職
給
与
等
条
例
」
に
改
め
、
「
第
四
条
第
五
項
」
の
下
に
「
又
は
教
育
長
給
与
等
条
例
第
六
条
第

四
項
」
を
加
え
、
同
欄
５
及
び
６
中
「
第
七
条
」
の
下
に
「
及
び
教
育
長
給
与
等
条
例
第
六
条
第

六
項
」
を
加
え
、
同
欄
７
か
ら

ま
で
の
規
定
中
「
第
四
条
第
六
項
」
の
下
に
「
及
び
教
育
長
給

11

与
等
条
例
第
六
条
第
五
項
」
を
加
え
、
同
欄

中
「
第
一
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
一
条
第
一

13

項
第
七
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
青
少
年
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

課

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
第
十
条
第
二
項

興

（
平
成
二
十
三
年
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ

振

律
第
七
十
八
号
）
の

推
進
計
画
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変

ツ

施
行
に
関
す
る
事
務

更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
教
育
委

員
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
。

ーポス
別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
消
費
生
活
課
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

不
当
景
品
類
及
び
不
当
表
示
防
止
法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
、
違



反
行
為
の
差
止
め
若
し
く
は
そ
の
行
為
が
再
び
行
わ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
又
は
こ
れ
ら
の
実
施
に
関
連
す
る
公
示
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
県
民
生
活
部
の
表
防
犯
・
交
通
安
全
課
の
項
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
九
条
第

二
項
、
第
十
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
二
条
第
二
項
及

び
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
危
機
管
理
防
災
部
の
表
危
機
管
理
課
の
項
第
四
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄

中
「
医
療

10

機
器
等
」
を
「
医
療
機
器
そ
の
他
衛
生
用
品
及
び
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決

事
項
の
欄
１
中
「
又
は
医
療
機
器
」
を
「
、
医
療
機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
、
同
表

化
学
保
安
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
保
安
統
括
者
又
は
そ
の
代
理
者
」
を
「
保

安
統
括
者
等
若
し
く
は
そ
の
代
理
者
、
販
売
主
任
者
又
は
取
扱
主
任
者
」
に
改
め
、
同
欄

中
10

「
第
五
十
八
条
の
三
十
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
十
八
条
の
三
十
の
三
第
二
項
」
に
、
「
指
定
保

安
調
査
機
関
」
を
「
指
定
保
安
検
査
機
関
」
に
、
「
保
安
調
査
の
」
を
「
保
安
検
査
の
」
に
改

め
、
同
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
４
中
「
第
三
十
五
条
」
を
「
第
三
十
五
条
の
三
」
に
改

め
、
同
欄
５
中
「
液
化
石
油
ガ
ス
整
備
士
免
状
」
を
「
液
化
石
油
ガ
ス
設
備
士
免
状
」
に
改
め

る
。別

表
第
四
環
境
部
の
表
水
環
境
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

を

14

17

13

14

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
調
査
機
関
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

15

法
第
四
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
調
査
機
関
の
指
定
を
し
た
と
き
又
は
指
定
を
取

16
り
消
し
た
と
き
に
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
水
環
境
課
の
項
第
三
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、
１
か
ら

12

13

ま
で
を
２
か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

11

12

１

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
調
査
機
関
を
指
定
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
環
境
部
の
表
み
ど
り
自
然
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
鳥
獣
保
護
事
業
計
画
」
を
「
鳥
獣
保
護
管
理

事
業
計
画
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
を
「
第
一
種
特
定
鳥
獣
保
護
計

画
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、
３
か
ら

ま
で
を
４
か
ら

ま
で
と
し
、
２
の
次
に
次
の

29

30

28

29

よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
二
種
特
定
鳥
獣
管
理
計
画
を
定
め
る
こ

と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
社
会
福
祉
課
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
」
の
下
に

「
及
び
社
会
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
百
八
十
五
号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専

決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。



社
会
福
祉
法
施
行
令
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
機
関
等
の
指
定
を
取
り
消
す

17
こ
と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
社
会
福
祉
課
の
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま

で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

社
会
福
祉
士
及

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行

び
介
護
福
祉
士
法

令
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
福
祉

施
行
令
（
昭
和
六

士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年

十
二
年
政
令
第
四

法
律
第
三
十
号
）
第
七
条
第
二
号
及
び
第

百
二
号
）
の
施
行

三
号
並
び
に
第
三
十
九
条
第
一
号
か
ら
第

に
関
す
る
事
務

三
号
ま
で
の
養
成
施
設
の
指
定
を
取
り
消

す
こ
と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
高
齢
介
護
課
の
項
機
関
名
の
欄
中
「高

齢
介
護
課

」
を
「高

齢
者
福
祉

課

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的

な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
「
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
十
五

条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
（
法
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
３
と

し
、
同
欄
１
中
「
第
十
三
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
（
法
第
十

七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
１
を
同
欄
２
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
の
地
域
に
お
け
る
医
療
及

び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大

臣
に
提
出
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
高
齢
介
護
課
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

課

高
齢
者
虐
待
の
防

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の

ア

止
、
高
齢
者
の
養
護

養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

ケ

者
に
対
す
る
支
援
等

法
律
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

括

に
関
す
る
法
律
（
平

措
置
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

包

成
十
七
年
法
律
第
百

る
事
項
を
公
表
す
る
こ
と
。

域

二
十
四
号
）
の
施
行

地

に
関
す
る
事
務

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
障
害
者
支
援
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

中
「
第
五
十
八

10

条
」
を
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
少
子
政
策
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

８
中
「
第
三
十
五
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
五
十
八

11

条
」
を
「
第
五
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
母
子
及
び
寡
婦



福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中

「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
を
「
母
子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
欄
２

中
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
３
と
し
、
同

欄
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２

法
第
三
十
一
条
の
七
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
父

子
家
庭
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
に
対
し
、
そ
の
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
こ

と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
少
子
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
認
定
こ
ど
も

園
」
を
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
削
り
、
同

欄
中
３
を
２
と
し
、
同
欄
４
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
認
定
こ
ど
も

園
」
を
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
以
外
の
認
定
こ
ど
も
園
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
３
と

し
、
同
欄
５
及
び
６
を
削
り
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

４

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
又
は
廃
止

等
を
認
可
す
る
こ
と
。

５

法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
者
に
対
し
、
必
要

な
改
善
を
勧
告
し
、
又
は
命
ず
る
こ
と
。

６

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
事
業
の
停
止

又
は
施
設
の
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
。

７

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
の
認
可

を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
福
祉
部
の
表
こ
ど
も
安
全
課
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
」
の
下

に
「
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
中
「
第
三
十
五
条
第
七

項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
五
十
八
条
」
を
「
第
五
十
八
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

児
童
福
祉
法
施
行
令
第
三
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施

設
等
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
保
健
医
療
政
策
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
三

十
条
の
四
第
十
一
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
三
十
条
の
四

第
十
二
項
」
を
「
第
三
十
条
の
四
第
十
四
項
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
保
険
者

協
議
会
」
を
加
え
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
三
十
条
の
十
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者

に
対
し
、
管
理
者
を
し
て
そ
の
報
告
を
行
わ
せ
、
又
は
そ
の
報
告
の
内
容
を
是
正
さ
せ
る
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
。

４

法
第
三
十
条
の
十
三
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る



こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
保
健
医
療
政
策
課
の
項
第
三
号
中
「
、
歯
科
技
工
士
」
を
削
り
、

同
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を
削
り
、

を

と
し
、

を

と

19

22

32

21

31

し
、

を

と
し
、

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

20

30

18

28

法
第
六
十
六
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
法
人
の
業
務
を
監
督
す
る
都
道
府
県
知
事

29
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

17

27

７
か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
６
を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

16

17

26

12

法
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

13
き
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容

と
す
る
許
可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

14
き
、
既
存
の
病
床
数
の
算
定
に
当
た
り
、
必
要
な
補
正
を
行
う
こ
と
。

法
第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理

15
者
に
対
し
、
要
請
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る

16
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
５
を

と
し
、

11

４
を

と
し
、
３
を
６
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10
７

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
に
付
さ
れ
た
条
件
に

従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

８

法
第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と｡

９

法
第
二
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る

こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
２
を
４
と
し
、

そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５

法
第
七
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
命
令
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

２

法
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
の
開
設
の
許
可
若
し
く
は
病
院
の
病
床
数
の

増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許
可
若
し
く
は

診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
許
可
に



条
件
を
付
す
る
こ
と
。

３

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に

対
し
、
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
許
可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
二
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
十
六

条
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同
欄
４
と
し
、
同
欄
２
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

３

施
行
令
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
所
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と｡

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
二
百
十
七
号
）
」
の
下
に
「
及
び
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
四
年
政
令
第
三
百
一
号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の

欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
期
間
を
定
め
て
医
業
類
似
行
為
を
業
と
す
る
者
の
業
務

を
停
止
し
、
又
は
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
禁
止
す
る
こ
と
。

２

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゆ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
六

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
養
成
施
設
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
中
第
九
号
を
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
八
号
事

務
の
種
類
の
欄
中
「
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
四
号
）
」
の
下
に
「
及
び
視
能
訓
練
士
法
施

行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
六
号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

１

視
能
訓
練
士
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
視
能
訓
練
士
の
免
許
を
取
り
消

し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
名
称
の
使
用
を
停
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、

そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
具
申
す
る
こ
と
。

２

視
能
訓
練
士
法
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
所
の
指
定

を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

四
号
を
加
え
る
。

十
一

臨
床
工
学
技

臨
床
工
学
技
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則

士
学
校
養
成
所
指

第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
床
工
学
技

定
規
則
（
昭
和
六

士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）

十
三
年
文
部
省
・

第
十
四
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
臨

厚
生
省
令
第
二
号)

床
工
学
技
士
養
成
所
の
指
定
を
取
り
消
す

の
施
行
に
関
す
る

こ
と
。



事
務

十
二

義
肢
装
具
士

義
肢
装
具
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第

学
校
養
成
所
指
定

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
義
肢
装
具
士
法

規
則
（
昭
和
六
十

（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第

三
年
文
部
省
・
厚

十
四
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
義
肢

生
省
令
第
三
号
）

装
具
士
養
成
所
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

の
施
行
に
関
す
る

事
務

十
三

救
急
救
命
士

救
急
救
命
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第

学
校
養
成
所
指
定

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
救
急
救
命
士
法

規
則
（
平
成
三
年

（
平
成
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
三
十

文
部
省
・
厚
生
省

四
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
の
救

令
第
二
号
）
の
施

急
救
命
士
養
成
所
の
指
定
を
取
り
消
す
こ

行
に
関
す
る
事
務

と
。

十
四

言
語
聴
覚
士

言
語
聴
覚
士
学
校
養
成
所
指
定
規
則
第

学
校
養
成
所
指
定

七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
言
語
聴
覚
士
法

規
則
（
平
成
十
年

（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
三

文
部
省
・
厚
生
省

十
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
第

令
第
二
号
）
の
施

五
号
の
言
語
聴
覚
士
養
成
所
の
指
定
を
取

行
に
関
す
る
事
務

り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
七
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
（
昭
和
四
十
年

法
律
第
百
三
十
七
号
）
」
の
下
に
「
及
び
理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
（
昭
和
四
十

年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
理
学
療
法
士

又
は
作
業
療
法
士
の
免
許
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
名
称
の
使
用
を
停

止
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
具
申
す
る
こ
と
。

２

理
学
療
法
士
及
び
作
業
療
法
士
法
施
行
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

定
養
成
施
設
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

九

柔
道
整
復
師
法

柔
道
整
復
師
法
施
行
令
第
七
条
第
一
項

施
行
令
（
平
成
四

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
施
設
の
指

年
政
令
第
三
百
二

定
を
取
り
消
す
こ
と
。

号
）
の
施
行
に
関



す
る
事
務

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
六
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
」
の

下
に
「
及
び
臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
六

号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
す

る
。４

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養

成
所
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
（
昭
和
三
十
年

法
律
第
百
六
十
八
号
）
」
の
下
に
「
及
び
歯
科
技
工
士
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
二

十
八
号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と

す
る
。

１

歯
科
技
工
士
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
歯
科
技
工
士
の
免
許
を
取
り
消

し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
業
務
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

と
き
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
具
申
す
る
こ
と
。

２

歯
科
技
工
士
法
施
行
令
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
所
の
指
定

を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
四
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
」
の
下
に
「
及
び
診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政

令
第
三
百
八
十
五
号
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
、
同
号
を
同

項
第
五
号
と
す
る
。

３

診
療
放
射
線
技
師
法
施
行
令
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
所
の
指
定

を
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
医
療
整
備
課
の
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

歯
科
衛
生
士
法

歯
科
衛
生
士
法
施
行
令
第
八
条
第
一
項

施
行
令
（
平
成
三

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
所
の
指
定

年
政
令
第
二
百
二

を
取
り
消
す
こ
と
。

十
六
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
健
康
長
寿
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
調
理
師
法
」
の

下
に
「
及
び
調
理
師
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
」
を
加
え
、
同
号

部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

調
理
師
法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
調
理
師
の
免
許
を
取
り
消
す
こ
と
。

２

調
理
師
法
施
行
規
則
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
施
設
の
指
定
を
取
り

消
す
こ
と
。



別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
健
康
長
寿
課
の
項
第
七
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
児
童
福
祉
法
」

の
下
に
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
」
を
加
え
、

同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

法
第
十
九
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機

関
等
に
対
し
報
告
等
を
命
じ
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
開
設
者
等
に
対

し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
指
定
小

児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
に
つ
い
て
設
備
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

２

法
第
十
九
条
の
十
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支

払
を
一
時
差
し
止
め
る
こ
と
。

３

法
第
十
九
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機

関
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
法
第
十
九
条
の
十
一
又
は
第
十
九
条
の
十
二

の
規
定
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
九
条
の
十
七
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機

関
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
勧
告
に
係
る
措
置
を
取
る
べ
き
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
。

５

法
第
十
九
条
の
十
八
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指

定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
の

全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

６

法
第
五
十
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
の
保

護
者
等
に
対
し
報
告
等
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。

７

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
七
条
の
十
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
医
の
指
定
を
取
り

消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
健
康
長
寿
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

食
品
表
示
法
（
平

食
品
表
示
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

成
二
十
五
年
法
律

同
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
命

第
七
十
号
）
の
施

令
を
し
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

行
に
関
す
る
事
務

（
栄
養
成
分
の
量

及
び
熱
量
そ
の
他

の
県
民
の
健
康
の

増
進
を
図
る
た
め

に
必
要
な
表
示
事

項
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）



別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
疾
病
対
策
課
の
項
第
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
平
成
六
年
法
律

第
百
十
七
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専

決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

２

法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
爆
者
一
般
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
を
取

り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
疾
病
対
策
課
の
項
第
六
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄

中
「
又
は
医
療

12

機
器
」
を
「
、
医
療
機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
医
療
機
器
等
」
を

13

「
医
療
機
器
そ
の
他
衛
生
用
品
及
び
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１

中
「
又
は
医
療
機
器
」
を
「
、
医
療
機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

七

精
神
保
健
福
祉

精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成
施
設
等
及

士
短
期
養
成
施
設

び
精
神
保
健
福
祉
士
一
般
養
成
施
設
等
指

等
及
び
精
神
保
健

定
規
則
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
精
神

福
祉
士
一
般
養
成

保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三

施
設
等
指
定
規
則

十
一
号
）
第
七
条
第
二
号
及
び
第
三
号
の

（
平
成
十
年
厚
生

養
成
施
設
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

省
令
第
十
二
号
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務

八

難
病
の
患
者
に

１

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基

対
す
る
医
療
等
に

づ
き
、
指
定
医
療
機
関
等
に
対
し
報
告

関
す
る
法
律
（
平

等
を
命
じ
、
指
定
医
療
機
関
の
開
設
者

成
二
十
六
年
法
律

等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職

第
五
十
号
。
以
下

員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若

こ
の
項
に
お
い
て

し
く
は
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
設
備

「
法
」
と
い
う
。
）

等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

及
び
難
病
の
患
者

２

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基

に
対
す
る
医
療
等

づ
き
、
特
定
医
療
費
の
支
払
を
一
時
差

に
関
す
る
法
律
施

し
止
め
る
こ
と
。

行
規
則
（
平
成
二

３

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基

十
六
年
厚
生
労
働

づ
き
、
指
定
医
療
機
関
の
開
設
者
に
対

省
令
第
百
二
十
一

し
、
期
限
を
定
め
て
、
法
第
十
六
条
又

号
。
以
下
こ
の
項

は
第
十
七
条
の
規
定
を
遵
守
す
べ
き
こ



に

お

い

て｢

施

行

と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

規
則
」
と
い
う
。
）

４

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基

の
施
行
に
関
す
る

づ
き
、
指
定
医
療
機
関
の
開
設
者
に
対

事
務

し
、
期
限
を
定
め
て
、
勧
告
に
係
る
措

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

５

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
医
療
機
関
の
指
定
を
取
り
消
し
、

又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
医
療
機

関
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効

力
を
停
止
す
る
こ
と
。

６

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
難
病
の
患
者
等
に
対
し
、

報
告
等
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質

問
さ
せ
る
こ
と
。

７

施
行
規
則
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
医
の
指
定
を
取
り
消

す
こ
と
。

８

施
行
規
則
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
指
定
医
の
指
定
を
取
り
消

し
、
又
は
一
年
以
内
の
期
間
を
定
め
て

そ
の
指
定
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
生
活
衛
生
課
の
項
中
第
十
一
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
号
を
第

十
二
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
八
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
」
の

下
に
「
及
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三

十
二
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に

18

19

13

17

14

18

12

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
五
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
振
興
計
画
を
認
定
す
る
こ
と
。

13別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
生
活
衛
生
課
の
項
第
八
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加

え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
す
る
。

施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
振
興
計
画
の
変
更
を
認
定
す
る
こ
と
。

20

施
行
令
第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
振
興
計
画
の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

21別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
生
活
衛
生
課
の
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。



九

美
容
師
養
成
施

美
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
第
十
二
条

設
指
定
規
則
（
平

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
施

成
十
年
厚
生
省
令

設
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

第
八
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
生
活
衛
生
課
の
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号

と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

理
容
師
養
成
施

理
容
師
養
成
施
設
指
定
規
則
第
十
三
条

設
指
定
規
則
（
平

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
施

成
十
年
厚
生
省
令

設
の
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

第
五
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
食
品
安
全
課
の
項
第
一
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
」
の

下
に
「
及
び
食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

９

施
行
令
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
養
成
施
設
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
。

施
行
令
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
講
習
会
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を

10
定
め
て
登
録
講
習
会
に
係
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
食
品
安
全
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
（
平
成
二
年
法

律
第
七
十
号
）
」
の
下
に
「
及
び
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
平
成
三
年
政
令
第
五
十
二
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
す
る
。

１

食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
第
八
条
又
は
第
九
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
食
鳥
処
理
の
事
業
の
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
。

２

施
行
令
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
養
成
施
設
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
。

３

施
行
令
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
講
習
会
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期

間
を
定
め
て
登
録
講
習
会
に
係
る
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
食
品
安
全
課
の
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号

と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

食
品
表
示
法
の

食
品
表
示
法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

施
行
に
関
す
る
事

同
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
命

務
（
ア
レ
ル
ゲ
ン

令
を
し
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

そ
の
他
の
県
民
の

健
康
の
保
護
を
図



る
た
め
に
必
要
な

表
示
事
項
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
食
品
安
全
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

製
菓
衛
生
師
法

製
菓
衛
生
師
法
施
行
令
第
二
十
三
条
の

施
行
令
（
昭
和
四

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
養
成
施
設
の
指
定

十
一
年
政
令
第
三

を
取
り
消
す
こ
と
。

百
八
十
七
号
）
の

施
行
に
関
す
る
事

務

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
薬
務
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
９
」
を
「

」
10

に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、

14

15

14

15

19

20

を

と
し
、

を

と
し
、
同
欄

中
「
当
該
物
品
を
貯
蔵
し
て
い
る
者
等
」
を
「
指
定
薬
物

18

19

17

18

16

又
は
指
定
薬
物
と
同
等
以
上
に
精
神
毒
性
を
有
す
る
蓋
然
性
が
高
い
物
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
物
品

を
貯
蔵
し
て
い
る
者
等
」
に
、
「
ど
う
か
」
を
「
ど
う
か
等
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と

16

17

し
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄

中
「

及
び

」

15

16

12

14

13

15

11

12

13

を
「

及
び

」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、
９
を

と
し
、
８

13

14

11

12

10

11

10

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

９

法
第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
六
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

（
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療
機
器
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
販
売
業
者

及
び
製
造
業
者
、
配
置
販
売
業
者
並
び
に
医
療
機
器
の
修
理
業
者
に
限
る
。
）
に
対
し
、
そ

の
行
為
の
中
止
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
の
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る
に
足
り
る
措
置
を
採
る
べ

き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
薬
務
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

法
第
七
十
六
条
の
七
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
七
十
六
条
の
五
の
規
定
に
違

21
反
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
行
為
の
中
止
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
の
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る
に

足
り
る
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
七
十
六
条
の
七
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
七
十
六
条
の
六
の
二
第
一
項

22
の
規
定
に
よ
る
禁
止
に
違
反
し
た
者
に
対
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
禁
止
が
解

除
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
そ
の
行
為
の
中
止
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
の
危
険
の
発
生
を
防
止
す
る

に
足
り
る
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
薬
務
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

埼
玉
県
薬
物
の

１

条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基



濫
用
の
防
止
に
関

づ
き
、
知
事
指
定
薬
物
を
指
定
す
る
こ

す
る
条
例
（
平
成

と
。

二
十
七
年
埼
玉
県

２

条
例
第
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

条
例
第
十
九
号
。

基
づ
き
、
条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規

以
下
こ
の
項
に
お

定
に
よ
る
警
告
に
従
わ
な
い
者
に
対

い
て
「
条
例
」
と

し
、
知
事
指
定
薬
物
の
製
造
等
の
中
止

い
う
。
）
の
施
行

を
命
じ
、
又
は
知
事
指
定
薬
物
の
回
収

に
関
す
る
事
務

若
し
く
は
廃
棄
そ
の
他
必
要
な
措
置
を

採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

３

条
例
第
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
違
反
し
た
者
に
対
し
、
知
事
指
定

薬
物
の
製
造
等
の
中
止
を
命
じ
、
又
は

知
事
指
定
薬
物
の
回
収
若
し
く
は
廃
棄

そ
の
他
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
四
産
業
労
働
部
の
表
産
業
労
働
政
策
課
の
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
五

条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一

項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
か
ら
６

ま
で
を
削
り
、
同
欄
７
中
「
又
は
連
携
事
業
」
を
削
り
、
同
欄
７
を
同
欄
４
と
し
、
同
表
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
九
条
第
十
二
項
」
を
「
第
九
条

第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
表
金
融
課
の
項
第
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
埼
玉
県
中
小
企
業
高
度

化
資
金
等
貸
付
規
則
」
を
「
埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
貸
付
規
則
」
に
改
め
、
同
項
中
第
三

号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
２
及
び
４
中
「
（
設
備

共
同
廃
棄
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
す
る
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
産
物
安
全
課
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
農
林
物
資
の
規
格

化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
農
林
物
資
の
規
格
化
等
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、
同
欄
２
中
「
第
十
九
条
の
十

四
第
四
項
」
を
「
第
十
九
条
の
十
四
第
三
項
」
に
改
め
、
「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、
同
欄
３
中

「
及
び
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

食
品
表
示
法
（
以

１

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

下
こ
の
項
に
お
い

食
品
関
連
事
業
者
に
対
し
、
表
示
事
項

て

「

法

」

と

い

を
表
示
し
、
又
は
遵
守
事
項
を
遵
守
す



う
。
）

の

施

行

に

べ
き
旨
の
指
示
を
す
る
こ
と
。

関
す
る
事
務
（
原

２

法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

材
料
そ
の
他
の
食

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
に
係

品
の
生
産
及
び
流

る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

通
の
円
滑
化
等
を

と
。

図
る
た
め
に
必
要

３

法
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第

な
表
示
事
項
に
係

六
条
第
一
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
も
の
に
限
る｡

)

る
指
示
又
は
命
令
を
し
た
旨
を
公
表
す

る
こ
と
。

別
表
第
四
農
林
部
の
表
農
産
物
安
全
課
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

持
続
性
の
高
い

持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入

農
業
生
産
方
式
の

の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、

導
入
の
促
進
に
関

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

す
る
法
律
（
平
成

導
入
指
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
、
こ
れ

十
一
年
法
律
第
百

を
公
表
す
る
こ
と
。

十
号
）
の
施
行
に

関
す
る
事
務

別
表
第
四
農
林
部
の
表
生
産
振
興
課
の
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四

号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

内
水
面
漁
業

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す
る
法
律
第

の
振
興
に
関
す
る

十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
計
画
を

法
律
（
平
成
二
十

定
め
、
又
は
変
更
す
る
こ
と
。

六
年
法
律
第
百
三

号
）
の
施
行
に
関

す
る
事
務

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
道
路
環
境
課
の
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

六

災
害
対
策
基
本

１

法
第
七
十
六
条
の

１

法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定

法
（
以
下
こ
の
項

六
第
一
項
の
規
定
に

に
基
づ
き
、
指
定
道
路
区
間
内
に
在
る

に
お
い
て
「
法
」

基
づ
き
、
管
理
す
る

者
に
対
し
、
当
該
指
定
道
路
区
間
を
周

と
い
う
。
）
及
び

道
路
の
区
間
を
指
定

知
さ
せ
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

災
害
対
策
基
本
法

す
る
こ
と
。

２

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
第
三
十
三

施
行
令
の
施
行
に

２

法
第
七
十
六
条
の

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県

関
す
る
事
務

七
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
安
委
員
会
に
指
定
を
し
よ
う
と
す
る



市
町
村
道
の
道
路
管

道
路
の
区
間
及
び
そ
の
理
由
を
通
知
す

理
者
に
対
し
、
指
定

る
こ
と
。

若
し
く
は
命
令
を
し
、

又
は
措
置
を
と
る
べ

き
こ
と
を
指
示
す
る

こ
と
。

別
表
第
四
県
土
整
備
部
の
表
河
川
砂
防
課
の
項
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
一

土
砂
災
害
警

１

法
第
七
条
第
一
項

戒
区
域
等
に
お
け

の
規
定
に
基
づ
き
、

る
土
砂
災
害
防
止

土
砂
災
害
警
戒
区
域

対
策
の
推
進
に
関

の
指
定
又
は
そ
の
解

す
る
法
律
（
平
成

除
を
す
る
こ
と
。

十
二
年
法
律
第
五

２

法
第
九
条
第
一
項

十
七
号
。
以
下
こ

の
規
定
に
基
づ
き
、

の

項

に

お

い

て

土
砂
災
害
特
別
警
戒

「
法
」
と
い
う
。
）

区
域
の
指
定
又
は
そ

の
施
行
に
関
す
る

の
解
除
を
す
る
こ
と
。

事
務

３

法
第
二
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
危
険
降
雨
量
を

設
定
し
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
を
関
係
の

あ
る
市
町
村
の
長
に

通
知
し
、
及
び
一
般

に
周
知
さ
せ
る
た
め

必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
都
市
計
画
課
の
項
第
九
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
一
条
第

二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄

８
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
三
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
八
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄
９
中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
二
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の

十
九
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄

中
「
第
十
八
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
十

10

八
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

86

88

77

85

79

87

同
欄

中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
四
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
九
第
一

76



項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
第
一
項
」

76

78

75

を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中

75

77

74

「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
一
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、
同

欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
三
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の

74

76

73

三
十
五
の
十
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
七
十
七
条
の
三
十

73

75

72

五
の
九
第
一
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
十
二
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と

72

74

し
、
同
欄

中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
四
項
」
を
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
九
第
四

71

項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
六
第
一
項
」
を

71

73

70

「
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と

70

72

69

70

し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定

71
機
関
が
業
務
区
域
を
増
加
し
、
又
は
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

68

69

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、
同
欄

中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
九
項
第
二
号
」
を

51

67

52

68

50

「
第
六
十
七
条
の
三
第
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
六
十

50

51

49

七
条
の
二
第
五
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

49

と
し
、
同
欄

中
「
第
六
十
七
条
の
二
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
三
項
第
二

50

48

号
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま

48

49

47

48

23

46

24

47

で
と
し
、
同
欄

中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
六
号
」
を
「
第
五
十
二
条
第
一
項
第
七
号
」
に
改

22

め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

22

23

21

22

11

20

12

21

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

10

法
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
者
に
、
構
造

11
計
算
適
合
性
判
定
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
九
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
資
格
試
験
事
務
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験
事
務
」
に
改
め
、
同
欄
４
中

「
取
引
主
任
者
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
取
引
主
任
者
資
格
」
を
「
宅

地
建
物
取
引
士
資
格
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

マ
ン
シ
ョ
ン

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化

の
建
替
え
等
の
円

に
関
す
る
法
律
第
百
五
条
第
一
項
の
規

滑
化
に
関
す
る
法

定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
容
積
率

律
（
平
成
十
四
年

の
特
例
に
係
る
許
可
を
す
る
こ
と
。

法
律
第
七
十
八
号
）

の
施
行
に
関
す
る

事
務



別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
第
九
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替

え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
に

改
め
、
「
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
。
」
を
削
り
、
同
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
１
及
び
３
中

「
組
合
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
組
合
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替

10

組
合
」
に
、
「
勧
告
す
る
」
を
「
対
し
、
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
必
要
な
勧

告
、
助
言
若
し
く
は
援
助
を
す
る
」
に
改
め
、
同
欄

か
ら

ま
で
の
規
定
中
「
組
合
」
を
「
マ

11

13

ン
シ
ョ
ン
建
替
組
合
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
百
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
買
受
計
画
に
つ
い
て
認
定
す
る
こ
と
。

20

法
第
百
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
買
受
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認
定
す
る
こ
と
。

21

法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
の
設
立
に
つ
い

22
て
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
款
又
は
資
金
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
認

23
可
す
る
こ
と
。

法
第
百
三
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
の
解
散
に
つ

24
い
て
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
分
配
金
取
得
計
画
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ

25
と
。法

第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
に
対
し
、
報
告

26
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
必
要
な
勧
告
、
助
言
若
し
く
は
援
助
を
す
る
こ
と
。

法
第
百
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
に
対
し
、
マ
ン

27
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合

28
の
事
業
又
は
会
計
の
状
況
を
検
査
す
る
こ
と
。

法
第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
組
合
の
し
た
処
分

29
の
取
消
し
、
変
更
又
は
停
止
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
百
六
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
設
立
の
認
可
を
取
り
消
す
こ
と
。

30

法
第
百
六
十
一
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
会
又
は
総
代
会
を
招
集
す
る
こ
と
。

31

法
第
百
六
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
理
事
若
し
く
は
監
事
の
解
任
又
は
総
代
の

32
解
任
を
投
票
に
付
す
こ
と
。

法
第
百
六
十
一
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
決
、
選
挙
、
当
選
又
は
解
任
の
投
票
を

33
取
り
消
す
こ
と
。

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
住
宅
課
の
項
第
十
号
部
長
専
決
事
項
の
欄
中
「
第
十
三
条
第
二

項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則



１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

別
表
第
四
保
健
医
療
部
の
表
薬
務
課
の
項
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
（
部
長
専
決
事
項

の
欄
２
及
び
３
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日

二

別
表
第
四
環
境
部
の
表
み
ど
り
自
然
課
の
項
第
三
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
七
年
五
月

二
十
九
日

三

別
表
第
四
都
市
整
備
部
の
表
建
築
安
全
課
の
項
第
一
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
七
年
六

月
一
日

２

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
が
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
在
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正

後
の
別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
２
か
ら

ま
で
の
規
定

11

は
適
用
せ
ず
、
改
正
前
の
別
表
第
四
総
務
部
の
表
人
事
課
の
項
第
三
号
知
事
決
裁
事
項
の
欄
２

か
ら

ま
で
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

11



規

則

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

第
一
条

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
埼
玉
県
規

則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
、
畜
産
研
究
所
長
、
森
林
・
緑
化
研
究
所
長
」
を
削
り
、
「
副
研
究
所

長
、
研
究
企
画
幹
」
を
「
総
務
部
長
、
農
業
革
新
支
援
部
長
、
森
林
研
究
室
長
」
に
改
め
、

「
化
学
検
査
室
長
」
の
下
に
「
、
産
業
技
術
情
報
幹
」
を
加
え
る
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
五
号
専
決
事
項
の
欄
３
中

「
第
四
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
五
項
」
に
、
「
を
認
可
す
る
」
を
「
の
届
出
を

受
理
す
る
」
に
改
め
、
同
表
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所

長
、
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
、
利
根
地
域
振
興

セ
ン
タ
ー
所
長
、
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第

二
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、
６
か
ら

ま
で
を
７
か
ら

ま
で
と
し
、
５
の
次
に
次

13

14

12

13

の
よ
う
に
加
え
る
。

６

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
旅
行
業
約
款
を
認
可
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
三
号
委
任
事
務
の
欄
２
中
「
第

三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
３
中
「
第
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
条

第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
三
条
第
五
項
」
を
「
第
三
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
専

決
事
項
の
欄
１
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
五
十

14

四
条
第
六
項
」
を
「
第
五
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中

「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」
を
「
フ

ロ
ン
類
の
使
用
の
合
理
化
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
委
任
事
務
の

欄
１
中
「
第
四
十
三
条
」
を
「
第
九
十
一
条
」
に
改
め
、
「
基
づ
き
」
の
下
に
「
、
第
一
種
特

定
製
品
の
管
理
者
」
を
、
「
第
一
種
特
定
製
品
整
備
者
」
の
下
に
「
、
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
」

を
加
え
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
、

「
フ
ロ
ン
類
の
引
渡
し
又
は
回
収
」
を
「
特
定
製
品
に
使
用
さ
れ
る
フ
ロ
ン
類
の
管
理
の
適
正

化
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、

「
職
員
に
」
の
下
に
「
、
第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者
」
を
加
え
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収

埼
玉
県
規
則
第
十
七
号



業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
、
「
検
査
さ
せ
る
」
を
「
検
査
さ
せ
、
又

は
試
験
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
試
料
を
無
償
で
収
去
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同

号
専
決
事
項
の
欄

を
削
り
、
同
欄

中
「
第
四
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
九
十
二
条
第
二

26

25

項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
二
十
四
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
九

25

34

24

条
第
七
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」

に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
二
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第

24

33

23

六
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
、

「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、
「
フ
ロ
ン
類
の
」
の
下
に
「
充
塡
の
委

託
、
」
を
加
え
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
二
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十

23

32

22

九
条
第
五
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業

者
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
四
十
九

22

31

21

条
第
四
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」

に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
九
条
第

21

30

20

三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
四
十
八
条
」

20

29

19

に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、

「
フ
ロ
ン
類
の
」
の
下
に
「
充
塡
の
委
託
、
」
を
加
え
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ
の
次
に

19

26

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
特
定
製
品
整
備
者
又
は
第
一
種
フ

27
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
に
対

28
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄

中
18

「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同

18

25

欄

中
「
第
二
十
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

17

17

24

と
し
、
同
欄

中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
一
条
第
二

16

項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン

類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を

16

23

15

「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡

回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
十
六
条
」
を
「
第
三
十
四

15

22

14

条
」
に
改
め
、
「
基
づ
き
、
」
の
下
に
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
の
」
を
加
え
、
同

欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
に
改

14

21

13

め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」

13

20

12

に
、
「
第
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業

者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄

中

12

19

11



「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
八

条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」

に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

11

17

法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

18
き
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
の
登
録
の
変
更
を
拒
否
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄

中
10

「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八

条
第
一
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
登
録
簿
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収

業
者
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
欄

を
同
欄

と
し
、
同
欄
９
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第

10

16

三
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
９
を
同
欄

と
し
、
同
欄
８
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を

15

「
第
三
十
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一

種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
８
を
同
欄

と
し
、
同
欄
７
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
条
第
二

14項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン

類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

12

法
第
三
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

13
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
の
登
録
の
更
新
を
拒
否
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄
６
中

「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条

第
一
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
登
録
簿
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業

者
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄

と
し
、
同
欄
５
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三

11

十
条
第
二
項
」
に
、
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン

類
回
収
業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
５
を
同
欄

と
し
、

10

同
欄
４
中
「
第
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収

業
者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
４
を
同
欄
９
と
し
、
同
欄
３

中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
」
を

「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
３
を
同
欄
７
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

８

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
の
登
録

を
拒
否
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
十
三
号
専
決
事
項
の
欄
２
中

「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
登
録

簿
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
登
録
簿
」
に
改
め
、
同
欄
２
を
同
欄
６
と
し
、
同

欄
１
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
、
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業



者
」
を
「
第
一
種
フ
ロ
ン
類
充
塡
回
収
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
１
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
に
１

か
ら
４
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１

法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者
に
対
し
、
第
一
種
特
定

製
品
の
使
用
等
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
。

２

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者
に
対
し
、
管
理

第
一
種
特
定
製
品
の
使
用
等
に
関
し
必
要
な
措
置
を
取
る
べ
き
旨
の
勧
告
を
す
る
こ
と
。

３

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た

第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者
が
そ
の
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
旨
を
公
表
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
特
定
製
品
の
管
理
者
に
対
し
、
勧
告

に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
十
八
号
専
決
事
項
の
欄
中
６
を

削
り
、
７
を
６
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

７

法
第
二
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
採
取
の
廃
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
十
八
号
専
決
事
項
の
欄
８
中

「
及
び
第
三
項
」
を
削
り
、
同
欄
９
中
「
第
三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
に

改
め
、
同
項
第
二
十
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
（
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
」
に
、
「
鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び

に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
改
め
、
同
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
一
号
委

任
事
務
の
欄
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う

31

32

19

30

20

31

18

に
加
え
る
。

法
第
五
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
保
護
者
就
労
支
援
事
業
を
実
施
す

19
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
５
中
「
第
五
十

六
条
第
八
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
３
中
「
第
三
十
五

条
第
六
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
４
中
「
第
三
十
五
条
第
七
項
」
を

「
第
三
十
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福

祉
法
（
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
」
に
、
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行

令
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に
改
め
、
同
号
委
任
事
務
の
欄
１
中

「
又
は
法
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
三

十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、

「
母
子
福
祉
資
金
」
の
下
に
「
、
父
子
福
祉
資
金
」
を
加
え
、
同
欄
２
中
「
な
い
者
」
を
「
な

い
女
子
」
に
改
め
、
同
欄
９
中
「
又
は
」
を
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す

る
施
行
令
第
十
九
条
又
は
」
に
、
「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、



同
欄
９
を
同
欄

と
し
、
同
欄
８
中
「
又
は
」
を
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準

10

用
す
る
施
行
令
第
十
七
条
た
だ
し
書
又
は
」
に
、
「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉

団
体
」
に
改
め
、
同
欄
８
を
同
欄
９
と
し
、
同
欄
７
中
「
又
は
」
を
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条

の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
二
条
又
は
」
に
改
め
、
同
欄
７
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄

６
中
「
又
は
施
行
令
第
三
十
八
条
」
を
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
施

行
令
第
十
一
条
又
は
施
行
令
第
三
十
八
条
」
に
改
め
、
同
欄
６
を
同
欄
７
と
し
、
同
欄
５
中

「
又
は
施
行
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
八
条
第
五
項
」
を
「
、
第

三
十
一
条
の
六
第
五
項
又
は
第
三
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、
「
母
子
福
祉
資
金
」
の
下
に

「
、
父
子
福
祉
資
金
」
を
加
え
、
同
欄
５
を
同
欄
６
と
し
、
同
欄
４
中
「
若
し
く
は
第
九
条
第

一
項
」
の
下
に
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
九
条
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
、
同
欄
４
を
同
欄
５
と
し
、
同
欄
中
３
を
４
と
し
、
２
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

３

法
第
三
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
の
な
い
男
子
で
現
に
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
も
の
に
つ
き
、
そ
の
者
の
居
宅
等
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必

要
な
便
宜
を
供
与
し
、
又
は
県
以
外
の
者
に
当
該
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
委
託
す
る

措
置
を
採
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
六
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
又
は
」

を
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
三
条
又
は
」
に
、
「
母
子

福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
又
は
施
行
令
第
三
十
八

条
」
を
「
、
施
行
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
六
条
又
は
施
行
令
第

三
十
八
条
」
に
、
「
母
子
福
祉
団
体
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
団
体
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二

号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
を
「
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
「
平
成
六

年
法
律
第
三
十
号
」
の
下
に
「
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
」
を
加
え
、
同
号

委
任
事
務
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

法
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
援
給
付
を
行
う
こ
と
。

２

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
配
偶
者
支
援
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
福
祉
事
務
所
長
の
項
第
十
三
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
埼
玉

県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
「
埼
玉
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
」
に
改
め
、
同
項

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

生
活
困
窮
者

１

法
第
五
条
第
一
項
の

法
第
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る

自
立
支
援
法
（
平

規
定
に
基
づ
き
、
生
活

身
分
を
示
す
証
明
書
を
交
付
す
る
こ

成
二
十
五
年
法
律

困
窮
者
に
対
し
、
生
活

と
。



第
百
五
号
。
以
下

困
窮
者
住
居
確
保
給
付

こ
の
項
に
お
い
て

金
を
支
給
す
る
こ
と
。

「
法
」
と
い
う
。
）

２

法
第
十
二
条
第
一
項

の
施
行
に
関
す
る

の
規
定
に
基
づ
き
、
偽

事
務

り
そ
の
他
不
正
の
手
段

に
よ
り
生
活
困
窮
者
住

居
確
保
給
付
金
の
支
給

を
受
け
た
者
か
ら
、
そ

の
金
額
の
全
部
又
は
一

部
を
徴
収
す
る
こ
と
を

決
定
す
る
こ
と
。

３

法
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
生

活
困
窮
者
住
居
確
保
給

付
金
の
支
給
を
受
け
た

生

活

困

窮

者

等

に

対

し
、
報
告
等
を
命
じ
、

又
は
職
員
に
質
問
さ
せ

る
こ
と
。

４

法
第
十
六
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
生

活
困
窮
者
等
の
資
産
又

は
収
入
の
状
況
に
つ
い

て
、
官
公
署
に
対
し
必

要
な
文
書
の
閲
覧
若
し

く
は
資
料
の
提
供
を
求

め
、
又
は
銀
行
等
若
し

く
は
生
活
困
窮
者
の
雇

用
主
等
に
対
し
報
告
を

求
め
る
こ
と
。

５

法
第
十
六
条
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、

生
活
困
窮
者
住
居
確
保

給
付
金
の
支
給
を
受
け



る
生
活
困
窮
者
等
に
対

し
、
住
宅
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
る
こ

と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
児
童
相
談
所
長
の
項
第
一
号
委
任
事
務
の
欄

中
「
第
五
十

26

六
条
第
八
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
五
十
七
条
の
三
第
二

27

項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
五
十
七
条
の
四
第
二
項
」
を

28

「
第
五
十
七
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
保
健
所
長
の
項
第
五
号
事
務
の
種
類
の
欄
中

「
及
び
歯
科
技
工
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
」
を
削
り
、
同

号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
歯
科
技
工
所
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理

者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
歯
科
技
工
所
に
立
ち
入
り
、

清
潔
の
保
持
の
状
況
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
十
三
号
委
任
事
務
の
欄
中

を

と
し
、

37

40

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

31

36

34

39

30

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
多
数
の
動
物
の
飼
養
に
係
る
届
出
を
受

31
理
す
る
こ
と
。

条
例
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

32

条
例
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

33別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
号
事
務
の
種
類
の
欄
中
「
い
う
。
）
」

の
下
に
「
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」

を
加
え
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
を
支

給
す
る
こ
と
（
法
第
十
九
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
機
関
に
支
払
う
場
合
を
除
く
。
）
。

２

法
第
十
九
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
の
支

給
の
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
。

３

法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
を
支

給
す
る
旨
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
に
引
き
続
き
当
該
医
療
費
を
支
給
す
る
旨
の
認

定
を
行
う
こ
と
（
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
状
態
が
当
該
疾
病
ご
と
に
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
程
度
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
限
る
。
）
。

４

法
第
十
九
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

５

法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
申
請

を
受
理
す
る
こ
と
。



６

法
第
十
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定

を
行
い
、
及
び
医
療
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
（
施
行
規
則
第
七
条
の
二
十

六
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

７

法
第
十
九
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
に
変
更
の
認
定
に

係
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
。

８

法
第
十
九
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
費
支
給
認
定
を
取
り
消
す
こ

と
。

９

法
第
十
九
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
の
返
還
を
求
め
る

こ
と
。

施
行
規
則
第
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す
る
事
項
の
変

10
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
七
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
を
再
交

11
付
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
七
条
の
二
十
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
の
返
還

12
を
受
け
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
第
三
十
三
号
専
決
事
項
の
欄
中

を

と
し
、

28

29

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

14

27

15

28

13

法
第
七
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
六
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た

14
者
（
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療
機
器
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
製
造
販
売

業
者
（
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
の
製
造
販
売
業
者
を
除
く
。
）
及
び
製
造
業
者
（
薬
局
製

造
販
売
医
薬
品
の
製
造
業
者
を
除
く
。
）
、
配
置
販
売
業
者
並
び
に
医
療
機
器
の
修
理
業

者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
そ
の
行
為
の
中
止
そ
の
他
公
衆
衛
生
上
の
危
険
の
発
生
を
防
止

す
る
に
足
り
る
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
保
健
所
長
の
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四
十
二

難
病
の
患

１

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基

者
に
対
す
る
医
療

づ
き
、
支
給
認
定
の
申
請
を
受
理

等
に
関
す
る
法
律

す
る
こ
と
。

（
平
成
二
十
六
年

２

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基

法
律
第
五
十
号
。

づ
き
、
支
給
認
定
を
し
な
い
こ
と

以
下
こ
の
項
に
お

と
す
る
こ
と
（
申
請
の
形
式
上
の

い
て
「
法
」
と
い

要
件
に
適
合
し
な
い
場
合
と
し
て

う
。
）
及
び
難
病

施
行
規
則
第
二
十
三
条
に
規
定
す

の
患
者
に
対
す
る

る
場
合
に
限
る
。
）
。

医
療
等
に
関
す
る

３

法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基



法
律
施
行
規
則
（
平

づ
き
、
医
療
受
給
者
証
を
交
付
す

成
二
十
六
年
厚
生

る
こ
と
（
支
給
認
定
を
受
け
た
こ

労
働
省
令
第
百
二

と
の
あ
る
指
定
難
病
の
患
者
の
当

十
一
号
。
以
下
こ

該
支
給
認
定
に
係
る
指
定
難
病
に

の

項

に

お

い

て

係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

「
施
行
規
則
」
と

４

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基

い
う
。
）
の
施
行

づ
き
、
支
給
認
定
の
変
更
の
申
請

に
関
す
る
事
務

を
受
理
す
る
こ
と
。

５

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定

を
行
い
、
及
び
医
療
受
給
者
証
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
（
施
行
規
則

第
三
十
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事

項
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
。

６

法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
医
療
受
給
者
証
に
変
更
の

認
定
に
係
る
事
項
を
記
載
し
、
こ

れ
を
返
還
す
る
こ
と
。

７

法
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
の
返
還

を
求
め
る
こ
と
（
同
条
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
限
る
。
）
。

８

施
行
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
項
に
規
定
す

る
事
項
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す

る
こ
と
。

９

施
行
規
則
第
二
十
六
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
を
再

交
付
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
二
十
七
条
第
三
項

10
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者

証
の
返
還
を
受
け
る
こ
と
。

四
十
三

食
品
表
示

法
第
八
条
第
一
項
の
規

１

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

法
（
平
成
二
十
五

定
に
基
づ
き
、
食
品
関
連

づ
き
、
食
品
関
連
事
業
者
等
に
対



年
法
律
第
七
十
号
。

事
業
者
等
に
対
し
、
必
要

し
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

以
下
こ
の
項
に
お

な
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

の
提
出
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員

い
て
「
法
」
と
い

に
、
事
務
所
等
に
立
ち
入
り
、
食

う
。
）
の
施
行
に

品
に
関
す
る
表
示
の
状
況
等
を
検

関
す
る
事
務
（
農

査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、

林
振
興
セ
ン
タ

ー

若
し
く
は
食
品
等
を
無
償
で
収
去

の
所
掌
に
係
る
も

さ
せ
る
こ
と
。

の
を
除
く
。
）

２

法
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
出
を
受

理
す
る
こ
と
。

３

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ

と
。

四
十
四

埼
玉
県
薬

埼
玉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関

物
の
濫
用
の
防
止

す
る
条
例
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定

に
関
す
る
条
例
（
平

に
基
づ
き
、
指
定
す
る
職
員
に
、
知

成
二
十
七
年
埼
玉

事
指
定
薬
物
等
を
業
務
上
取
り
扱
う

県
条
例
第
十
九
号
）

場
所
等
に
立
入
調
査
等
を
さ
せ
る
こ

の
施
行
に
関
す
る

と
。

事
務

別
表
第
二
地
方
行
政
機
関
の
表
川
口
保
健
所
長
、
春
日
部
保
健
所
長
、
狭
山
保
健
所
長
及
び

熊
谷
保
健
所
長
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

長

一

食
品
衛
生
法
（
以

１

法
第
五
十
四
条
（
法
第
六

所

下
こ
の
項
に
お
い

十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

健

て

「

法

」

と

い

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

保

う
。
）
及
び
食
品

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

谷

衛
生
に
関
す
る
条

営
業
者
又
は
当
該
職
員
に
、

熊

例
（
以
下
こ
の
項

食
品
等
を
廃
棄
さ
せ
、
そ
の

び

に

お

い

て

「

条

他
営
業
者
に
対
し
、
食
品
衛

及

例
」
と
い
う
。
）

生
上
の
危
害
を
除
去
す
る
た

長

の
施
行
に
関
す
る

め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

所

事
務

と
を
命
ず
る
こ
と
（
食
中
毒

健

に
係
る
も
の
並
び
に
総
合
衛

保

生
管
理
製
造
過
程
の
承
認
を



山

受
け
た
施
設
及
び
卸
売
市
場

狭

（
花
き
、
野
菜
又
は
果
物
の

み
の
卸
売
を
行
う
も
の
及
び

、長

と
畜
場
内
で
食
肉
の
卸
売
を

所

行
う
も
の
を
除
く
。
）
内
の

健

施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。

保

次
の
２
か
ら
４
ま
で
に
お
い

部

て
同
じ
。
）
。

日

２

法
第
五
十
五
条
（
法
第
六

春

十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

、長

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

所

期
間
を
定
め
て
営
業
を
停
止

健

す
る
こ
と
。

保

３

法
第
五
十
六
条
（
法
第
六

口

十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項

川

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

営
業
施
設
の
整
備
改
善
を
命

じ
、
又
は
期
間
を
定
め
て
営

業
を
停
止
す
る
こ
と
。

４

法
第
五
十
五
条
第
一
項
及

び
第
五
十
六
条
（
法
第
六
十

二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

営
業
の
許
可
を
取
り
消
し
、

又
は
営
業
の
全
部
若
し
く
は

一
部
を
禁
止
す
る
こ
と
。

５

条
例
第
六
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
営
業
の
許
可
を
受
け

た
者
に
対
し
、
そ
の
施
設
若

し
く
は
設
備
の
整
備
改
善
を

命
じ
、
そ
の
許
可
を
取
り
消



し
、
又
は
営
業
の
全
部
若
し

く
は
一
部
を
禁
止
し
、
若
し

く
は
期
間
を
定
め
て
停
止
す

る
こ
と
（
食
中
毒
に
係
る
も

の
及
び
卸
売
市
場
（
花
き
、

野
菜
又
は
果
物
の
み
の
卸
売

を
行
う
も
の
及
び
と
畜
場
内

で
食
肉
の
卸
売
を
行
う
も
の

を
除
く
。
）
内
の
施
設
に
係

る
も
の
を
除
く
。
）
。

二

食
品
表
示
法
（
以

１

法
第
六
条
第
一
項
又
は
第

下
こ
の
項
に
お
い

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
食

て

「

法

」

と

い

品
関
連
事
業
者
に
対
し
、
表

う
。
）
の
施
行
に

示
事
項
を
表
示
し
、
又
は
遵

関
す
る
事
務
（
農

守
事
項
を
遵
守
す
べ
き
旨
の

林
振
興
セ
ン
タ
ー

指
示
を
す
る
こ
と
。

の
所
掌
に
係
る
も

２

法
第
六
条
第
五
項
の
規
定

の
を
除
く
。
）

に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
指

示
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ

の
指
示
に
係
る
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

３

法
第
六
条
第
八
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
食
品
関
連
事
業

者
等
に
対
し
、
食
品
の
回
収

そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
又
は
期
間
を
定
め

て
そ
の
業
務
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と

を
命
ず
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

食
品
表
示
法
（
以

法
第
八
条
第
一
項
の
規

１

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基

下
こ
の
項
に
お
い

定
に
基
づ
き
、
食
品
関
連

づ
き
、
食
品
関
連
事
業
者
に
対
し
、

て

「

法

」

と

い

事
業
者
等
に
対
し
、
必
要

表
示
事
項
を
表
示
し
、
又
は
遵
守



う
。
）

の

施

行

に

な
報
告
を
求
め
る
こ
と
。

事
項
を
遵
守
す
べ
き
旨
の
指
示
を

関
す
る
事
務
（
農

す
る
こ
と
。

林
振
興
セ
ン
タ
ー

２

法
第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
基

の
所
掌
に
係
る
も

づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

の
を
除
く
。
）

る
指
示
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ

の
指
示
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

３

法
第
六
条
第
八
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
食
品
関
連
事
業
者
等
に
対

し
、
食
品
の
回
収
そ
の
他
必
要
な

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
又
は
期
間

を
定
め
て
そ
の
業
務
の
全
部
若
し

く
は
一
部
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
。

４

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
食
品
関
連
事
業
者
等
に
対

し
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

の
提
出
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員

に
、
事
務
所
等
に
立
ち
入
り
、
食

品
に
関
す
る
表
示
の
状
況
等
を
検

査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、

若
し
く
は
食
品
等
を
無
償
で
収
去

さ
せ
る
こ
と
。

５

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
申
出
を
受
理
す
る
こ

と
。

６

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ

と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
二
号
委
任
事
務
の
欄
中

を
17

20

と
し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

14

16

17

19

13

条
例
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
多
数
の
動
物
の
飼
養
に
係
る
届
出
を
受

14
理
す
る
こ
と
。

条
例
第
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

15



条
例
第
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
廃
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

16別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
十
二
号
事
務
の
種
類
の
欄
中

「
農
林
物
資
の
規
格
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
農
林
物
資
の
規
格
化

等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
報
告
」
の
下
に
「
若
し
く
は
帳

簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
」
を
加
え
、
「
検
査
さ
せ
る
」
を
「
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は

関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
十
三
号
か

ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

食
品
表
示
法

１

法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項

（
以
下
こ
の
項
に

の
規
定
に
基
づ
き
、
食
品
関
連
事

お
い
て
「
法
」
と

業
者
等
に
対
し
、
必
要
な
報
告
若

い
う
。
）
の
施
行

し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物

に

関

す

る

事

務

件
の
提
出
を
求
め
、
又
は
そ
の
職

（
原
材
料
そ
の
他

員
に
、
事
務
所
等
に
立
ち
入
り
、

の
食
品
の
生
産
及

食
品
に
関
す
る
表
示
の
状
況
等
を

び
流
通
の
円
滑
化

検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に

等
を
図
る
た
め
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
。

必
要
な
表
示
事
項

２

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

に
係
る
も
の
に
限

基
づ
き
、
申
出
を
受
理
す
る
こ

る
。)

と
。

３

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ

と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
川
越
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
及
び
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所

長
の
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
同
表
秩
父
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

長

一

漁
業
法
（
昭
和

１

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

所

二
十
四
年
法
律
第

に
基
づ
き
、
共
同
申
請
の
届

究

二
百
六
十
七
号
。

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

研

以
下
こ
の
項
に
お

２

法
第
五
条
第
二
項
の
規
定

産

い
て
「
法
」
と
い

に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の

水

う
。
）
の
施
行
に

届
出
が
な
い
と
き
に
代
表
者

関
す
る
事
務

を
指
定
す
る
こ
と
。

３

法
第
三
十
六
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
休
業
期
間



中
の
漁
業
を
許
可
す
る
こ
と
。

４

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
内
水
面
漁

場
管
理
委
員
会
の
意
見
を
き

く
こ
と
。

５

法
第
三
十
九
条
第
六
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
漁
業
権
の

変
更
等
に
よ
つ
て
生
じ
た
損

失
を
補
償
す
る
こ
と
。

６

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
漁
業
権
の

取
消
し
を
し
た
旨
を
先
取
特

権
者
又
は
抵
当
権
者
に
通
知

す
る
こ
と
。

７

法
第
六
十
七
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
内
水
面
漁

場
管
理
委
員
会
に
対
し
、
同

条
第
一
項
の
指
示
に
つ
い
て

必
要
な
指
示
を
し
、
及
び
農

林
水
産
大
臣
に
当
該
指
示
の

内
容
を
通
知
す
る
こ
と
。

８

法
第
六
十
七
条
第
四
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
示
の
全

部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ

と
。

９

法
第
六
十
七
条
第
九
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
申
請
に
係

る
者
に
対
し
、
一
定
の
期
間

内
に
異
議
を
申
し
出
る
べ
き

旨
を
催
告
す
る
こ
と
。

法
第
六
十
七
条
第
十
一
項

10
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
に

係
る
者
に
対
し
、
指
示
に
従

う
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。



法
第
百
二
十
条
の
規
定
に

11
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
を
使

用
し
、
又
は
立
木
竹
若
し
く

は
土
石
の
除
去
を
制
限
す
る

こ
と
に
つ
い
て
許
可
し
、
当

該
土
地
、
立
木
竹
又
は
土
石

の
所
有
権
等
を
有
す
る
者
に

そ
の
旨
を
通
知
し
、
公
告
す

る
こ
と
。

法
第
百
二
十
一
条
の
規
定

12
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
に

立
ち
入
つ
て
漁
業
を
営
む
こ

と
を
許
可
す
る
こ
と
。

法
第
百
二
十
二
条
の
規
定

13
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
に

立
ち
入
り
、
又
は
支
障
と
な

る
木
竹
を
伐
採
し
、
そ
の
他

障
害
物
を
除
去
す
る
こ
と
を

許
可
す
る
こ
と
。

法
第
百
二
十
四
条
第
一
項

14
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
権

の
設
定
に
関
す
る
協
議
を
求

め
る
こ
と
を
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
百
二
十
四
条
第
二
項

15
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の

所
有
者
等
及
び
内
水
面
漁
場

管
理
委
員
会
の
意
見
を
き
く

こ
と
。法

第
百
二
十
四
条
第
三

16
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条

第
一
項
の
認
可
を
し
た
旨
を

土
地
の
所
有
者
等
に
通
知
す

る
こ
と
。

法
第
百
二
十
四
条
第
四
項

17



の
規
定
に
基
づ
き
、
土
地
の

形
質
を
変
更
し
、
又
は
定
着

物
を
損
壊
し
、
若
し
く
は
収

去
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ

と
。法

第
百
二
十
四
条
第
五
項

18
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第

四
項
の
申
請
に
つ
い
て
内
水

面
漁
場
管
理
委
員
会
の
意
見

を
き
く
こ
と
。

法
第
百
三
十
四
条
第
一
項

19
の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
業
に

関
し
て
必
要
な
報
告
を
徴

し
、
又
は
職
員
に
漁
場
等
の

状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る

こ
と
。

法
第
百
三
十
四
条
第
二
項

20
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に

他
人
の
土
地
に
立
ち
入
つ
て

測
量
さ
せ
、
検
査
さ
せ
、
又

は
測
量
若
し
く
は
検
査
の
障

害
と
な
る
物
を
移
転
し
、
若

し
く
は
除
去
さ
せ
る
こ
と
。

法
第
百
三
十
七
条
の
二
の

21
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産

大
臣
に
提
出
す
る
申
請
書
そ

の
他
の
書
類
を
受
理
す
る
こ

と
。

二

水
産
資
源
保
護

１

法
第
十
五
条
第
五
項
の
規

法
（
昭
和
二
十
六

定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大

年
法
律
第
三
百
十

臣
が
保
護
水
面
の
指
定
を
し

三
号
。
以
下
こ
の

よ
う
と
す
る
と
き
に
意
見
を

項
に
お
い
て
「
法
」

述
べ
る
こ
と
。



と
い
う
。
）
の
施

２

法
第
十
五
条
第
六
項
に
お

行
に
関
す
る
事
務

い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
内
水
面

漁
場
管
理
委
員
会
の
意
見
を

聴
く
こ
と
。

３

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
保
護
水
面
の

区
域
内
に
お
け
る
工
事
を
許

可
す
る
こ
と
。

４

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
許
可
を
受
け

な
い
で
さ
れ
た
工
事
の
施
行

者
に
対
し
、
当
該
工
事
を
変

更
し
、
又
は
保
護
水
面
を
原

状
に
回
復
す
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
。

５

法
第
十
八
条
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
保
護
水
面
の

区
域
内
に
お
け
る
工
事
に
つ

い
て
協
議
を
受
け
る
こ
と
。

６

法
第
十
八
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
採
取
計
画
又

は
採
取
計
画
の
変
更
の
認
可

に
つ
い
て
協
議
を
受
け
る
こ

と
。

７

法
第
十
八
条
第
六
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項

に
掲
げ
る
工
事
又
は
そ
の
工

事
に
よ
り
施
設
さ
れ
た
工
作

物
に
関
し
必
要
な
勧
告
を
す

る
こ
と
。

８

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
漁
業
を
営

み
、
又
は
こ
れ
に
従
事
す
る



者
に
対
し
、
漁
獲
の
数
量
等

を
報
告
さ
せ
る
こ
と
。

９

法
第
三
十
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
得
た
報
告
の

結
果
を
農
林
水
産
大
臣
に
報

告
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
三
条
の
規
定
に

10
基
づ
き
、
水
産
資
源
の
保
護

培
養
に
関
し
協
力
を
求
め
る

こ
と
。

三

埼
玉
県
漁
業
調

１

規
則
第
四
条
の
規
定
に
基

整
規
則
（
昭
和
四

づ
き
、
水
産
動
物
の
採
捕
を

十
五
年
埼
玉
県
規

許
可
す
る
こ
と
。

則
第
二
十
二
号
。

２

規
則
第
五
条
第
二
項
の
規

以
下
こ
の
項
に
お

定
に
基
づ
き
、
内
水
面
漁
場

い
て
「
規
則
」
と

管
理
委
員
会
の
意
見
を
き
い

い
う
。
）
の
施
行

て
、
許
可
の
有
効
期
間
を
短

に
関
す
る
事
務

縮
す
る
こ
と
。

３

規
則
第
六
条
（
規
則
第
三

十
一
条
第
八
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
許
可
に
条

件
を
付
す
る
こ
と
。

４

規
則
第
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
採
捕
の
許
可

を
し
な
い
こ
と
。

５

規
則
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
内
水
面
漁
場

管
理
委
員
会
の
意
見
を
聴

き
、
申
請
者
に
許
可
を
し
な

い
理
由
を
通
知
し
、
意
見
の

聴
取
を
行
う
こ
と
。

６

規
則
第
七
条
第
四
項
の
規



定
に
基
づ
き
、
採
捕
の
許
可

を
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
内

水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
意

見
を
き
く
こ
と
。

７

規
則
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
許
可
の
申
請

書
を
受
理
す
る
こ
と
。

８

規
則
第
八
条
第
二
項
（
規

則
第
十
三
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
又

は
許
可
の
内
容
の
変
更
の
判

断
に
必
要
な
書
類
の
提
出
を

求
め
る
こ
と
。

９

規
則
第
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
許
可
証
を
交
付
す
る

こ
と
。

規
則
第
十
三
条
第
一
項
の

10
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
の
内

容
の
変
更
を
許
可
す
る
こ
と
。

規
則
第
十
四
条
の
規
定
に

11
基
づ
き
、
許
可
証
の
書
換
交

付
の
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
。

規
則
第
十
五
条
（
規
則
第

12
三
十
一
条
第
八
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
証

の
再
交
付
の
申
請
を
受
理
す

る
こ
と
。

規
則
第
十
六
条
の
規
定
に

13
基
づ
き
、
許
可
証
を
書
換
交

付
し
、
又
は
再
交
付
す
る
こ

と
。規

則
第
十
七
条
第
一
項

14



（
規
則
第
三
十
一
条
第
八
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

許
可
証
の
返
納
を
受
理
す
る

こ
と
。

規
則
第
十
八
条
第
一
項
の

15
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
を
取

り
消
す
こ
と
。

規
則
第
十
九
条
第
一
項
の

16
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
を
取

り
消
す
こ
と
。

規
則
第
二
十
条
第
一
項
又

17
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

許
可
の
内
容
を
変
更
し
、
若

し
く
は
制
限
し
、
条
件
を
付

け
、
採
捕
を
停
止
し
、
又
は

取
り
消
す
こ
と
。

規
則
第
二
十
二
条
第
二
項

18
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第

一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
者

に
対
し
、
除
害
に
必
要
な
設

備
の
設
置
又
は
除
害
設
備
の

変
更
を
命
ず
る
こ
と
。

規
則
第
三
十
一
条
第
一
項

19
の
規
定
に
基
づ
き
、
試
験
研

究
等
を
行
う
た
め
の
採
捕
を

許
可
す
る
こ
と
。

規
則
第
三
十
一
条
第
三
項

20
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
証

を
交
付
す
る
こ
と
。

規
則
第
三
十
一
条
第
四
項

21
の
規
定
に
基
づ
き
、
知
事
の

定
め
る
事
項
の
報
告
を
受
理

す
る
こ
と
。



規
則
第
三
十
一
条
第
六
項

22
の
規
定
に
基
づ
き
、
許
可
証

に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
変
更

を
許
可
す
る
こ
と
。

規
則
第
三
十
二
条
の
規
定

23
に
基
づ
き
、
命
じ
ら
れ
た
方

法
に
よ
り
標
識
を
建
設
し
、

又
は
設
置
し
た
旨
の
届
出
を

受
理
す
る
こ
と
。

四

水
産
業
協
同
組

１

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項

合
法
（
昭
和
二
十

（
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に

三
年
法
律
第
二
百

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

四
十
二
号
。
以
下

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
項
に
お
い
て

資
源
管
理
規
程
の
制
定
又
は

「
法
」
と
い
う
。）、

変
更
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ

水
産
業
協
同
組
合

と
。

法
施
行
令
（
平
成

２

法
第
十
一
条
の
四
第
一
項

五
年
政
令
第
三
百

又
は
第
三
項
（
法
第
九
十
二

二
十
八
号
）
、
水

条
第
一
項
及
び
第
九
十
六
条

産
業
協
同
組
合
法

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

施
行
規
則
（
平
成

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

二
十
年
農
林
水
産

基
づ
き
、
信
用
事
業
規
程
の

省
令
第
十
号
。
以

制
定
又
は
変
更
若
し
く
は
廃

下
こ
の
項
に
お
い

止
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ
と
。

て
「
施
行
規
則
」

３

法
第
十
一
条
の
四
の
二
（
法

と
い
う
。
）
及
び

第
九
十
二
条
第
一
項
及
び
第

水
産
業
協
同
組
合

九
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て

法
施
行
細
則
（
平

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

成
二
十
六
年
埼
玉

の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
銀

県
規
則
第
四
十
六

行
代
理
事
業
に
つ
い
て
認
可

号
。
以
下
こ
の
項

す
る
こ
と
。

に
お
い
て
「
施
行

４

法
第
十
一
条
の
五
（
法
第

細
則｣

と
い
う
。
）

九
十
二
条
第
一
項
及
び
第
九

の
施
行
に
関
す
る

十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
準



事
務

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
、
組
合
が
行

う
貸
付
け
の
総
額
の
最
高
限

度
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ
と
。

５

法
第
十
一
条
の
十
一
第
一

項
た
だ
し
書
（
法
第
九
十
二

条
第
一
項
及
び
第
九
十
六
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
信
用
の
供
与
等
の

額
の
変
更
に
つ
い
て
承
認
す

る
こ
と
。

６

法
第
十
一
条
の
十
二
た
だ

し
書
（
法
第
九
十
二
条
第
一

項
及
び
第
九
十
六
条
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
定
関
係
者
等
と
の
取

引
等
を
承
認
す
る
こ
と
。

７

法
第
十
五
条
の
二
第
一
項

又
は
第
二
項
（
法
第
九
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
共
済
規
程
の
制

定
又
は
変
更
若
し
く
は
廃
止

に
つ
い
て
認
可
す
る
こ
と
。

８

法
第
十
五
条
の
十
二
第
一

項
た
だ
し
書
又
は
第
二
項
た

だ
し
書
（
法
第
九
十
六
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
価
格
変
動
準
備
金
の

全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い

て
積
立
て
を
し
な
い
こ
と
又



は
当
該
準
備
金
を
取
り
崩
す

こ
と
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ

と
。

９

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項

及
び
第
三
項
（
法
第
九
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
契
約
条
件
の
変

更
を
行
う
旨
の
申
出
を
受
理

し
、
当
該
申
出
を
承
認
す
る

こ
と
。

法
第
十
七
条
の
八
第
一
項

10
及
び
第
二
項
（
法
第
九
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
共
済
調
査
人
を

選
任
し
、
契
約
条
件
の
変
更

の
内
容
等
を
調
査
さ
せ
る
こ

と
。法

第
十
七
条
の
八
第
三
項

11
（
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

共
済
調
査
人
を
解
任
す
る
こ

と
。法

第
十
七
条
の
八
第
四
項

12
（
法
第
九
十
六
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年

法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第

六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
共
済
調
査
人
の
報

酬
を
定
め
る
こ
と
。



法
第
十
七
条
の
十
五
第
二

13
項
た
だ
し
書
（
法
第
九
十
六

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
基
準
議
決
権
数

を
超
え
る
議
決
権
を
保
有
す

る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
す
る

こ
と
。

法
第
三
十
四
条
の
五
第
一

14
項
た
だ
し
書
（
法
第
九
十
二

条
第
三
項
及
び
第
九
十
六
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
役
員
等
が
他
の
組

合
若
し
く
は
法
人
の
常
務
に

従
事
し
、
又
は
事
業
を
営
む

こ
と
に
つ
い
て
認
可
す
る
こ

と
。法

第
四
十
三
条
第
三
項

15
（
法
第
九
十
二
条
第
三
項
及

び
第
九
十
六
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

一
時
代
表
理
事
の
職
務
を
行

う
べ
き
者
を
選
任
す
る
こ
と
。

法
第
四
十
八
条
第
二
項

16
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、

第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第

九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
定
款
の

変
更
を
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
四
十
八
条
第
三
項

17
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、



第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第

九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
組
合
に
対
し
、
定
款

の
変
更
に
関
す
る
報
告
書
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
。

法
第
四
十
八
条
第
三
項

18
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、

第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第

九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六

十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
定
款
の

変
更
の
認
可
又
は
不
認
可
の

通
知
を
す
る
こ
と
及
び
不
認

可
の
理
由
を
通
知
書
に
記
載

す
る
こ
と
。

法
第
四
十
八
条
第
四
項

19
（
法
第
八
十
六
条
第
二
項
、

第
九
十
二
条
第
三
項
及
び
第

九
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水

産
省
令
で
定
め
る
事
項
に
係

る
定
款
の
変
更
の
届
出
を
受

理
す
る
こ
と
。

法
第
五
十
四
条
の
二
第
三

20
項
（
法
第
九
十
二
条
第
三
項

及
び
第
九
十
六
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、



信
用
事
業
の
全
部
又
は
一
部

の
譲
渡
又
は
譲
受
け
に
つ
い

て
認
可
す
る
こ
と
。

法
第
五
十
八
条
の
二
第
一

21
項
（
法
第
九
十
二
条
第
三
項

及
び
第
九
十
六
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

業
務
報
告
書
を
受
理
す
る
こ

と
。法

第
六
十
三
条
第
一
項

22
（
法
第
八
十
六
条
第
三
項
、

第
九
十
二
条
第
四
項
及
び
第

九
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
設
立
の

認
可
の
申
請
を
受
理
す
る
こ

と
。法

第
六
十
三
条
第
二
項

23
（
法
第
八
十
六
条
第
三
項
、

第
九
十
一
条
第
三
項
、
第
九

十
二
条
第
四
項
及
び
第
九
十

六
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
組
合
に
対

し
、
設
立
に
関
す
る
報
告
書

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
。

法
第
六
十
五
条
第
一
項
及

24
び
第
四
項
（
法
第
八
十
六
条

第
三
項
、
第
九
十
一
条
第
三

項
、
第
九
十
二
条
第
四
項
及

び
第
九
十
六
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、



設
立
の
認
可
又
は
不
認
可
の

通
知
を
す
る
こ
と
及
び
不
認

可
の
理
由
を
通
知
書
に
記
載

す
る
こ
と
。

法
第
六
十
八
条
第
二
項

25
（
法
第
八
十
六
条
第
四
項
及

び
第
九
十
六
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

組
合
の
解
散
の
決
議
を
認
可

す
る
こ
と
。

法
第
六
十
八
条
第
五
項

26
（
法
第
八
十
六
条
第
四
項
及

び
第
九
十
六
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

組
合
の
解
散
の
届
出
を
受
理

す
る
こ
と
。

法
第
九
十
一
条
第
二
項
の

27
規
定
に
基
づ
き
、
連
合
会
の

解
散
の
決
議
を
認
可
す
る
こ

と
。法

第
百
二
十
二
条
第
一
項

28
の
規
定
に
基
づ
き
、
組
合
か

ら
必
要
な
報
告
を
徴
し
、
又

は
組
合
に
対
し
、
必
要
な
資

料
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
百
二
十
三
条
の
二
第

29
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
組

合
に
対
し
、
改
善
計
画
の
提

出
を
求
め
、
又
は
提
出
さ
れ

た
改
善
計
画
の
変
更
を
命
ず

る
こ
と
。

法
第
百
二
十
三
条
の
二
第

30



二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
組

合
に
対
し
、
定
款
等
の
変
更

若
し
く
は
業
務
の
全
部
若
し

く
は
一
部
の
停
止
等
を
命
じ
、

又
は
財
産
の
処
分
を
禁
止

し
、
若
し
く
は
制
限
し
、
そ

の
他
監
督
上
必
要
な
命
令
を

行
う
こ
と
。

法
第
百
二
十
四
条
の
三
第

31
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
解

散
命
令
の
通
知
に
代
え
て
そ

の
要
旨
を
告
示
す
る
こ
と
。

法
第
百
二
十
六
条
の
二
の

32
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
旨

の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

水
産
業
協
同
組
合
法
施
行

33
令
第
三
十
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
報
告
の
徴
収
等

を
行
つ
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
結
果
を
主
務
大
臣
に
報

告
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
二
百
五
条
第

34
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
業

務
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
組
合
に
つ
い
て

提
出
を
延
期
す
る
こ
と
を
承

認
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
二
百
九
条
第

35
二
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
申

請
書
を
受
理
し
、
理
由
を
審

査
し
、
及
び
縦
覧
の
開
始
を

延
期
す
る
こ
と
を
承
認
す
る



こ
と
。

施
行
細
則
第
二
条
第
一
項

36
又
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
役
員
経
歴
書
等
を
受
理

す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
二
条
第
四
項

37
の
規
定
に
基
づ
き
、
組
合
の

役
員
、
参
事
又
は
会
計
主
任

の
退
任
の
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。

施
行
細
則
第
四
条
の
規
定

38
に
基
づ
き
、
出
資
一
口
の
金

額
の
減
少
の
議
決
に
関
す
る

書
類
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
五
条
第
一
項

39
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
設
立
準
備
会
の
開
催
に

関
す
る
書
類
又
は
設
立
準
備

会
の
決
議
事
項
に
関
す
る
書

類
を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
八
条
第
一
項

40
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
合
併
認
可
申
請
書
等
を

受
理
す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
九
条
の
規
定

41
に
基
づ
き
、
登
記
を
し
た
旨

を
記
載
し
た
書
類
等
を
受
理

す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
十
条
の
規
定

42
に
基
づ
き
、
総
会
の
招
集
の

通
知
に
関
す
る
書
類
を
受
理

す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
十
一
条
の
規

43
定
に
基
づ
き
、
総
会
が
終
了



し
た
旨
を
記
載
し
た
書
類
等

を
受
理
す
る
こ
と
。

施
行
細
則
第
十
二
条
の
規

44
定
に
基
づ
き
、
議
決
事
項
を

記
載
し
た
書
類
等
を
受
理
す

る
こ
と
。

五

輸
出
水
産
業
の

１

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定

振
興
に
関
す
る
法

に
基
づ
き
、
事
業
場
の
登
録

律
（
昭
和
二
十
九

を
す
る
こ
と
。

年
法
律
第
百
五
十

２

法
第
三
条
の
二
第
一
項
の

四
号
。
以
下
こ
の

規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場
の

項
に
お
い
て
「
法
」

登
録
の
申
請
書
を
受
理
す
る

と
い
う
。
）
の
施

こ
と
。

行
に
関
す
る
事
務

３

法
第
三
条
の
四
第
一
項
か

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
基

づ
き
、
登
録
事
項
の
変
更
、

相
続
若
し
く
は
法
人
の
合

併
、
輸
出
水
産
業
の
廃
止
又

は
法
人
の
解
散
の
届
出
を
受

理
す
る
こ
と
。

４

法
第
二
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
輸
出
水
産

業
者
、
製
造
受
託
者
又
は
組

合
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を

さ
せ
、
又
は
職
員
に
事
業
所

等
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状

況
等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

六

遊
漁
船
業
の
適

１

法
第
三
条
第
一
項
又
は
第

正
化
に
関
す
る
法

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
遊

律
（
昭
和
六
十
三

漁
船
業
者
の
登
録
又
は
登
録

年
法
律
第
九
十
九

の
更
新
を
す
る
こ
と
。

号
。
以
下
こ
の
項

２

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定

に
お
い
て
「
法
」

に
基
づ
き
、
遊
漁
船
業
者
の

と
い
う
。
）
の
施

登
録
又
は
登
録
の
更
新
の
申



行
に
関
す
る
事
務

請
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

３

法
第
五
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
遊

漁
船
業
者
登
録
簿
に
登
録

し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
こ

と
。

４

法
第
六
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
遊

漁
船
業
者
の
登
録
を
拒
否

し
、
そ
の
理
由
を
通
知
す
る

こ
と
。

５

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
法
第
四
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変

更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

６

法
第
七
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
変
更
事
項
を
遊

漁
船
業
者
登
録
簿
に
登
録
す

る
こ
と
。

７

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
遊
漁
船
業
者
登
録
簿
を

一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
。

８

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
遊
漁
船
業
者
の

廃
業
等
の
届
出
を
受
理
す
る

こ
と
。

９

法
第
十
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
遊
漁
船
業
者
の
登
録
を

抹
消
す
る
こ
と
。

法
第
十
一
条
第
一
項
の
規

10
定
に
基
づ
き
、
業
務
規
程
の

届
出
又
は
変
更
の
届
出
を
受

理
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の

11



規
定
に
基
づ
き
、
遊
漁
船
業

を
営
む
者
又
は
遊
漁
船
業
団

体
に
対
し
、
業
務
に
関
し
報

告
を
さ
せ
、
又
は
職
員
に
営

業
所
等
に
立
ち
入
り
、
業
務

の
状
況
等
を
検
査
さ
せ
る
こ

と
。

七

持
続
的
養
殖
生

１

法
第
四
条
第
一
項
の
規
定

産
確
保
法
（
平
成

に
基
づ
き
、
漁
場
改
善
計
画

十
一
年
法
律
第
五

を
認
定
す
る
こ
と
。

十
一
号
。
以
下
こ

２

法
第
四
条
第
四
項
（
法
第

の

項

に

お

い

て

五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

「
法
」
と
い
う
。
）

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

の
施
行
に
関
す
る

定
に
基
づ
き
、
関
係
都
道
府

事
務

県
知
事
に
協
議
す
る
こ
と
。

３

法
第
五
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
漁
場
改
善
計
画

の
変
更
を
認
定
す
る
こ
と
。

４

法
第
七
条
第
四
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
漁
業
権
に
制
限

又
は
条
件
を
付
け
る
こ
と
。

５

法
第
七
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
養
殖
水
産

動
植
物
の
特
定
疾
病
に
係
る

届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

６

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
特
定
疾
病

に
つ
い
て
農
林
水
産
大
臣
に

報
告
し
、
関
係
都
道
府
県
知

事
に
通
報
す
る
こ
と
。

７

法
第
九
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
補
償
を
受
け
よ

う
と
す
る
見
積
額
を
記
載
し

た
申
請
書
を
受
理
す
る
こ
と
。



８

法
第
九
条
の
三
の
規
定
に

基
づ
き
、
検
査
等
を
行
つ
た

旨
の
証
明
書
を
交
付
す
る
こ

と
。

９

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
職
員
に
養
殖
漁

場
等
に
立
ち
入
り
、
養
殖
水

産
動
植
物
等
を
検
査
さ
せ
、

関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は

検
査
の
た
め
必
要
な
限
度
に

お
い
て
、
集
取
さ
せ
る
こ
と
。

法
第
十
一
条
の
規
定
に
基

10
づ
き
、
養
殖
水
産
動
植
物
を

所
有
す
る
者
等
に
対
し
、
必

要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る

こ
と
。

法
第
十
二
条
の
規
定
に
基

11
づ
き
、
新
疾
病
が
発
生
し
た

旨
を
農
林
水
産
大
臣
に
届
け

出
る
こ
と
。

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規

12
定
に
基
づ
き
、
魚
類
防
疫
協

力
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
。

法
第
十
五
条
の
規
定
に
基

13
づ
き
、
漁
業
協
同
組
合
等
に

対
し
、
必
要
な
指
導
及
び
助

言
を
行
う
こ
と
。

八

漁
船
法
（
昭
和

１

法
第
四
条
第
一
項
又
は
第

二
十
五
年
法
律
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動

百
七
十
八
号
。
以

力
漁
船
を
建
造
し
、
又
は
船

下
こ
の
項
に
お
い

舶
を
動
力
漁
船
に
改
造
す
る

て

「

法

」

と

い

こ
と
等
を
許
可
す
る
こ
と
。

う
。
）
及
び
漁
船

２

法
第
四
条
第
三
項
の
規
定

法
施
行
規
則
（
昭

に
基
づ
き
、
許
可
の
申
請
書



和
二
十
五
年
農
林

を
受
理
す
る
こ
と
。

省
令
第
九
十
五
号
。

３

法
第
四
条
第
四
項
（
同
条

以
下
こ
の
項
に
お

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る

い
て
「
施
行
規
則｣

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

と
い
う
。
）
の
施

基
づ
き
、
必
要
な
書
類
を
提

行
に
関
す
る
事
務

出
さ
せ
る
こ
と
。

４

法
第
四
条
第
五
項
（
同
条

第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
許
可
又
は
不
許
可

の
通
知
を
発
す
る
こ
と
。

５

法
第
四
条
第
六
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
許
可
に
係
る
事

項
の
変
更
を
許
可
す
る
こ
と
。

６

法
第
四
条
第
七
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
動
力
漁
船
を
建

造
し
、
又
は
船
舶
を
動
力
漁

船
に
改
造
す
る
こ
と
等
を
新

た
に
許
可
す
る
こ
と
。

７

法
第
四
条
第
九
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
許
可
に
係
る
事

項
の
変
更
の
報
告
を
受
理
す

る
こ
と
。

８

法
第
六
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
許
可
の
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
。

９

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
許
可
を
取
り
消

す
こ
と
。

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ

10
き
、
漁
船
が
許
可
の
要
件
及

び
性
能
の
基
準
と
一
致
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
認

定
す
る
こ
と
。



法
第
九
条
第
一
項
の
規
定

11
に
基
づ
き
、
指
定
認
定
機
関

を
指
定
し
、
当
該
指
定
認
定

機
関
に
認
定
の
全
部
又
は
一

部
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定

12
に
基
づ
き
、
漁
船
の
登
録
を

す
る
こ
と
。

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定

13
に
基
づ
き
、
登
録
の
申
請
書

を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
十
条
第
三
項
の
規
定

14
に
基
づ
き
、
登
録
に
関
し
必

要
な
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ

と
。法

第
十
二
条
第
一
項
の
規

15
定
に
基
づ
き
、
登
録
票
を
交

付
す
る
こ
と
。

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規

16
定
に
基
づ
き
、
再
交
付
の
登

録
票
を
交
付
す
る
こ
と
。

法
第
十
三
条
の
規
定
に
基

17
づ
き
、
登
録
を
し
た
漁
船
及

び
登
録
票
の
検
認
を
行
う
こ

と
。法

第
十
四
条
第
一
項
の
規

18
定
に
基
づ
き
、
指
定
検
認
機

関
を
指
定
し
、
当
該
指
定
検

認
機
関
に
検
認
の
全
部
又
は

一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規

19
定
に
基
づ
き
、
変
更
の
登
録

の
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
十
七
条
第
三
項
の
規

20



定
に
基
づ
き
、
変
更
の
登
録

を
し
、
登
録
票
を
書
き
換
え

て
交
付
す
る
こ
と
。

法
第
十
九
条
の
規
定
に
基

21
づ
き
、
漁
船
の
登
録
を
取
り

消
す
こ
と
。

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規

22
定
に
基
づ
き
、
登
録
票
の
返

納
又
は
登
録
票
の
返
納
が
で

き
な
い
旨
の
届
出
を
受
理
す

る
こ
と
。

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に

23
基
づ
き
、
漁
船
の
登
録
の
謄

本
を
交
付
す
る
こ
と
。

法
第
二
十
三
条
の
規
定
に

24
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
に

漁
船
原
簿
の
副
本
を
提
出
し
、

及
び
必
要
な
事
項
を
報
告
す

る
こ
と
。

法
第
三
十
二
条
第
一
項

25
（
法
第
四
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
認

定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関

の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
事

務
所
の
所
在
地
を
公
示
す
る

こ
と
。

法
第
三
十
二
条
第
二
項
及

26
び
第
三
項
（
法
第
四
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検

認
機
関
の
変
更
の
届
出
を
受

理
し
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る



こ
と
。

法
第
三
十
三
条
第
一
項

27
（
法
第
四
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
認

定
機
関
又
は
指
定
検
認
機
関

の
指
定
の
更
新
を
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
六
条
（
法
第
四

28
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
認
定
又
は
検
認
の

報
告
を
受
理
す
る
こ
と
。

法
第
三
十
七
条
第
一
項

29
（
法
第
四
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
業
務
規

程
の
制
定
又
は
変
更
を
認
可

す
る
こ
と
。

法
第
三
十
七
条
第
三
項

30
（
法
第
四
十
七
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
不
適
当

と
な
つ
た
業
務
規
程
を
変
更

す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に

31
基
づ
き
、
照
会
を
し
た
指
定

認
定
機
関
に
対
し
て
、
照
会

に
係
る
事
項
の
通
知
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

法
第
四
十
条
第
一
項
及
び

32
第
二
項
（
法
第
四
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検



認
機
関
か
ら
認
定
又
は
検
認

の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の

休
止
又
は
廃
止
の
届
出
を
受

理
し
、
そ
の
旨
を
公
示
す
る

こ
と
。

法
第
四
十
一
条
（
法
第
四

33
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
認
定
機
関
又

は
指
定
検
認
機
関
に
対
し
、

法
第
三
十
一
条
第
一
号
に
規

定
す
る
者
を
解
任
す
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
四
十
三
条
（
法
第
四

34
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に

基
づ
き
、
指
定
認
定
機
関
又

は
指
定
検
認
機
関
に
対
し
、

必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ

と
を
命
ず
る
こ
と
。

法
第
四
十
四
条
第
一
項
及

35
び
第
二
項
（
法
第
四
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
指
定
認
定
機
関
又
は
指

定
検
認
機
関
の
指
定
を
取
り

消
し
、
又
は
業
務
の
全
部
若

し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
、

そ
の
旨
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
四
十
五
条
第
一
項
及

36
び
第
二
項
（
法
第
四
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検



認
機
関
の
業
務
の
全
部
又
は

一
部
を
自
ら
行
い
、
そ
の
旨

等
を
公
示
す
る
こ
と
。

法
第
四
十
九
条
第
一
項
又

37
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
認
定
機
関
又
は
指
定
検

認
機
関
に
対
し
、
そ
の
業
務

又
は
経
理
の
状
況
を
報
告
さ

せ
る
こ
と
。

法
第
五
十
条
第
一
項
の
規

38
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
、
漁

船
の
所
有
者
等
の
事
務
所
等

に
立
ち
入
り
、
漁
船
等
を
検

査
さ
せ
る
こ
と
。

法
第
五
十
条
第
二
項
又
は

39
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

職
員
に
、
指
定
認
定
機
関
又

は
指
定
検
認
機
関
の
事
務
所

に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況

等
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
九
条
第
三
項

40
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
の

総
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る

証
明
書
を
添
付
さ
せ
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
十
一
条
の
二

41
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

検
認
の
場
所
及
び
期
日
を
指

定
す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
十
一
条
の
二

42
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

検
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

所
及
び
期
日
の
届
出
を
受
理

す
る
こ
と
。

施
行
規
則
第
十
一
条
の
二

43



第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

登
録
票
に
検
認
証
印
を
押
す

こ
と
。

施
行
規
則
第
十
三
条
の
二

44
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

船
舶
の
総
ト
ン
数
の
測
度
に

関
す
る
証
明
書
を
添
付
さ
せ

る
こ
と
。

施
行
規
則
第
十
四
条
第
二

45
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
船

の
統
計
表
を
農
林
水
産
大
臣

に
提
出
す
る
こ
と
。

九

内
水
面
漁
業
の

内
水
面
漁
業
の
振
興
に
関
す

振
興
に
関
す
る
法

る
法
律
第
三
十
二
条
の
規
定
に

律
（
平
成
二
十
六

基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
に
提

年

法

律

第

百

三

出
す
る
申
請
書
そ
の
他
の
書
類

号
）
の
施
行
に
関

を
受
理
す
る
こ
と
。

す
る
事
務

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
寄
居
林
業
事
務
所
長
の
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号

と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九
号
と
し
、
同
表
県
土
整
備
事
務
所
長
の
項
中

第
三
十
一
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
項
第
十
六
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
通
知
す
る
」
を
「
通
知
し
、
公
表
す
る
」
に
改
め
、
同

欄
４
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、

同
欄
６
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
欄
７
中
「
第
十
六
条
第
三
項
」
を

「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
８
中
「
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄
９
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
条
第
一

10

項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一

11

条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改

12

め
、
同
欄

中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
欄

中
「
第
二
十
五
条
第

13

14

一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
専
決
事
項
の
欄
１
中
「
第
六
条
第
三
項
」

を
「
第
七
条
第
三
項
」
に
、
「
第
八
条
第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中

「
第
六
条
第
五
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
、
「
第
八
条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
五
項
」

に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
二
号
か



ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
十
一
号
専
決
事
項
の
欄
９
中
「
第
三
十
四

条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
二
号
と

し
、
同
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

災
害
対
策
基
本

１

法
第
七
十
六
条
の
六

法
（
昭
和
三
十
六

第
一
項
の
規
定
に
基
づ

年
法
律
第
二
百
二

き
、
車
両
等
の
占
有
者

十
三
号
。
以
下
こ

等
に
対
し
、
当
該
車
両

の

項

に

お

い

て

そ
の
他
の
物
件
を
付
近

「
法
」
と
い
う
。
）

の
道
路
外
の
場
所
へ
移

の
施
行
に
関
す
る

動
す
る
こ
と
等
を
命
ず

事
務

る
こ
と
。

２

法
第
七
十
六
条
の
六

第
三
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
自
ら
同
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
措
置
を

と
る
こ
と
。

３

法
第
七
十
六
条
の
六

第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
他
人
の
土
地
を
一

時
使
用
し
、
又
は
竹
木

そ
の
他
の
障
害
物
を
処

分
す
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第

四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
二
条

埼
玉
県
地
域
機
関
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
六
号
委
任
事
務
の
欄
１
中
「
第

六
条
の
二
第
十
項
」
を
「
第
六
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
、
同
欄
２
中
「
第
六
条
の
二
第
十
一

項
」
を
「
第
六
条
の
二
第
六
項
」
に
改
め
、
同
欄
５
中
「
第
十
八
条
第
二
十
二
項
第
一
号
」
を

「
第
十
八
条
第
二
十
四
項
第
一
号
」
に
、
「
承
認
」
を
「
認
定
」
に
改
め
、
同
欄
中

を

と

53

56

し
、

か
ら

ま
で
を

か
ら

ま
で
と
し
、

を

と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

43

52

46

55

42

44

施
行
令
第
百
三
十
七
条
の
十
六
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
移
転
が
交
通
上
、

45
安
全
上
、
防
火
上
、
避
難
上
、
衛
生
上
及
び
市
街
地
の
環
境
の
保
全
上
支
障
が
な
い
と
認



め
る
こ
と
。

別
表
第
二
地
方
機
関
の
表
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
の
項
第
六
号
委
任
事
務
の
欄
中

を
41

43

と
し
、
６
か
ら

ま
で
を
８
か
ら

ま
で
と
し
、
５
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

40

42

６

法
第
七
条
の
六
第
三
項
（
法
第
八
十
七
条
の
二
及
び
第
八
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
を
受
け
た
者
か
ら
仮
使
用
認
定
報
告

書
（
施
行
令
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
施
行
細
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
建
築
設
備
並
び
に
施
行
令
第
百
三
十
八
条
第
二
項
各
号
に
規
定

す
る
工
作
物
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
受
理
す
る
こ
と
。

７

法
第
七
条
の
六
第
四
項
（
法
第
八
十
七
条
の
二
並
び
に
第
八
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
仮
使
用
認
定
通
知
書
（
施

行
令
第
百
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
施
行
細
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
に
規
定
す
る
建
築
設
備
並
び
に
施
行
令
第
百
三
十
八
条
第
二
項
各
号
に
規
定
す
る
工

作
物
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
交
付
を
受
け
た
建
築
物
が
法
第
七
条
の
六
第
一
項
第
二

号
の
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
る
旨
を
建
築
主
及
び
指
定
を

受
け
た
者
に
通
知
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
別
表
第
二
地

方
行
政
機
関
の
表
環
境
管
理
事
務
所
長
の
項
第
二
十
二
号
の
改
正
規
定
は
同
年
五
月
二
十
九
日
か

ら
、
第
二
条
の
規
定
は
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 

 
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
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埼
玉
県
知
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知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会
に
委
任
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
二

年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上

げ
、
第
十
二
号
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
改
正
前
の

第
二
号
ロ
及
び
ハ
に
規
定
す
る
規
定
に
よ
り
埼
玉
県
教
育
委
員
会
が
し
た
承
認
は
、
施
行
日
以

後
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
承
認
と
み
な
す
。 

          

埼
玉
県
規
則
第
十
八
号



規 
 

則 

 
知
事
の
所
管
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
所
管
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お

け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
所
管
す
る
条
例
等
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
一
の
二
埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
等
貸
付
規
則
（
平
成
八
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十

五
号
）
の
項
中
「
埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
等
貸
付
規
則
」
を
「
埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化

資
金
貸
付
規
則
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

埼
玉
県
規
則
第
十
九
号



規 
 

則 

 
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る

事
務
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
町
村
が
処
理
す
る
事
務

の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
第
五
十
四
項
、
第
五
十
九
項
２
、
第
六
十
二
項
第
八
号
３
、
第
九
十
三
項
17
、
第

九
十
七
項
９
、
第
九
十
八
項
９
、
第
百
項
第
二
号
３
及
び
第
五
号
２
、
第
百
一
項
２
、
第
百
三
項

７
並
び
に
第
百
七
項
第
十
一
号
９
」
を
「
第
五
十
五
項
第
二
号
、
第
六
十
項
２
、
第
六
十
三
項
第

八
号
３
、
第
九
十
四
項
17
、
第
百
二
項
９
、
第
百
三
項
９
、
第
百
五
項
第
二
号
３
及
び
第
五
号
２
、

第
百
六
項
４
、
第
百
八
項
７
並
び
に
第
百
十
二
項
第
十
一
号
９
」
に
改
め
、
同
条
の
表
第
六
号
上

欄
中
「
別
表
第
五
十
四
項
」
を
「
別
表
第
五
十
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号
上
欄
中
「
別

表
第
五
十
九
項
２
」
を
「
別
表
第
六
十
項
２
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
上
欄
中
「
別
表
第
六
十
二

項
第
八
号
３
」
を
「
別
表
第
六
十
三
項
第
八
号
３
」
に
改
め
、
同
表
第
九
号
上
欄
中
「
別
表
第
九

十
三
項
17
」
を
「
別
表
第
九
十
四
項
17
」
に
改
め
、
同
表
第
十
号
上
欄
中
「
別
表
第
九
十
七
項
９
」

を
「
別
表
第
百
二
項
９
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
号
上
欄
中
「
別
表
第
九
十
八
項
９
」
を
「
別
表

第
百
三
項
９
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
項
第
二
号
３
」
を
「
別
表
第
百
五

項
第
二
号
３
」
に
改
め
、
同
表
第
十
三
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
項
第
五
号
２
」
を
「
別
表
第
百
五

項
第
五
号
２
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
一
項
２
」
を
「
別
表
第
百
六
項
４
」

に
改
め
、
同
表
第
十
五
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
三
項
７
」
を
「
別
表
第
百
八
項
７
」
に
改
め
、
同

表
第
十
六
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
十
一
号
９
」
を
「
別
表
第
百
十
二
項
第
十
一
号
９
」
に

改
め
、
同
表
第
十
七
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
十
二
号
11
」
を
「
別
表
第
百
十
二
項
第
十
二

号
11
」
に
改
め
る
。 

第
四
条
中
「
別
表
第
百
七
項
第
一
号
６
及
び
７
、
」
を
「
別
表
第
百
十
二
項
第
一
号
６
及
び
７
、
」

に
改
め
、
同
条
の
表
第
一
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
一
号
６
」
を
「
別
表
第
百
十
二
項
第
一

号
６
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
二
号
６
」
を
「
別
表
第
百
十
二
項
第

二
号
６
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
三
号
７
」
を
「
別
表
第
百
十
二
項

第
三
号
７
」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
四
号
７
」
を
「
別
表
第
百
十
二

項
第
四
号
７
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
五
号
６
」
を
「
別
表
第
百
十

埼
玉
県
規
則
第
二
十
号



二
項
第
五
号
６
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
六
号
６
」
を
「
別
表
第
百

十
二
項
第
六
号
６
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
七
号
13
」
を
「
別
表
第

百
十
二
項
第
七
号
13
」
に
改
め
、
同
表
第
八
号
上
欄
中
「
別
表
第
百
七
項
第
十
三
号
」
を
「
別
表

第
百
十
二
項
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 
則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
知
事
が
定
め
る
職
を
指
定
す
る
規
則
（
昭

和
四
十
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
号
中
「
、
企
画
参
事
」
を
削
り
、
第
四
号
中
「
地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
」
の

下
に
「
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
」
を
、
「
通
院
治
療
部
長
」
の
下
に
「
、
参
事
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
一
号



規 
 

則 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則 

地
方
公
営
企
業
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
を
定
め
る
規
則
（
平
成
十
四

年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
号
中
「
う
ち
病
院
長
」
の
下
に
「
、
参
事
」
を
、
「
地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
長
」
の
下
に
「
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
る
。 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
二
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
職
員
住
宅
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
職
員
住
宅
管
理
規
則
（
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

承
認
権
者
は
、
各
職
員
住
宅
の
入
居
の
状
況
を
勘
案
し
て
入
居
承
認
期
間
（
こ
の
項
の
規
定 

 

に
よ
り
延
長
さ
れ
た
入
居
承
認
期
間
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
、
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び 

 

様
式
第
二
号
の
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き 

 

る
も
の
と
し
、
入
居
承
認
期
間
を
延
長
し
た
と
き
は
、
様
式
第
二
号
の
二
の
職
員
住
宅
入
居
承 

 

認
期
間
延
長
通
知
書
を
所
属
長
を
経
て
職
員
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
入
居
者
」 

 

と
い
う
。
）
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
七
条
中
「
職
員
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
入
居
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
入
居

者
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
二
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

              

埼
玉
県
規
則
第
二
十
三
号



様式第２号の２（第５条関係） 

 

職員住宅入居承認期間延長通知書 

 

   第     号   

 

                       所 属 

                       氏 名 

 

  下記のとおり職員住宅の入居承認期間を延長したので通知します。 

  なお、入居承認期間以外の承認事項について変更はありません。 

 

      年  月  日 

 

 

                   承認権者職氏名           印  

 

記 

 

 １ 入 居 職 員 住 宅                               号室 

      （所在地                            ） 

 

 ２  現在の入居承認期間 

            年   月   日  ～      年   月   日

  

 ３  延 長 し た 期 間 

            年   月   日  ～      年   月   日



 
 

 

附 

則 

 
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

知
事
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
七
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 

別
表
製
菓
衛
生
師
試
験
の
項
か
ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
試
験
の
項
ま
で
、
歯
科
技
工
士
国
家
試
験

の
項
及
び
登
録
販
売
者
試
験
の
項
中
「
総
得
点
」
を
「
科
目
別
得
点
及
び
総
得
点
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定

は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
四
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
第
七
号
を
削
る
。 

 

様
式
第
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
書
類
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

 
 

 

  

様
式
第
一
号
の
注
意
１
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注

意
２
中 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

 

様
式
第
三
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
書
類
５
⑷
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
書
類
中
３
及
び
４
を
削
る
。 

 

様
式
第
七
号
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

あ
て
先
 
宛
先
 

「
氏
名
及
び
」
 

あ
て
先
 
宛
先
 

し
、
又
は
信
託
し
た
」
 
「
若
し
く
は
、
担
保
を
供
し
、
若
し
く
は
信
託
し
た
こ
と
又
は
出
資
一
 

口
の
金
額
を
減
少
し
て
も
そ
の
債
権
者
を
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
 

あ
て
先
 
宛
先
 

に
つ
い
て
、
 
年
 
月
 
日
の
第
 
回
通
常
 

（
臨
時
）
総
会
（
総
代
会
）
に
お
い
て
決
議
し
ま
し
た
の
で
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
第
６
２
条
 

「
氏
名
、
経
歴
及
び
」
 

第
２
項
の
認
可
を
 
の
認
可
を
受
け
た
い
の
で
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
第
６
２
条
第
２
項
 

の
規
定
に
よ
り
 

７
 
発
起
人
が
そ
の
代
表
者
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
権
限
を
証
す
る
書
類
 

「
担
保
を
供
 

署
名
押
印
 
署
名
又
は
記
名
押
印
 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
五
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

         

埼
玉
県
規
則
第
二
十
六
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
埼
玉
県
規
則
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
三
条
中
「
第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
三
十
一
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
の
備
考
第
一
号
及
び
別
表
第
三
第
二
号
の
二
イ
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正

化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
七
号



規 
 

則 
 

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則 

 

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
元
年
埼
玉
県
規
則

第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
中
「
産
業
廃
棄
物
又
は
建
設
残
土
」
を
「
廃
棄
物
等
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
及
び
様
式
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
二
十
八
号



様式第１号（第１条関係）  

廃棄物等処分依頼書  

   年  月  日  

  （宛先）  

  埼玉県環境整備センター所長  

住 所  

氏 名            ○印  

（法人にあつては、名称及び代表者の氏名）  

  次のとおり廃棄物等の処分を依頼します。  

排出事業場 

の所在地、 

名 称 等  

所 在 地   コード番号等記入欄 

名 称      

廃棄物等の 

処理責任者 

職 氏 名    

電話番号  

運 搬 者 等  

運 搬 者  

・依頼者本人 

・委 託 業 者  

（名称         ）  

車 両 番 号       

運転者氏名      

廃 棄 物  

等 の 種 類  

  

    

廃棄物等積載 

車両総重量 

出発の際の総重量  

㎏  

 

kg 

廃棄物等重量 ㎏  kg 

搬 入 月 日  月     日  
月  日  

    

出 発 時 刻  時     分  
時  分  

    

 予 約 日 時   月 日 時 分  

予約者氏名  

 



 

様式第３号（第２条関係）  

                                     

         様                            

                                      

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 月 日  

計 量 番 号  

時刻  
センター着   

センター発   

車 両 コ ー ド  

廃棄物等コード  

事 業 場 コ ー ド  

運 転 者 コ ー ド  

廃 棄 物 等 積 載 車 両 総 重 量 

㎏  

空 車 重 量 

㎏  

廃棄物等受入重量（１００㎏未満切上げ） 

㎏  

備考 料金は、後日、納入通知書を送付しますので、納入期限まで  
  に納入してください。  

 

 

受  入  証  

埼玉県環境整備センター所長 印  

次のとおり受け入れました。 

（１２７㎜×８９㎜） 



 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
手
数
料
等
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

 

埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
五
条
第
二
十
号
の
十
四
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
行
う
」
を
「
実
施
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
八
号
の
三
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥

獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

         

埼
玉
県
規
則
第
二
十
九
号



規 
 

則 

 
埼
玉
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
自
然
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
号
ハ 

中
「
施
設
」
の
下
に
「
（
樹
林
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
十
五
条
第
三
号
中
「
河
川
管
理
施
設
」
の
下
に
「
（
樹
林
帯
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条 

第
七
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
行
う
」
を
「
実
施
す
る
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
三
条
第
一
号

ハ 

及
び
第
十
五
条
第
三
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

          

 ハ  (  ) 

 ハ  (  ) 
埼
玉
県
規
則
第
三
十
号



規 
 

則 
 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年

埼
玉
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
四
号
備
考
第
二
号
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
鳥
獣

の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
特
定
鳥
獣
」
を
「
第
二
種
特

定
鳥
獣
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号



埼
玉
県
規
則
第
三
十
二
号









































































規 
 

則 

 
埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
与
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
中
「
貸
与
期
間
」
の
下
に
「
（
条
例
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
修
学
資
金
に
あ
つ
て

は
、
貸
与
す
る
月
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
条
中
「
修
学
資
金
」
を
「
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
修
学
資
金
」
に
、
「
毎
月
当

月
分
」
を
「
四
半
期
ご
と
に
三
月
分
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
あ
ら
か
じ
め
二
月
分
又
は

三
月
分
を
」
を
「
さ
ら
に
三
月
分
を
限
度
と
し
て
合
わ
せ
て
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
与
を
行
わ
な
い
も
の

と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
既
に
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
修
学
資
金
を
交
付
し
て
い
る

と
き
は
、
知
事
は
、
当
該
修
学
資
金
を
復
学
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
交
付
す
べ
き

修
学
資
金
と
し
て
交
付
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
条
中
「
知
事
は
、
」
の
下
に
「
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
、
「
ま
で
」
の
下

に
「
当
該
」
を
加
え
る
。 

 

第
六
条
第
一
項
中
「
起
算
し
て
」
の
下
に
「
条
例
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
修
学
資
金
の
」

を
加
え
る
。 

 

第
七
条
第
一
項
中
「
八
十
四
（
」
の
下
に
「
当
該
理
学
療
法
業
務
等
が
介
護
福
祉
士
の
行
う
業

務
で
あ
る
場
合
に
は
、
六
十
）
（
」
を
加
え
る
。 

 

様
式
第
一
号
表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
貸
与
申
請
期
間
 
 
 
 
 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
か
ら
 
 
 
 

 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
ま
で
」
貸
与
申
請
期
間
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
 

条
例
第
４
条
第
２
項
に
規
定
す
る
修
学
資
金
 
 
 
 
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で
 

 
 
円
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

に
、 「

あ
て
先
」

を 「
宛
先
」
 

に
改
め
、
同
様
式
表
の
注
１
を 

「 

」 

注
 
１
 
申
請
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
保
証
人
の
う
ち
少
な
く
と
も
１
人
は
、
当
 

 
 
 
該
申
請
者
の
法
定
代
理
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
法
定
代
理
人
が
保
証
能
力
を
有
し
な
い
 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
三
号
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４
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２
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に
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名
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び
学
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与
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け
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場
合
は
、
保
証
能
力
を
有
す
る
者
を
別
途
保
証
人
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 」 

様
式
第
一
号
裏
中 

  
 
 
 
 
 
電
話
 

か
ら
 

ま
で
 

か
ら
 

ま
で
 

月
額
 
 
 
円
 

月
額
 
 
 
円
  
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

 
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

 
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

 
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

月
額
 
 
 
円
 

月
額
 
 
 
円
 

例
第
４
条
第
２
項
修
学
資
金
 
（
入
学
時
）
 
 
 
円
（
卒
業
時
）
 
 
 
円
 

 
年
 
 
月
か
ら
 

 
年
 
 
月
ま
で
 

 
年
 
 
月
か
ら
 

 
年
 
 
月
ま
で
 

月
額
 
 
 
円
 

月
額
 
 
 
円
  
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

 
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

 
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

 
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

月
額
 
 
 
円
 

月
額
 
 
 
円
 

 
に
改
め
る
。 

円
 

す
る
修
学
資
金
 
 
 
 
 
 
円
 



を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 
１ 
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
者
に
係
る
修
学
資
金
の
返
還
の
債

務
の
裁
量
免
除
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
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「
）
 
 
 
 
 
 
 
円
」
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則 

 
埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
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平
成
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十
七
年
三
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三
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一
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埼
玉
県
知
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上 
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埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
介
護
保
険
審
査
会
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
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第
六
条
中
「
福
祉
部
高
齢
介
護
課
」
を
「
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
課
」
に
改
め
る
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こ
の
規
則
は
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平
成
二
十
七
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四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
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則
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十
四
号



規 
 

則 

身
体
障
害
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障
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成
五
年
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第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
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様
式
第
一
号
（
二
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

埼
玉
県
規
則
第
三
十
五
号



様式第１号（２）（第２条関係） 

身体障害者診断書・意見書 
聴覚・平衡・音声・言語

又はそしゃく機能障害用
 

 総括表 

氏 名     年  月  日生 男・女 

住 所 

① 障害名（部位を明記） 

② 
原因となった 
疾病・外傷名 

交通、労災、その他の事故、戦傷、戦災、 
疾病、先天性、その他（       ） 

③ 疾病・外傷発生年月日    年  月  日 ・ 場所 

④ 

 

 

 

参考となる経過・現症（エックス線写真及び検査所見を含む。） 

 

 

障害固定又は障害確定（推定）      年  月  日 

⑤ 

 

 

 

 

総 合 所 見 

 

 

軽度化による将来再認定  要 ・ 不要  

（再 認 定 の 時 期           年   月後）  

⑥ 

 

その他参考となる合併症状 

  上記のとおり診断する。併せて以下の意見を付す。 

      年  月  日 

 病院又は診療所の名称 

 所 在 地           

 診療担当科名            科       医師氏名           ○印  

身体障害者福祉法第１５条第３項の意見〔障害程度等級についても参考意見を記入〕 

 障害の程度は、身体障害者福祉法別表に掲げる障害に 

      ・ 該当する（    級相当） 

      ・ 該当しない 

注意 １ 障害名には現在起こっている障害、例えば両眼失明、両耳ろう、右上下肢まひ、心臓

機能障害等を記入し、原因となった疾病には、角膜混濁、先天性難聴、脳卒中、僧帽弁

狭
さく

窄等原因となった疾患名を記入してください。 

   ２ 歯科矯正治療等の適応の判断を要する症例については、「歯科医師による診断書・意見

書」（別紙）を添付してください。 

   ３ 障害区分や等級決定のため、埼玉県社会福祉審議会から改めて次ページ以降の部分に

ついてお問い合わせする場合があります。 

 



 聴覚・平衡・音声・言語又はそしゃくの機能障害の状態及び所見 

［はじめに］ 

 この診断書については、以下の４つの障害区分のうち、認定を受けようとする障害について、
□にレを入れて選択し、その障害に関する「状態及び所見」について記載すること。 
 なお、音声機能障害、言語機能障害及びそしゃく機能障害が重複する場合については、各々に
ついて障害認定することは可能であるが、等級はその中の最重度の等級をもって決定する旨、留
意すること（各々の障害の合計指数をもって等級決定することはしない。）。 

 □ 聴 覚 障 害          →「１「聴覚障害」の状態及び所見」に記載すること。 

 □ 平 衡 機 能 障 害          →「２「平衡機能障害」の状態及び所見」に記載すること。 

 □ 音声・言語機能障害 →「３「音声・言語機能障害」の状態及び所見」に記載すること。 

 □ そしゃく機能障害          →「４「そしゃく機能障害」の状態及び所見」に記載すること。 

１ 「聴覚障害」の状態及び所見 

(１) 聴力（会話音域の平均聴力レベル） 

 

(４) 聴力検査の結果（ア、イ①又はイ②のい
ずれかを記載する。） 
ア 純音による検査 

 右        ｄＢ  
 オージオメータの型式  

    
 左        ｄＢ     
    
 

(２) 障害の種類 

     500   1000  2000  Ｈｚ

       
   
       
 0  

 伝 音 性 難 聴       
  10  
       
 感 音 性 難 聴  20  
       
  30  
 混 合 性 難 聴       
  40  
       
 

(３) 鼓膜の状態 

    （右）     （左） 

 

 50  
      
 60  
      
 70  
      
 80  
      
 90  

       
 100  
 ｄＢ  
   

 イ 語音による検査 
 ①単語による語音明瞭度 

 
右 ％ 左 ％ 

 
 ②話言葉による了解度 
 （純音聴力検査ができない場合のみ） 

    右 左  
  大声 耳介に接して 了 非 了 非  
  話声 耳介に接して 了 非 了 非  
  話声 40ｃｍ離れて 了 非 了 非  

 

(５) 身体障害者手帳（聴覚障害）の所持状況 （有・無） 

（注）１ ２級と診断する場合、記載すること。 

    ２ 「無」の者に対し、２級と診断する場合には、聴性脳幹反応等の他覚的聴覚検査又は
   それに相当する検査を実施し、その結果（実施した検査方法及び検査所見）を記載する
   こと。 

    ３ ２の場合、記録データのコピー等を添付すること。 



２ 「平衡機能障害」の状態及び所見（該当する□にレを入れること。） 

(１) 四肢体幹の器質的異常  □有 □無 
(２) 平衡機能の状況 
□ 末梢迷路性平衡失調  
□ 後迷路性及び小脳性平衡失調 
□ 外傷又は薬物による平衡失調 
□ 中枢性平衡失調 
□ その他（           ） 

(３) 眼振等他の平衡機能検査結果  
（                                       ） 
(４) 障害の程度 
□ 閉眼にて起立不能又は開眼で直線を歩行中１０ｍ以内に転倒若しくは著しくよろめいて
歩行を中断せざるを得ないもの  
□ 閉眼で直線を歩行中１０ｍ以内に転倒又は著しくよろめいて歩行を中断せざるを得ない
もの 

 
３ 「音声・言語機能障害」の状態及び所見 
(１) 発声・言語の状況 

 

 

(２) 意思疎通の状況 （該当する□にレを入れること。） 
□ 家庭において、家族との会話の用をなさない（日常会話は誰が聞いても理解不能）。 
□ 家族との会話は可能であるが、家庭周辺において他人にはほとんど用をなさない。 
□ 日常の会話が可能であるが、不明瞭で不便がある。 

 
４ 「そしゃく機能障害」の状態及び所見 

(１) 障害の程度及び検査所見（該当する障害の□にレを入れ、必要事項を記述すること。） 

  □ そしゃく・
えん

嚥下機能の障害→「①そしゃく・
えん

嚥下機能の障害」に記載すること。 

  □ 
こう

咬合異常によるそしゃく機能の障害→「②
こう

咬合異常によるそしゃく機能の障害」に記載

すること。 

 ① そしゃく・
えん

嚥下機能の障害 

  ａ 障害の程度 
   □ 経口的に食物等を摂取できないため、経管栄養を行っている。 

   □ 経口摂取のみでは十分に栄養摂取ができないため、経管栄養を併用している。 

   □ 経口摂取のみで栄養摂取ができるが、誤
えん

嚥の危険が大きく摂取できる食物の内容・摂

取方法に著しい制限がある。 

   □ その他 

 

 
 
  ｂ 参考となる検査所見 
   ア 各器官の一般的検査 

 （参考）各器官の観察点 

  ・口唇・下顎：運動能力、不随意運動の有無、反射異常又は病的反射 

  ・  舌  ：形状、運動能力、反射異常 
  ・軟 口 蓋：挙上運動、反射異常 

  ・声   帯：内外転運動、梨状
か

窩の唾液貯留 

 

   ○所見（上記の枠内の観察点から、異常の部位、内容、程度等を詳細に記載すること。） 

 

 

 



   イ 
えん

嚥下状態の観察と検査 

 （参考１）各器官の観察点 

  ・口
くう

腔内保持の状態 

  ・口
くう

腔から咽頭への送り込みの状態 

  ・喉頭挙上と喉頭内
くう

腔の閉鎖の状態 

  ・食道入口部の開大と流動物（ｂｏｌｕｓ）の送り込み 

（参考２）摂取できる食物の内容と誤
えん

嚥に関する観察点 

  ・摂取できる食物の内容（固形物、半固形物、流動食） 

  ・誤
えん

嚥の程度（毎回、２回に１回程度、数回に１回、ほとんど無し） 

 

    
   ○観察・検査の方法 
    □ エックス線検査（                            ） 
    □ 内 視 鏡 検 査       （                            ） 
    □ そ  の  他（                            ） 

   ○所見（上記の枠内の観察点から、
えん

嚥下状態について詳細に記載すること。） 

 

 

 

 

 
 ② 

こう

咬合異常によるそしゃく機能の障害 

  ａ 障害の程度 

   □ 著しい
こう

咬合障害があり、歯科矯正治療等を必要とする。 

   □ その他 

 

 

 

 

 

  ｂ 参考となる検査所見（
こう

咬合異常の程度及びそしゃく機能の観察結果） 

   ア 
こう

咬合異常の程度（そしゃく運動時又は安静位
こう

咬合の状態を観察する。） 

 

 

 

 

 

   イ そしゃく機能（口唇・口蓋裂では、上下顎の
こう

咬合関係や形態異常等を観察する。） 

 

 

 

 

 

 
 



(２) その他（今後の見込み等） 

 

 

 

(３) 障害程度の等級 

   （下の該当する障害程度の等級の項目の□にレを入れること。） 

 

 ① 「そしゃく機能の喪失」（３級）とは、経管栄養以外に方法のないそしゃく・
えん

嚥下機能の障

害をいう。 

   具体的な例は次のとおりである。 

   □ 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるもの 

   □ 延髄機能障害（仮性球まひ、血管障害を含む。）及び末
しょう

梢神経障害によるもの 

   □ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む。）、口
くう

腔（舌、口唇、口蓋、頬、そしゃく

筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

 

 ② 「そしゃく機能の著しい障害」（４級）とは、著しいそしゃく・
えん

嚥下機能又は
こう

咬合異常によ

るそしゃく機能の著しい障害をいう。 

   具体的な例は次のとおりである。 

   □ 重症筋無力症等の神経・筋疾患によるもの 

   □ 延髄機能障害（仮性球まひ、血管障害を含む。）及び末
しょう

梢神経障害によるもの 

   □ 外傷、腫瘍切除等による顎（顎関節を含む。）、口
くう

腔（舌、口唇、口蓋、頬、そしゃく

筋等）、咽頭、喉頭の欠損等によるもの 

   □ 口唇・口蓋裂等の先天異常の後遺症による
こう

咬合異常によるもの 

［記入上の注意］ 

(１) 聴力障害の認定に当たっては、ＪＩＳ規格によるオージオメータで測定すること。 

   ｄＢ値は、周波数５００、１０００、２０００Ｈｚにおいて測定した値をそれぞれａ、ｂ、

ｃとした場合、ａ＋２ｂ＋ｃ―――――――４ の算式により算定し、ａ、ｂ、ｃのうちいずれか１又は２にお

いて１００ｄＢの音が聴取できない場合は、当該ｄＢ値を１０５ｄＢとして当該算式に計上

し、聴力レベルを算定すること。 

(２) 話言葉による了解度の認定は、何らかの理由により純音聴力検査ができない場合に適用さ

れるものであるので、総括表の「④ 参考となる経過・現症」欄等に純音聴力検査ができな

い理由を明確に記載すること。 

(３) 歯科矯正治療等の適応の判断をする症例については、「歯科医師による診断書・意見書」（別

紙）の提出を求めるものとすること。 

(４) 小腸機能障害を併せ持つ場合については、必要とされる栄養摂取の方法等が、どちらの障

害によるものであるか等について詳細に診断し、該当する障害について認定することが必要

である。 

 



 別紙 

歯科医師による診断書・意見書                

氏名     年  月  日生 男・女 

住所 

現症 

 

原因疾患名 

 

治療経過 

 

今後必要とする治療内容 

 (１) 歯科矯正治療の要否 

 (２) 口
くう

腔外科的手術の要否 

 (３) 治療完了までの見込み 

                         年   月 後 

 現症をもとに上記のとおり申し述べる。併せて以下の意見を付す。 

  障害の程度は、身体障害者福祉法別表に掲げる障害に 

 

      ・該当する 

      ・該当しない 

 

      年  月  日 

 

  病院又は診療所の名称            

 

  所    在    地 

 

  標ぼうしている診療科名       科      歯科医師氏名        ○印  

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 

 
 

        
 
 
 

     

様
式
第
一
号
（
五
）
中 「

５
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
有
 
 

 
 
 
人
工
弁
移
植
、
弁
置
換
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
有
 
 

を 「
５
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
 
 
 
 
 
 
（
有
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 
・
 

 
 
 
人
工
弁
移
植
、
弁
置
換
 
 
 
（
有
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 
・
 

 
 
 
体
内
植
込
み
型
除
細
動
器
 
 
（
有
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 
日
）
 
・
 

 
 
 
（
注
）「
有
」
の
場
合
、
手
術
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

「
６
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
適
応
度
」
 
「
６
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
の
適
応
度
」
 

体
活
動
能
力
（
運
動
強
度
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
メ
ッ
ツ
）
 
 

の
他
の
手
術
の
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手
術
の
種
類
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
予
定
）
 

手
術
年
月
日
 
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
実
施
済
 
・
 
予
定
）」
 

「
 

⑶
 
症
状
に
応
じ
て
要
医
療
 
 
 
 
 
ー
ク
ス
発
作
又
は
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要
す
る
も
の
 

 
４
 
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
 
 
 
 
 
 
（
有
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 

 
 
 
人
工
弁
移
植
、
弁
置
換
 
 
 
（
有
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 

 
 
 
体
内
植
込
み
型
除
細
動
器
 
 
（
有
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 

 
 
 
（
注
）「
有
」
の
場
合
、
手
術
年
月
日
を
記
載
す
る
こ
と
。

 
５
 
そ
の
他
の
手
術
の
状
況
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
ア
 
手
術
の
種
類
 
 
（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
イ
 
手
術
年
月
日
 
 
（
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
実
施
済
 

・
 
無
）
 

・
 
無
）」

 
無
）
 

 
無
）
 

 
無
）
 

 
 
 
」
 に

、 

を 

に
、 

「
７
 
身
体
活
動
能
力
（
運
動
強
度
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 
メ
ッ
ツ
）」
 

を 「 
７
 
身
 

 
 
８
 
そ
 

 
 
 
ア
 

 
 
 
イ
 

に
改
め
る
。 

様
式
第
一
号
（
六
）
中 「

 
⑶
 
症
状
に
応
じ
て
要
医
療
 
 
 
 
 
ー
ク
ス
発
作
又
は
狭
心
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要
す
る
も
の
 

症
発
作
で
継
続
的
医
療
を
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
 

を 

狭
心
症
発
作
で
継
続
的
治
療
を
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
日
）
 
・
 
無
）
 

 
 
日
）
 
・
 
無
）
 

 
 
日
）
 
・
 
無
）
 
 
 
 
 

 
 
 

に
改
め
る
。 



     
 
 

附 
則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は 

 

当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
予
定
）
 

  ・
 
予
定
）
 
 
 
 
  
 
」
 



規 
 

則 

 
医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

医
療
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

医
療
法
施
行
細
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
第
一
項
中
「
、
厚
生
労
働
大
臣
又
は
関
東
信
越
厚
生
局
長
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
令
若
し
く
は
」
を
「
令
又
は
」
に
、
「
基
づ
き
認
可
若
し
く
は
」
を
「
基
づ
き
認
可
又
は
」
に

改
め
、
「
又
は
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
関
東
信
越
厚
生
局
長
か
ら
受
理
し
た
医
療
法
人
に
係
る

認
可
若
し
く
は
選
任
の
通
知
を
送
付
す
る
と
き
」
を
削
る
。 

 

様
式
第
二
十
三
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
書
類
１
中
「 

 
 

 

 
 

 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書
類
２
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
の
添

付
書
類
３
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書
類
４
中
「 
 

 
 

 
 

 

」

を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書
類
５
及
び
６
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
書

類
７
及
び
８
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
の
（
別
紙
様
式
一
）
か
ら
（
別
紙
様
式

六
）
ま
で
を
削
る
。 

 

様
式
第
四
十
一
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

第
５
７
条
第
４
項
 

あ
て
先
 

あ
て
先
 
宛
先
 

（
別
紙
 

様
式
１
） 

（
別
紙
様
式
３
） 

（
別
紙
様
式
２
） 

（
別
紙
様
式
６
） 

第
５
７
条
第
 

宛
先
 

５
項
 

（
別
紙
様
式
４
） 

（
別
紙
様
式
５
） 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
六
号



規 
 

則 

埼
玉
県
県
造
林
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
造
林
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
造
林
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
九
条
中
「
様
式
第
三
号
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行

う
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。 

 

一 

造
林
地
の
所
在
及
び
面
積 

二 

地
上
権
の
存
続
期
間 

三 

植
栽
に
係
る
樹
木
の
種
類
及
び
本
数 

四 

造
林
地
の
管
理
に
関
す
る
事
項 

五 

収
益
の
分
収
割
合
に
関
す
る
事
項 

六 

造
林
木
の
販
売
に
関
す
る
事
項 

七 

契
約
の
失
効
に
関
す
る
事
項 

八 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

 

様
式
第
三
号
を
削
る
。 

 

別
紙
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

を 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
九
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
締
結
す
る
契
約
に
つ
い
て
、

適
用
す
る
。 

「
、
第
２
号
、
第
３
号
」

 
「
及
び
第
２
号
」

 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
七
号

https://www4.e-reikinet.jp/cgi-bin/saitama-ken/D1W_bunkaturesdata.exe?CALLTYPE=2&RESNO=1&HANSUU=1&DSPINIT=0&GAMENKEY=0&&PROCID=-2058662344&UKEY=UKEY=1423800897&BUNKATU_NO=0&DSPINIT=0&GAMENKEY=0#JUMP_SEQ_66


規 
 

 

則 

 
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則 

 
 

 

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平

成
十
六
年
埼
玉
県
規
則
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
二
条
中
「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
条
中
「
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
条
中
「
第
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
一
号
（
表
面
）
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式

（
裏
面
）
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

様
式
第
四
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」

に
改
め
る
。 

 

様
式
第
五
号
中
「 

 
 

」
を
「 

 

」
に
、
「 
 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

第
２
１
条
 

第
２
２
条
第
１
項
 

第
２
１
条
第
１
項
 

１
７
条
第
２
項
、
第
１
８
条
 

第
９
条
第
１
項
、
第
１
６
条
第
１
項
、
第
 

第
１
７
条
第
３
項
 

第
１
６
条
第
３
項
 

第
１
７
条
第
１
項
 

第
１
６
条
第
１
項
 

第
１
９
条
 

第
２
２
条
 

「
第
１
０
条
第
１
項
、
第
１
７
条
第
１
項
、
第
１
８
条
第
２
項
、
 

あ
て
先
 
宛
先
 

あ
て
先
 
宛
先
 

を 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号



規 
 

則 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十
三 

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
二
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
居

住
し
て
い
る
者 

 

別
表
中
三
一
〇
の
項
を
三
一
一
の
項
と
し
、
二
一
四
の
項
か
ら
三
〇
九
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ

繰
り
下
げ
、
二
一
三
の
項
中
「
四
六
・
四
五
か
ら
六
六
・
一
〇
ま
で
」
を
「
三
八
・
六
四
か
ら
五

九
・
九
二
ま
で
」
に
、
「
四
三
八
」
を
「
三
二
八
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
二
一
四
の
項
と
し
、

同
表
中
二
一
二
の
項
を
二
一
三
の
項
と
し
、
七
二
の
項
か
ら
二
一
一
の
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

下
げ
、
七
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

様
式
第
一
号
（
表
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

七
二

ア
ー
バ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
川
越
上

戸
二
番
館
住
宅 

川
越
市
大
字
上
戸 

中
層
耐
火 

五
二
・
一
五 
二
〇

 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
九
号



（表面） 

備考 １     欄は記入しないこと。 
   ２ 単身での申込みの場合も本人欄に記入すること。 
   ３ 募集案内の記入例を参照して記入すること。

              県 営 住 宅 入 居 申 込 書              受付番号 
 （宛先）  

       埼玉県知事 
       （市町村の長又は埼玉県住宅供給公社の理事長） 
                                         年  月  日 
  県営住宅への入居の承認を受けたいので、別記（裏面）の事項を承知の上、埼玉県県営住宅条例第８条の規定により、 
 次のとおり申し込みます。 
                                       申込者           

住 
 

所 

郵便番号         １ １     電話番号              

         都・道           区 
         府・県         市・郡  

 区 
  町・村 

 

 
  

勤 

務 

先 

名 称  電話番号              

所
在
地 

      都・道            区 
      府・県           市・郡 

               区  
              町・村  

   

世
帯
構
成
（
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
） 

続柄 

フリガナ 
性
別 

生年月日 
年
齢 

手帳番号等を記入 手帳の等級を記入 

氏  名 年 月 日 
 手帳の交付を受けている場合は、手帳番号
等を記入すること。該当する項目を○で囲む
こと。 

本人 
 男

・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

         身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ﾊﾝｾﾝ
病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ﾊﾝｾﾝ
病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ﾊﾝｾﾝ
病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ﾊﾝｾﾝ
病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ﾊﾝｾﾝ
病 

   男
・
女 

        手帳番号等(   ) 手帳の等級(   ) 

          身体
障害 
精神
障害 
知的
障害 
戦傷
病者 
被爆
者 
引揚
者 
ﾊﾝｾﾝ
病 

入 居 を 
希望する 
県営住宅 

県営住宅名 間取り 住宅番号 

           

申 
 
 
 
 
 

告 
 
 
 
 
 

事 
 
 
 
 
 

項 
 次の項目に該当する場合は、□の中の数字を○で囲むこと。 

 申込者本人が、離婚、配偶者との死別等により現に婚姻（これと同様の関係を含む。）をせずに２０歳未満の児童を
養育している女子又は男子である。 

１ 

 申込者本人がＤＶ被害者であり、婦人相談センター等での保護の終了の日又は裁判所の保護命令が効力を生じた日から５
年以内の者である。 
（施設又は裁判所名：            ）（保護の終了の日又は保護命令が効力を生じた日：  年  月  日) 

２ 

 申込者本人が、犯罪被害者やその家族等で、犯罪により従前の住宅に居住することが困難となっている。 
（被害届提出警察署名：              ）（被害届日：  年  月  日） 

３ 

 申込者本人が、今回の入居申込みの日前２年間において県営住宅の公募に応じ、落選した回数が４回以上である。 
 ※ 下欄に応募年月及び先頭の抽選番号をいずれか４回分を記入すること。 

 

 応募年月 年  月 年  月 年  月 年  月 
 
 ４ 

 抽選番号       
 
 申込者本人が、特別県営住宅等の入居者で、当該住宅等の建替え後の家賃の急激な上昇のため、家賃の負担が困難と
なる者である。 

５ 

 難病等の認定を受け、障害福祉サービス受給者証等が交付されている者がいる世帯である。 
（受給者証等が交付されている者の氏名：         ）（難病等の名称：            ） 

６ 

 申込者本人が、埼玉県が行う公共事業の施行に伴い住宅が除却される者である。 ７ 

 災害による住宅の滅失    ８      不良住宅の撤去   ９      借上県営住宅の契約の終了 

 県営住宅建替事業による県営住宅の除却      11      都市計画事業等の施行に伴う住宅の除却     

 土地収用法等に基づく事業の執行に伴う住宅の除却     13 

10 

12 

 

 近居により子育てや介護・看護などについて世代間で支え合おうとする者である。 14 

  申込者本人が、土砂災害特別警戒区域内に居住している者である。 15 



 
 
 

附 

則 

 
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

第
二
条
第
二
号
中
「
契
約
局
長
」
の
下
に
「
、
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
及

び
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
「
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
所
」
を
「
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
江
南
支
所
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
、
副
所
長
」
の
下
に
「
、
政
策
幹
、
ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹
」
を
加
え
る
。 

 

第
五
条
第
一
項
中
「
五
部
」
を
削
る
。 

 

第
十
三
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
「
、
及
び
会
計
管
理
課
長
を
経

て
会
計
管
理
者
に
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
財
政
課
長
」
を
「
、
財
政
課
長
」
に
改
め
、
「
、

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
又
は
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
会
計
管
理
課
長
に
合
議
す
る

こ
と
に
よ
り
会
計
管
理
者
へ
の
合
議
を
」
を
削
る
。 

 

第
四
十
条
の
二
中
「
指
定
代
理
納
付
者
」
の
下
に
「
（
次
条
及
び
第
四
十
条
の
四
に
お
い
て
「
指

定
代
理
納
付
者
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
条
の
三
第
二
項
中
「
当
該
申
出
」
の
下
に
「
（
第
四
項
の
申
出
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

４ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
管
理
者
、
出
納
員
又
は
分
任
出
納
員
は
、
指
定
代
理

納
付
者
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
歳
入
の
納
付
を
す
る
た
め
の
当
該
指
定
代
理
納

付
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
納
入
義
務
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信

回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
納
付
し
よ
う
と
す
る
当
該
納
入
義
務
者
か

ら
、
法
律
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
当
該
申
出
を
適
当
と
認
め
て
承
認
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
債
権
管
理
簿
に
指
定
代
理
納
付
者
に
よ
る
納
付
で
あ
る
旨
及
び
当
該
承
認
を
し
た
日
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
四
十
条
の
四
中
「
法
律
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
」
を
削
る
。 

 

第
百
七
十
条
の
二
後
段
を
削
る
。 

 

第
百
七
十
九
条
第
三
項
中
「
備
品
（
」
の
下
に
「
閲
覧
又
は
貸
出
し
に
供
す
る
」
を
加
え
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
四
十
号



 

第
百
八
十
六
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
（
図
書
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

を
削
る
。 

 
第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
県
民
生
活
部
広
聴
広
報
課
、
青
少
年
課
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
課
、
男
女

共
同
参
画
課
及
び
消
費
生
活
課
の
項
中
「
青
少
年
課
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
課
」
を
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課
」
に
改
め
、
同
表
農
林
部
農
業
政
策
課
及
び
生
産
振
興
課
の
項
中
「
及
び
生

産
振
興
課
」
を
削
り
、
同
表
教
育
局
総
務
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

     

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
教
育
局
財
務
課
、
福
利
課
、
県
立
学
校
人
事
課
、
生
徒
指
導
課
、
教

職
員
採
用
課
、
保
健
体
育
課
、
特
別
支
援
教
育
課
、
小
中
学
校
人
事
課
及
び
人
権
教
育
課
の
項
中

「
、
教
職
員
採
用
課
」
を
削
り
、
「
小
中
学
校
人
事
課
」
の
下
に
「
、
義
務
教
育
指
導
課
、
家
庭

地
域
連
携
課
」
を
加
え
、
同
表
農
業
大
学
校
の
項
中
「
管
理
部
長
」
を
「
管
理
・
研
修
部
長
」
に

改
め
、
同
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
農
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
支
所
の
項
を
削
り
、
同
表
大
宮
公
園
事

務
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

  

第
二
百
九
条
第
一
項
の
表
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
所
の
項
中「
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
所
」

を
「
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
江
南
支
所
」
に
、
「
教
育
主
幹
」
を
「
支
所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
担
当
課
長
」
に
改
め
、
同
表
中 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

同 
  

同 
 

水
産
研
究
所 

を 「 

  

同 
  

同 
 

川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー 

同 
 

 
 

 
 

 

県
立
熊
谷
図
書
館
及
び
県

立
久
喜
図
書
館
並
び
に
県

立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館 

「 

  

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定 

 

す
る
職
員 

 
 

 
 

 
 

 

  

同 
 

課
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定 

 
す
る
管
理
主
幹 

 

教
育
局
魅
力
あ
る
高
校
づ 

 

く
り
課 

」

担
当
部
長 

 
 

 
 

 

県
立
熊
谷
図
書
館 

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指 

す
る
副
館
長 

 
 

 
 

 
 

県
立
久
喜
図
書
館 

教
育
主
幹 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

美
術
館
及
び
県
立
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
項
中
「
及
び
県
立
加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
」
を
「
、
県
立

加
須
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
及
び
県
立
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
」
に
改
め
、
同
表
県
立
文
書
館
及
び
県
立
大

滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
項
中
「
及
び
県
立
大
滝
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
の
表
所
轄

所
（
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
、
東
部
環
境
管
理
事
務
所
、
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
、
高
等
看
護
学
院
、

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
、
八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
、
営
繕
工
事
事
務
所
、
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
の
支
所
、
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館
、
県
立
の
学
校
（
大
宮
北
特
別
支
援
学
校
、
川
越
特
別
支

援
学
校
及
び
草
加
か
が
や
き
特
別
支
援
学
校
を
除
く
。
）
及
び
警
察
学
校
並
び
に
次
の
項
か
ら
警

察
署
の
項
ま
で
の
も
の
を
除
く
。
）
の
項
中
「
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
支
所
」
を
「
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
江
南
支
所
」
に
改
め
、
同
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
」
を
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
支
所
の
項
を

削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

   

第
二
百
九
条
第
三
項
中
「
出
納
総
務
課
、
会
計
管
理
課
及
び
必
要
と
認
め
る
」
を
「
出
納
員
又

は
分
任
出
納
員
を
置
く
全
て
の
」
に
、
「
当
該
必
要
と
認
め
る
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。 

８ 

機
関
の
長
は
、
経
理
員
を
指
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
会
計
管
理
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば 

 

な
ら
な
い
。 

 

第
二
百
二
十
六
条
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

別
記
の
表
百
三
十
三
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

様
式
第
二
十
四
号
（
四
）
の
備
考
１
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
及
び
「 

 
 

 
 

」
を
削
る
。 

 
 

  
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

様
式
第
二
十
四
号
（
五
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

１
３
３
 
 
削
除
 

全
日
制
の
課
程
、
 
及
び
専
攻
科
 

 

装
備
技
術
セ
ン
タ
ー 

所
長
の
指
定
す
る
職
員 

  
 
 
 
 

定

 
 
 
 
 
 

所
長
が
あ
ら
か
じ
め
指
定

す
る
職
員 

同 
 
 
 
 
 

 

県
立
久
喜
図
書
館 

教
育
主
幹 

に
改
め
、
同
表
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
、
県
立
近
代 

」 

同 
 
 
 
 
 



様式第２４号（５）（第４０条関係） 

納 入 書              授 業 料 収 納 報 告 票              領 収 書              

 納入者  
 

  納入者             様    
 

     年度  月期分 授業料 
 下記の金額を納入します。 

     年度  月期分 授業料 
 この報告票は、直接機械で処理しますの 
 で汚したり、曲げたりしないでください。 

     年度  月期分 授業料 
 下記の金額を領収しました。 

 学校コード 学

年 

生徒コード 
   

区分 
学校コード 学

年 

生徒コード 
 

 

  学校コード 学

年 

生徒コード 
  

課所 課程 学科    課所 課程 学科    課所 課程 学科   

        
1 
98 
3 8 9 11 14 

          

金額 
（円）

  年度  月期分    
金額 
（円）
19  25   27 

年度  月期分 
   

金額 
（円）
  年度  月期分   

学校名    学校名    学校名   

    生徒氏名       

学校保管 

領収日付印   領収日付印     

学校→納入者 

領収日付印  

学校→財務課（保管） 
      

 備考 １ 本様式は、高等学校（全日制の課程及び定時制の課程（単位制による課程であるものを除く。））及び専攻科の授業料について使用
     すること。 
    ２ この領収書に使用する出納員（分任出納員）の印は、差込式日付印でもよいこと。  



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

決
 
裁
 
欄
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
様
式
第
百
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

   

決
 
裁
 
欄
 

」 

決
 裁
 欄
 

」 

「 

「 

合
 
議
 
欄
 

に
改
め
、
様
式
第
百
九
号
（
十
八
） 



  

   

 

督 促 状              

 
 第       号        年 度  一  般  会  計  

学 校 コ ー ド 学 

年 
生 徒 コ ー ド 

 

課 所 課程 学科 

     

納
入
者 

 

 

                               様 

金            額 
        

 納付の目的 

 納 期 限      年  月  日 

 （最初の納期限      年  月  日） 

 

 上記のとおり督促します。 

 

       年   月   日 

 

                   債権管理者           □印  

 

 

備考 １ 本書は、葉書大とする。 

   ２ 本書は、高等学校（全日制の課程及び定時制の課程（単位制による課 

    程であるものを除く。））及び専攻科の授業料に係る債権の督促に使用 
    すること。 

様式第１０９号（１８）（第２０１条関係） 



 

様
式
第
百
三
十
三
号
（
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
様
式
第
百
三
十
三
号
（
二
）
及
び
様
式
第
百
三
十
三
号
（
三
）
を
削
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

平
成
二
十
六
年
度
に
係
る
改
正
前
の
第
百
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
重
要
物
品
等
の

当
該
年
度
末
に
お
け
る
現
在
高
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
取
得
し
た

図
書
に
係
る
改
正
前
の
第
二
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
図
書
出
納
簿
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

施
行
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

様
式
第
１
３
３
号
 
削
除
 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員
長 

髙 

木 

康 

夫 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
九
号 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
第
十
八
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
条
の
表
教
育
総
務
部
の
項
中
「
教
育
政
策
課
」
の
下
に
「
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課
」

を
加
え
、
同
表
市
町
村
支
援
部
の
項
中
「
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
を
削
る
。 

 

第
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
四
条
の
三 

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課
に
お
い
て
は
、
県
立
高
等
学
校
の
活
性
化
及
び
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
係
る
施
策
の
総
合
的
企
画
、
調
整
及
び
推
進
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
。 

 

第
五
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十
五 

埼
玉
県
教
育
環
境
整
備
基
金
に
関
す
る
こ
と
（
基
金
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。 

 

第
八
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。 

 

第
十
四
条
第
二
十
二
号
中
「
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
を
削
る
。 

 

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
十
五
条 

削
除 

 

第
二
十
一
条
第
二
項
の
表
県
立
学
校
人
事
課
、
教
職
員
採
用
課
及
び
小
中
学
校
人
事
課
の
項
組

織
の
欄
中
「
県
立
学
校
人
事
課
」
を
「
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課
、
県
立
学
校
人
事
課
」
に
改
め
、

同
表
中
「
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
を
削
る
。 

 

第
二
十
六
条
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
が
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
在
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の



規
則
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
第
一
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
規
則
に

よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
教
育
局
組
織
規
則
第
一
条
及
び
第
二
十
六
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
。 

 



 

規  則 

 埼玉県薬物の濫用の防止に関する条例に基づく警察職員による立入調査等に関する規則をこ

こに公布する。 

  平成27年３月31日 

                     埼玉県公安委員会委員長 山 本 正 士 

埼玉県公安委員会規則第６号 

   埼玉県薬物の濫用の防止に関する条例に基づく警察職員による立入調査等に関する 

   規則 

 （趣旨） 

第１条 この規則は、埼玉県薬物の濫用の防止に関する条例（平成27年埼玉県条例第19号。以 

 下「条例」という。）に規定する立入調査を行う警察職員、警察職員の携帯する身分証明書 

 及び知事への要請に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （立入調査を行う警察職員） 

第２条 条例第14条第２項に規定する警察職員は、埼玉県警察本部にあっては刑事部組織犯罪  

 対策局薬物銃器対策課長が刑事部組織犯罪対策局薬物銃器対策課の職員の中から、警察署に 

 あっては警察署長が警察署の職員の中からそれぞれ指定し、刑事部組織犯罪対策局長の承認 

 を得るものとする。 

 （身分証明書） 

第３条 条例第14条第３項に規定する身分を示す証明書は、立入調査証（別記様式第１号）の  

 とおりとする。 

 （知事への要請） 

第４条 条例第18条に規定する知事への要請は、措置要請書（別記様式第２号）により行うも 

 のとする。 

   附 則 

１ この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年４月30日までの間においては、第４条中「条例第18条」とあるのは「条例第18条 

 第２項」と読み替えるものとする。 

 

  



 
別記様式第１号（第３条関係） 

（表） 

 第    号 

               立 入 調 査 証 

                  所属 

         官職 

         氏名 

                              年  月  日生 

  

 上記の者は、埼玉県薬物の濫用の防止に関する条例第14条第２項の規定により、立入調

査を行い、又は関係者に質問する権限を有する者であることを証明する。 

     

     年   月   日 

                            埼玉県公安委員会  印 

 

  備考 用紙の大きさは、縦54ミリメートル、横85ミリメートルとする。 

（裏） 

埼玉県薬物の濫用の防止に関する条例（抜粋） 

 （立入調査等） 
第14条 知事は、この条例の施行に必要な限度において、その指定する職員に、知事指定 

 薬物又はこれに該当する疑いがある物（以下「知事指定薬物等」という。）を業務上取 

 り扱う場所その他必要な場所に立ち入り、調査させ、若しくは関係者に質問させ、又は 

 試験のため、必要な最少分量に限り知事指定薬物等の提出を求めることができる。 

２ 公安委員会は、この条例の施行に必要な限度において、公安委員会規則で定める警察 

 職員に、知事指定薬物等を業務上取り扱う場所その他必要な場所に立ち入り、調査させ、 

 又は関係者に質問させることができる。 

３ 前２項の規定により立入調査を行う職員は、規則又は公安委員会規則で定めるその身 

 分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。 

４ 第１項及び第２項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈して 

 はならない。 

 

 写真貼付  



 
別記様式第２号（第４条関係） 

                               第     号 

                               年  月  日 

 埼 玉 県 知 事 殿 

                            埼玉県公安委員会 印 

措 置 要 請 書 

 埼玉県薬物の濫用の防止に関する条例第18条の規定に基づき、次のとおり要請します。 

記 

            

措置要請に係る者の住所及

び氏名（法人にあっては、所

在地及び名称並びに代表者

の氏名及び住所） 

 

 

 

措置要請に係る埼玉県薬物

の濫用の防止に関する条例

第２条第７号に掲げる薬物

の名称等 

□ 知事指定薬物 

 

 

□ 勧告対象薬物 

 

 

 

 

   要 請 事 項 

 

 

 

 

 

 

   備     考 

 

 



規  則 

埼玉県公安委員会の保有する個人情報の保護等に関する規則の一部を改正する規則をここに 

公布する。 

 平成27年３月31日 

                    埼玉県公安委員会委員長 山 本 正 士 

埼玉県公安委員会規則第７号 

   埼玉県公安委員会の保有する個人情報の保護等に関する規則の一部を改正する規則 

埼玉県公安委員会の保有する個人情報の保護等に関する規則（平成18年埼玉県公安委員会規

則第２号）の一部を次のように改正する。 

第10条第１項第１号ア中「宅地建物取引主任者証」を「宅地建物取引士証」に改める。 

  附 則 

この規則は、平成27年４月１日から施行する。 

 



規

則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

馬

橋

隆

紀

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
七
二

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七

－

一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
（
第
一
条
関
係
）

組

織

職

区

分

議
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

副
事
務
局
長

二
種

参
事

課
長

三
種

図
書
室
長

副
課
長

四
種

知
事
部
局

本
庁
部
長

一
種

知
事
室
長

総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

Ｉ
Ｔ
統
括
幹

会
計
管
理
者

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

東
京
事
務
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

本
庁
副
部
長

二
種

参
事

報
道
長



総
合
調
整
幹

改
革
政
策
局
長

地
域
政
策
局
長

行
政
監
察
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

税
務
局
長

契
約
局
長

ス
ポ
ー
ツ
局
長

少
子
化
対
策
局
長

食
品
安
全
局
長

雇
用
労
働
局
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

県
税
事
務
所
長
（
さ
い
た
ま
）

自
動
車
税
事
務
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
管
理
事
務
所
長
（
中
央
、
西
部
）

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
局
長

児
童
相
談
所
長
（
中
央
）

保
健
所
長
（
川
口
、
朝
霞
、
春
日
部
、
鴻
巣
、
狭

山
、
熊
谷
）

衛
生
研
究
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
川
越
、
東
松
山
、
秩
父
、

大
里
、
加
須
、
春
日
部
）

農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

農
業
大
学
校
長

県
土
整
備
事
務
所
長
（
さ
い
た
ま
、
川
越
、
秩
父
、

熊
谷
、
越
谷
）

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

本
庁
課
（
所
）
長

三
種



総
合
調
整
幹
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

る
。
）

政
策
幹

行
政
監
察
幹

技
術
評
価
幹

ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹

危
機
対
策
幹

先
端
産
業
幹

主
席
協
同
組
合
検
査
員

副
参
事

東
京
事
務
所
副
所
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
防
災
幹

川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
事
務
所
長

北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
本
庄
事
務
所
長

県
税
事
務
所
長

自
動
車
税
事
務
所
支
所
長

県
営
競
技
事
務
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
所
長

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

消
防
学
校
長

防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
管
理
事
務
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
室
長

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
所
長

福
祉
事
務
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
局
副
局
長

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

児
童
相
談
所
長

埼
玉
学
園
長

保
健
所
長



衛
生
研
究
所
副
所
長

高
等
看
護
学
院
長

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
北
部
支
所
長

計
量
検
定
所
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
室
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
産
業
技
術
情
報
幹

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
長

高
等
技
術
専
門
校
長

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
（
さ
い
た
ま
、
本
庄
）

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長

病
害
虫
防
除
所
長

家
畜
保
健
衛
生
所
長

秩
父
高
原
牧
場
長

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長

茶
業
研
究
所
長

水
産
研
究
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
森
林
研
究
室
長

農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
所
長

県
土
整
備
事
務
所
長

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
幹

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
合
技
術
幹

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
主
席
工
事
検
査
員

西
関
東
連
絡
道
路
建
設
事
務
所
長

総
合
治
水
事
務
所
長

八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
長

大
宮
公
園
事
務
所
長

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長

営
繕
工
事
事
務
所
長

本
庁
副
課
（
所
）
長

四
種

知
事
室
長
付
副
室
長



副
報
道
長

調
整
幹

主
席
県
民
相
談
員

出
納
審
査
幹

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
地
域
調
整
幹

県
税
事
務
所
副
所
長

自
動
車
税
事
務
所
副
所
長

県
営
競
技
事
務
所
副
所
長

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
副
支
所
長

婦
人
相
談
セ
ン
タ
ー
副
所
長

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
副
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所
長

消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
支
所
長

消
防
学
校
副
校
長

消
防
学
校
主
席
講
師

環
境
管
理
事
務
所
副
所
長

環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
副
室
長

環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
副
所
長

福
祉
事
務
所
副
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
療
局
医
療

安
全
管
理
幹

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会
復
帰
部
長

児
童
相
談
所
副
所
長

越
谷
児
童
相
談
所
草
加
支
所
長

埼
玉
学
園
副
園
長

保
健
所
副
所
長

衛
生
研
究
所
地
域
保
健
企
画
室
長

衛
生
研
究
所
精
度
管
理
室
長

衛
生
研
究
所
感
染
症
室
長

衛
生
研
究
所
食
品
微
生
物
検
査
室
長

衛
生
研
究
所
化
学
検
査
室
長

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
南
支
所
長

食
肉
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー
副
所
長



産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
室
長

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
北
部
研
究
所
技
術
・
事
業

化
支
援
室
長

高
等
技
術
専
門
校
副
校
長

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
副
所
長

農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
部
長

農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
室
長

農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
部
長

家
畜
保
健
衛
生
所
副
所
長

農
業
大
学
校
副
校
長

花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
副
所
長

茶
業
研
究
所
副
所
長

水
産
研
究
所
副
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
副
所
長

寄
居
林
業
事
務
所
次
長

農
村
整
備
計
画
セ
ン
タ
ー
副
所
長

県
土
整
備
事
務
所
副
所
長

総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
副
主
席
工
事
検
査
員

総
合
治
水
事
務
所
副
所
長

八
潮
新
都
市
建
設
事
務
所
副
所
長

大
宮
公
園
事
務
所
副
所
長

建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
副
所
長

営
繕
工
事
事
務
所
副
所
長

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
部
長
（
人
事

五
種

委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

教
育
委
員
会
事
務
局

副
教
育
長

一
種

本
局
部
長

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

本
局
副
部
長

二
種

参
事

教
育
事
務
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
総
合
企
画
長

図
書
館
長



歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
長

近
代
美
術
館
長

本
局
課
長

三
種

副
参
事

報
道
幹

学
校
管
理
幹

学
校
評
価
幹

教
育
指
導
幹

教
育
事
務
所
副
所
長

北
部
教
育
事
務
所
支
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
副
所
長

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
企
画
幹

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
支
所
長

図
書
館
副
館
長

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
副
館
長

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
長

嵐
山
史
跡
の
博
物
館
長

近
代
美
術
館
副
館
長

自
然
の
博
物
館
長

川
の
博
物
館
長

文
書
館
長

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
所
長

本
局
副
課
長

四
種

総
務
幹

調
整
幹

管
理
主
幹

主
席
指
導
主
事

主
席
社
会
教
育
主
事

教
育
事
務
所
室
長

主
席
管
理
主
事

教
育
主
幹

主
席
司
書
主
幹

主
席
学
芸
主
幹

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
副
館
長



嵐
山
史
跡
の
博
物
館
副
館
長

自
然
の
博
物
館
副
館
長

川
の
博
物
館
副
館
長

文
書
館
副
館
長

げ
ん
き
プ
ラ
ザ
副
所
長

伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
事
務
局
長

大
宮
中
央
高
等
学
校
事
務
局
長

五
種

県
立
学
校
事
務
部
長

六
種

伊
奈
学
園
総
合
高
等
学
校
事
務
局
次
長

大
宮
中
央
高
等
学
校
事
務
局
次
長

県
立
学
校
事
務
室
長

県
立
学
校
事
務
長

七
種

警
察
本
部

参
事
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

一
種

財
務
局
長

二
種

組
織
犯
罪
対
策
局
長

運
転
免
許
本
部
長

方
面
本
部
長

参
事

参
事
官

理
事
官

警
察
学
校
長

警
察
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、
大
宮
、

大
宮
東
、
大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、

新
座
、
草
加
、
上
尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、

所
沢
、
狭
山
、
西
入
間
、
飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、

熊
谷
、
深
谷
、
加
須
、
岩
槻
、
春
日
部
、
越
谷
、

久
喜
、
吉
川
）

警
察
本
部
の
課
（
室
・
所
・
隊
）
長

三
種

監
察
官

聴
聞
官

管
理
官

訟
務
官

主
席
師
範

総
括
調
査
官



市
警
察
部
副
部
長

市
警
察
部
の
課
長

方
面
本
部
副
本
部
長

警
察
学
校
副
校
長

警
察
署
長

警
察
署
副
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、

大
宮
、
大
宮
東
、
大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、

新
座
、
草
加
、
上
尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、

所
沢
、
狭
山
、
西
入
間
、
飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、

熊
谷
、
深
谷
、
加
須
、
岩
槻
、
春
日
部
、
越
谷
、

久
喜
、
吉
川
）

主
席
調
査
官
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限

四
種

る
。
）

主
席
指
導
官

主
席
専
門
官

公
安
委
員
会
室
長

取
調
べ
監
督
室
長

け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

音
楽
隊
長

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
室
長

照
会
セ
ン
タ
ー
所
長

留
置
セ
ン
タ
ー
所
長

監
査
室
長

装
備
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

採
用
セ
ン
タ
ー
所
長

犯
罪
被
害
者
支
援
室
長

企
画
調
整
室
長

現
任
教
養
推
進
室
長

生
活
安
全
指
導
室
長

地
域
安
全
対
策
推
進
室
長

生
活
安
全
特
別
捜
査
隊
長

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

環
境
犯
罪
対
策
室
長

地
域
指
導
室
長



航
空
隊
長

刑
事
指
導
室
長

捜
査
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

検
視
調
査
室
長

特
殊
詐
欺
捜
査
室
長

法
医
鑑
定
室
長

暴
力
団
排
除
対
策
室
長

交
通
安
全
対
策
推
進
室
長

放
置
駐
車
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
所
長

交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
所
長

外
事
特
別
捜
査
隊
長

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
長

次
席
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

特
別
機
動
警
察
隊
長

初
任
教
養
部
長

警
察
署
副
署
長

次
席

五
種

副
隊
長

術
科
教
養
部
長

監
査
事
務
局

事
務
局
長

一
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

主
席
監
査
員

四
種

人
事
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

参
事

二
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

副
課
長

四
種

労
働
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

一
種

参
事

二
種

副
事
務
局
長

三
種

課
長

副
課
長

四
種



収
用
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長

三
種

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



規 
 

則 
 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 
 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
七
三 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

給
料
表
の
適
用
範
囲
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
六
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
四
号
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、

同
条
中
第
五
号
を
第
八
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

五 

茶
業
研
究
所 

六 

水
産
研
究
所 

七 

寄
居
林
業
事
務
所 

別
表
第
三
保
健
師
の
項
中
「
職
員
健
康
支
援
課
」
を
「
職
員
健
康
支
援
課 
 
 
 
 
 
 
 

 

保
健
医
療
政
策
課
（
市
町
村
に
派
遣
さ

れ 
 
 
 
 
 
 
 

れ
る
者
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。 

 
 
 
 

附 

則 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 
 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
七
四 

宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

宿
日
直
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
六
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

別
表
中
「
農
業
大
学
校
」
を
削
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 
 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
九
七
五 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
七
二
四
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
五
条
第
三
項
及
び
第
八
条
第
二
項
中
「
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
「
農
業
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
」
に
改
め
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



規 
 

則 

 
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長 

馬 

橋 

隆 

紀 
 

 
 

 

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
一
二
七 

 
 

 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
一
二
―
六
）
の
一
部
を
次
の 

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
契
約
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
局
長
」 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
技
術
評
価
幹 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
企
画
幹
」 

及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
県
営
競
技
事
務
所
の
項
を
削
り
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域

機
関
環
境
科
学
国
際
セ
ン
タ
ー
の
項
職
の
欄
中
「
研
究
企
画
幹
」
及
び
「
副
研
究
所
長
」
を
削
り
、

同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
項
職
の
欄
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
セ
ン
タ
ー
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
セ
ン
タ
ー
長
」 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
産
業
技
術
情
報
幹 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

北
部
研
究
所
長 

」 

 
 

   

表
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を 

       

「 

「 

」 

 

農
林
総
合 

 

研
究
セ
ン 

 

タ
ー 

 

所
長 

 

副
所
長 

 

畜
産
研
究
所
長 

 

森
林
・
緑
化
研
究
所
長 

 

研
究
所
長 

 

総
務
部
長 

 

担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る 

 

も
の
に
限
る
。
） 

 

農
業
技
術 

 

研
究
セ
ン 

 

タ
ー 

 

所
長 

 

副
所
長 

 

部
長
及
び
担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を 

 

所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

寄
居
林
業 

 

事
務
所 

 

所
長 

 

副
所
長 

 

森
林
研
究
室
長 

 

別
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
本
庁
の
項
職
の
欄
中
「
契
約
局
長
」
を 

 
 

 
 

 
 

 

に
、 

「
技
術
評
価
幹
」
を 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

に
改
め
、
「
副
総
合
調
整
幹
」
を
削
り
、
同
表
知
事 

「
セ
ン
タ
ー
長
」
を 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者
地
域
機
関
産
業 

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
項
職
の
欄
中
「
北
部
研
究
所
長
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
改
め
、
同 



     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
、
同
表
知
事
及
び
会
計
管
理
者 

    

地
域
機
関
そ
の
他
の
地
域
機
関
の
項
職
の
欄
中
「
副
所
長
」
、
「
副
園
長
」
及
び
「
副
校
長
」
の

下
に
「
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
表
教
育
委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
教
育
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
教
育
長
」 

第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

 

農
業
技
術 

 

研
究
セ
ン 

 

タ
ー 

 

所
長 

 
副
所
長 

 

部
長
及
び
担
当
部
長
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
務
を 

 

所
掌
す
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

寄
居
林
業 

 

事
務
所 

 

所
長 

 

副
所
長 

 

森
林
研
究
室
長 

 

」 

会
教
育
局
本
局
の
項
職
の
欄
中 

 
 

 
 

 

を
「
副
教
育
長
」
に
改
め
、
同
表
備
考
第
一
項
中 



 

訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本

庁 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地

域

機

関 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
四
十
二
年
埼
玉
県
訓
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
契
約
局
長
」
の
下
に
「
、
ス
ポ
ー
ツ
局
長
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
三
号



 
 

 
 

 
 

 

訓 
 

令 

 

本 
 
 
 
 
 
 
 
 

庁 
 
 
 

地

域

機

関 
 
 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
埼
玉
県
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
広
聴
広
報
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

     

 

別
表
花
と
緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

男
女
共

同
参
画

課
 

 

Ｄ
Ｖ
対
策

の
業
務
に

従
事
す
る

職
員
 

上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 

上
に
同
じ
。
 

全
職
員
 

埼
玉
県
訓
令
第
四
号



 
 

 
 

 
 

 

訓 
 

令 

 

 
 

本

 
 
 

庁 
 
 
 

地

域

機

関 
 
 
 

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

技
能
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
四
年
埼
玉
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
中
農
業
大
学
校
の
項
を
削
り
、
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

    

 
 
 

附 

則 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

農
業
技

術
研
究

セ
ン
タ
ー
 

 

家
畜
の
飼

育
の
業
務

に
従
事
す

る
職
員
 

上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 
上
に
同
じ
。
 

埼
玉
県
訓
令
第
五
号



訓 
 

令 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本 
 

 
 

 

庁 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地 

域 

機 

関 
 

 
 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
訓
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改 

正
す
る
。 

 

別
表
課
の
文
書
記
号
の
表
青
少
年
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
振 

 

別
表
課
の
文
書
記
号
の
表
中 

国
際
ス
ポ
ー
ツ
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

国
ス 

 
 

 
 

を 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
課 

 
 

オ
リ
パ 

 
 

に
、 

高
齢
介
護
課 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
齢
者
福
祉
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地
域
包
括
ケ
ア
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地 

福 
 

 
 

 

ケ 
  

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
埼
玉
県
春
日
部
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え 

る
。 

 

埼
玉
県
農
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

農
技
研 

 

別
表
所
の
文
書
記
号
の
表
埼
玉
県
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
り
、
同
表
埼
玉
県
花
と 

緑
の
振
興
セ
ン
タ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 

埼
玉
県
茶
業
研
究
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

茶
研 

 

埼
玉
県
水
産
研
究
所 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

水
研 

 
 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

「 

」 

「 

」 

「 

「 

」 

高
介 

を 

」
に
改
め
、
同
表
産
業
拠
点
整
備
課
の
項
を
削
る
。 

埼
玉
県
訓
令
第
六
号



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
二
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

関 

根 

郁 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の 

 
 

 

一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和

五
十
六
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
三
第
一
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
中
２
を
３
と
し
、
同
欄
１
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
」

を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
１
を
２
と
し
、
同
欄
に
１
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

１ 

地
教
行
法
第
一
条
の
四
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
知
事
に
対
し
て
総
合
教
育
会
議
の
招
集

を
求
め
る
こ
と
。 

 

別
表
第
四
教
育
総
務
部
の
表
教
職
員
課
の
項
第
四
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
２
中
「
選
任
」
の

下
に
「
し
、
又
は
解
任
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
１
中
「
選
任
し
」
の
下

に
「
、
解
任
し
」
を
加
え
、
同
欄
３
中
「
取
消
」
を
「
取
消
し
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
保
健
体
育
課
の
項
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号

と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

     

別
表
第
四
県
立
学
校
部
の
表
保
健
体
育
課
の
項
中
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と

し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

     

三 

埼
玉
県
立
学
校

体
育
施
設
開
放
に

関
す
る
事
務 

 
 

体
育
施
設
の
開
放
を
行
う
県

立
学
校
を
指
定
す
る
こ
と
。 

一 

ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
七
十
八

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

法
第
十
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
地
方
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
を
定
め
、
又
は

こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
知
事
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
。 

 

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
補
助
金
（
学
校
に
お
け
る

体
育
に
関
す
る
事
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
の
交
付
に
つ
い
て
、

埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
意
見
を
求
め
る
こ
と
。 



    

別
表
第
四
市
町
村
支
援
部
の
表
義
務
教
育
指
導
課
の
項
第
二
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
２
中

「
市
町
村
教
育
委
員
会
の
」
を
「
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
義
務
教
育
諸
学
校
（
公
立
の
義
務
教

育
諸
学
校
を
除
く
。
）
の
校
長
の
行
う
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
四
市
町
村
支
援
部
の
表
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
項
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
が
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
在
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の

訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決

裁
に
関
す
る
規
程
別
表
第
三
第
一
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
２
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
訓

令
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
委
任
及
び
決
裁

に
関
す
る
規
程
別
表
第
三
第
一
号
教
育
長
決
裁
事
項
の
欄
１
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有

す
る
。 

  

一 

ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
七
十
八

号
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務 

 

法
第
十
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
地
方
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
を
定
め
、
又
は

こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
に

つ
い
て
知
事
に
意
見
を
述

べ
る
こ
と
。 

 

法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
補
助
金
（
学
校
に
お
け
る

体
育
に
関
す
る
事
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）
の
交
付
に
つ
い
て
、

埼
玉
県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

の
意
見
を
求
め
る
こ
と
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
三
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

関 

根 

郁 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
を
廃
止
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
六
十
一
年
埼
玉
県
教
育
委
員

会
教
育
長
訓
令
第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
六
条
第

一
項
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
が
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
在
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の

訓
令
に
よ
る
廃
止
前
の
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
職
務
代
理
に
関
す
る
訓
令
の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
局 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県
立
教
育
機
関 

 
 

 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

関 

根 

郁 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
特
定
記
録
郵
便
物
」
を
「
、
特
定
記
録
郵
便
物
、
交
付
記
録

郵
便
物
及
び
配
達
日
指
定
郵
便
物
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
三
条
見
出
し
中
「
教
育
委
員
会
委
員
長
」
を
「
教
育
長
」
に
、
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に

改
め
、
同
条
中
「
教
育
委
員
会
委
員
長
、
」
を
削
り
、
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
八
条
第
一
項
中
「
、
教
育
委
員
会
委
員
長
名
」
を
削
る
。 

                 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

別
表
第
一
本
局
の
項
中 

教

育

政

策

課 

教 

政 

「

」
を

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
課 
教

育

政

策

課 

 

「

魅
力
あ
る
高 

づ
く
り
課 

教

育

政

策

課 

教 

魅 

教 

政 

に
、

」

ス

ポ

ー

ツ

振

興

課 

生
涯
学
習
文
化
財
課 

教 

ス 

教
生
文 

「

」
を

生

涯

 
化

財

課

「

生

涯

学

習

文

化

財

課 

教
生
文 

県

立

浦

和

図

書

館

 

県
立
総
合
教
育
セ
ン 

ー 

に
改
め
、
同
表
教
育
機
関
の
項
中 

」

「

県
立
浦 

 

館 

県
育
ン   

タ
ー 

浦 

図 

総 

セ 

」
を 

県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー 

総 

セ 

「

」
に
改
め
る
。 



２ 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六 

 
年
法
律
第
七
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
教
育 

 
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
六
条
第 

 

一
項
の
教
育
委
員
会
の
教
育
長
が
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
在
職
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の 

 

訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
教
育
局
等
文
書
管
理
規
程
第
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及 

 

び
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
教
育
局
等
文 

 

書
管
理
規
程
第
十
三
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の 

 

効
力
を
有
す
る
。 



訓 
 

令 

 
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
五
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

県 

立 

学 

校 

 

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

関 

根 

郁 

夫 

 
 

 

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

埼
玉
県
立
学
校
文
書
管
理
・
公
印
規
程
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
訓
令
第
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
特
定
記
録
郵
便
物
」
を
「
、
特
定
記
録
郵
便
物
、
交
付
記
録

郵
便
物
及
び
配
達
日
指
定
郵
便
物
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

幸 

商 

高 

幸 

商 

高 

「 

「 

 



訓  令 

埼玉県警察本部訓令第19号 

 埼玉県警察本部長の保有する個人情報の保護等に関する訓令の一部を改正する訓令を次のよ

うに定める。 

 平成27年３月31日 

                       埼玉県警察本部長 杵 淵 智 行 

  埼玉県警察本部長の保有する個人情報の保護等に関する訓令の一部を改正する訓令 

埼玉県警察本部長の保有する個人情報の保護等に関する訓令（平成18年埼玉県警察本部訓令

第14号）の一部を次のように改正する。 

 第10条第１項第１号ア中「宅地建物取引主任者証」を「宅地建物取引士証」に改める。 

   附 則 

 この訓令は、平成27年４月１日から施行する。 

 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
組
織
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
の
表
局
の
部
管
理
部
長
の
項
及
び
水
道
部
長
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

水
道
部
長

管
理
部
長

上
司
の
命
を
受
け
、

工
業
用
水
道
事
業
及
び
水
道
事
業
に

関
す
る
事
務
そ
の
他
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌
理
し
、

こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

職
員
を
指
揮
監
督
す

る
。

上
司
の
命
を
受
け
、

局
の
事
務
の
総
合
的
調
整
、

事
業
の

総
合
企
画
、

工
事
の
監
督
及
び
検
査
、

職
員
の
人
事
、

組

織
、

服
務
、

予
算
決
算
の
そ
の
他
会
計
事
務
、

地
域
整
備

事
業
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、

こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

職
員
を
指
揮

監
督
す
る
。

 

第
三
条
第
二
項
の
表
局
の
部
企
画
参
事
の
項
を
削
る
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
給
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
三
本
庁
の
項
中
「
企
画
参
事
」
を
削
る
。 

別
表
第
五
職
の
項
中
「
企
画
参
事
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
三
号 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
職
員
就
業
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
企
画
参
事
、
」
を
削
る
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
四
号 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
事
務
の
委
任
及
び
決
裁
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
五
十
二
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管

理
規
程
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
、
企
画
参
事
」
を
削
る
。 

 

第
八
条
中
「
、
企
画
参
事
」
を
削
る
。 

別
表
第
三
管
理
者
決
裁
事
項
の
欄
中
「
、
企
画
参
事
」
を
削
り
、
同
表
局
長
、
企
画
参
事
及
び

参
事
の
専
決
事
項
の
欄
中
「
、
企
画
参
事
」
を
削
り
、
同
欄
８
、
12
、
14
、
16
及
び
19
中
「
、

技
術
評
価
幹
」
を
削
り
、
同
欄
20
中
「
及
び
企
画
参
事
」
を
削
る
。 

別
表
第
四
中
「
、
企
画
参
事
」
及
び
「
、
技
術
評
価
幹
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
倫
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
企
業
局
職
員
倫
理
規
程
（
平
成
十
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
四
項
第
二
号
中
「
企
画
参
事
、
」
を
削
る
。 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
六
号 

 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 
 

 
 

 
 

 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る 

規
程 

 

公
営
企
業
管
理
者
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
公 

営
企
業
管
理
規
程
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
七
号 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
者 

松 

岡 
 

 

進 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
公
営
企
業
財
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
公
営
企
業
管
理
規
程
第
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

目
次
中
「
第
四
章 

た
な
卸
資
産
会
計 

第
五
節 

処
分
（
第
七
十
八
条
―
第
八
十
一
条
の
二

）
」
を
「
第
四
章 

た
な
卸
資
産
会
計 
第
五
節 

処
分
（
第
七
十
八
条
―
第
八
十
一
条
の
三
）

」
に
改
め
る
。 

第
二
十
一
条
中
「
権
限
」
の
下
に
「
（
埼
玉
県
債
権
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二

十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
四
号
。
第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
に
お
い
て
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
七

条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
放
棄
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
二
十
九
条
の
五
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
債
権
の
放
棄
） 

第
二
十
九
条
の
六 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
債
権
の
放
棄
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に

掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
伺
書
に
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
参
考
資
料
を
添
え
て
局
長
の
決
裁
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

債
権
の
名
称 

二 

債
務
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
団
体
の
場
合
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
そ
の
名 

称
及
び
代
表
者
の
氏
名
） 

三 

債
権
金
額 

四 

債
権
を
放
棄
し
よ
う
と
す
る
理
由 

五 

債
権
の
発
生
及
び
徴
収
に
係
る
履
歴 

六 

そ
の
他
必
要
な
事
項 

２ 

管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
債
権
を
放
棄
し
た
と
き
は
、
知
事
に
報
告
す
る
も
の
と
す

る
。 

 

第
四
章
第
五
節
中
第
八
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
た
な
卸
資
産
以
外
の
物
品
の
所
管
換
え
又
は
所
属
換
え
に
関
す
る
規
定
の
準
用
） 

第
八
十
一
条
の
三 

第
八
十
三
条
の
二
第
一
号
、
第
八
十
三
条
の
七
の
規
定
は
、
た
な
卸
資
産
の

所
管
換
え
又
は
所
属
換
え
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第
百
四
十
一
条
中
「
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
る
。 



第
百
四
十
二
条
第
一
項
、
第
百
四
十
七
条
第
一
項
、
第
百
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
五
十
三

条
第
一
項
中
「
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
、
「
財
務
課
長
」
を
「
所
管
の
部
長
を
経

て
、
局
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
財
務
課
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
、
「
局
長
の
審
査
を
得
て
」
を

削
る
。 

第
百
四
十
三
条
第
二
項
中
「
財
務
課
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
四
条
第
一
項
中
「
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
四
条
第
二
項
を
削
る
。 

第
百
四
十
五
条
中
「
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
、
「
第
二
項
」
を
削
り
、
「
財
務

課
長
」
を
「
所
管
の
部
長
を
経
て
、
局
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
六
条
の
見
出
し
中
「
配
当
及
び
令
達
」
を
「
配
当
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
財
務
課
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
、
「
局
長
の
決
裁
を
受
け
て
」

を
削
り
、
「
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
四
十
六
条
第
二
項
を
削
る
。 

第
百
四
十
七
条
第
二
項
中
「
財
務
課
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
、
「
局
長
の
決
裁
を
受
け
、
当

該
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
五
十
二
条
第
二
項
、
第
百
五
十
三
条
第
二
項
中
「
財
務
課
長
」
を
「
局
長
」
に
改
め
る
。 

第
百
五
十
四
条
中
「
部
長
」
を
「
課
長
及
び
所
長
」
に
改
め
、
「
財
務
課
長
」
の
上
に
「
所
管

の
部
長
を
経
て
、
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
二
中 

              



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 

                 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
                       

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額

 

款
 

              
受
贈
財
産
評
価
額

 
 

寄
 

 
附

 
 
金

 
 

工
 
事

 
負

 
担

 
金

 
 

国
 
庫

 
補

 
助

 
金

 
 

他
会
計
補
助
金

 
   

受
贈
財
産
評
価
額

 
寄

 
 
附

 
 
金

 
工

 
事

 
負

 
担

 
金

 
国

 
庫

 
補

 
助

 
金

 
他
会
計
補
助
金

 

項
 

 

目
 

 

節
 

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
る
た
め
の
補
助
金
、
負

担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
交
付
を
受
け
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
交
付
を
受

け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
及

び
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改

良
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し

た
企
業
債
の
元
金
の
償
還
に

要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め

一
般
会
計
又
は
他
の
特
別
会

計
か
ら
繰
入
れ
を
行
っ
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
繰
入
金
の

額
 

償
却
資
産
の
贈
与
を
受
け
た

財
産
の
評
価
額

 
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
寄
附
金

 
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
工
事
負
担
金

 
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
国
庫
補
助
金

 
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
他
会
計
補
助
金

 

備
考

 



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
、 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 

  

              
受
贈
財
産
評
価
額

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
受
贈
財
産
評
価
額

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

寄
 

 
附

 
 
金

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
寄

 
 
附

 
 
金

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

工
 
事

 
負

 
担

 
金

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
工

 
事

 
負

 
担

 
金

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

国
 
庫

 
補

 
助

 
金

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
国

 
庫

 
補

 
助

 
金

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

他
会
計
補
助
金
 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
他
会
計
補
助
金
 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

 

款
 

 

項
 

 

目
 

 

節
 

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
る
た
め
の
補
助
金
、
負

担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
交
付
を
受
け
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
交
付
を
受

け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
及

び
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改

良
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し

た
企
業
債
の
元
金
の
償
還
に

要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め

一
般
会
計
又
は
他
の
特
別
会

計
か
ら
繰
入
れ
を
行
っ
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
繰
入
金
の

額
 

償
却
資
産
の
贈
与
を
受
け
た

財
産
の
評
価
額

 
   償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
寄
附
金

 
   償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
工
事
負
担
金

 
   償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
国
庫
補
助
金

 
   償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
他
会
計
補
助
金

 

備
考

 

 
営

 
業

 
外

 
費

 
用

 
 

   
支
払
利
息
及
び

 
企
業
債
取
扱
諸
費

 
         
雑

 
 
支

 
 
出

 

     
企

 
業

 
債

 
利

 
息

 
借

 
入

 
金

 
利

 
息

 
機

 
構

 
負

 
担

 
年

 
賦

 
金

 
利

 
息

 
施

 
設

 
購

 
入

 
年

 
賦

 
金

 
利

 
息

 
企
業
債
手
数
料
及

 
び

 
取

 
扱

 
費

 
リ
ー
ス
資
産
利
息

 
 
有
価
証
券
売
却
損

 
不
用
品
売
却
原
価

 
貸

 
倒

 
損

 
失

 
貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 
そ
の
他
雑
支
出

 

金
融
及
び
財
務
活
動
に
伴
う

費
用
及
び
固
有
の
営
業
活
動

に
係
る
費
用
以
外
の
費
用

 
        企
業
債
の
元
利
償
還
の
都
度

支
払
う
手
数
料
及
び
取
扱
費

 
      盗
難
、
火
災
等
の
財
産
偶
発
損

等
を
計
上
す
る
。

 



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

別
表
第
三
中 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 

     

 
営

 
業

 
外

 
費

 
用

 
 

  
 

支
払
利
息
及
び

 
企
業
債
取
扱
諸
費

 
         
減

 
価

 
償

 
却

 
費

 
    
雑

 
 
支

 
 
出

 

     
企

 
業

 
債

 
利

 
息

 
借

 
入

 
金

 
利

 
息

 
機

 
構

 
負

 
担

 
年

 
賦

 
金

 
利

 
息

 
施

 
設

 
購

 
入

 
年

 
賦

 
金

 
利

 
息

 
企
業
債
手
数
料
及

 
び

 
取

 
扱

 
費

 
リ
ー
ス
資
産
利
息

 
 
有

 
形

 
固

 
定

 
資
産
減
価
償
却
費

 
無

 
形

 
固

 
定

 
資
産
減
価
償
却
費

 
 
有
価
証
券
売
却
損

 
不
用
品
売
却
原
価

 
貸

 
倒

 
損

 
失

 
貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 
そ
の
他
雑
支
出

 

金
融
及
び
財
務
活
動
に
伴
う

費
用
及
び
固
有
の
営
業
活
動

に
係
る
費
用
以
外
の
費
用

 
        企
業
債
の
元
利
償
還
の
都
度

支
払
う
手
数
料
及
び
取
扱
費

 
           盗
難
、
火
災
等
の
財
産
偶
発
損

等
を
計
上
す
る
。

 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
                 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額

 

款
 

              
受
贈
財
産
評
価
額

 
 

他
会
計
補
助
金

 
   

受
贈
財
産
評
価
額

 
他
会
計
補
助
金

 

項
 

 

目
 

 

節
 

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
る
た
め
の
補
助
金
、
負

担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
交
付
を
受
け
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
交
付
を
受

け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
及

び
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改

良
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し

た
企
業
債
の
元
金
の
償
還
に

要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め

一
般
会
計
又
は
他
の
特
別
会

計
か
ら
繰
入
れ
を
行
っ
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
繰
入
金
の

額
 

償
却
資
産
の
贈
与
を
受
け
た

財
産
の
評
価
額

 
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
他
会
計
補
助
金

 

備
考

 



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
、 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 

         

              
受
贈
財
産
評
価
額

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
受
贈
財
産
評
価
額

 
長

 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

他
会
計
補
助
金
 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
他
会
計
補
助
金
 

長
 
期

 
前

 
受

 
金

 
収
益
化
累
計
額
 

 

款
 

 

項
 

 

目
 

 

節
 

償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
る
た
め
の
補
助
金
、
負

担
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
交
付
を
受
け
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
交
付
を
受

け
た
金
額
に
相
当
す
る
額
及

び
償
却
資
産
の
取
得
又
は
改

良
に
充
て
る
た
め
に
起
こ
し

た
企
業
債
の
元
金
の
償
還
に

要
す
る
資
金
に
充
て
る
た
め

一
般
会
計
又
は
他
の
特
別
会

計
か
ら
繰
入
れ
を
行
っ
た
場

合
に
お
け
る
そ
の
繰
入
金
の

額
 

償
却
資
産
の
贈
与
を
受
け
た

財
産
の
評
価
額

 
   償
却
資
産
の
取
得
又
は
改
良

に
充
て
た
他
会
計
補
助
金

 

備
考

 

 
営

 
業

 
外

 
費

 
用

 
 

   
支
払
利
息
及
び

 
企
業
債
取
扱
諸
費

 
     
雑

 
 
支

 
 
出

 

     
企

 
業

 
債

 
利

 
息

 
借

 
入

 
金

 
利

 
息

 
企
業
債
手
数
料
及

 
び

 
取

 
扱

 
費

 
リ
ー
ス
資
産
利
息

 
 
有
価
証
券
売
却
損

 
不
用
品
売
却
原
価

 
貸

 
倒

 
損

 
失

 
貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 
雑

 
 
支

 
 
出

 

金
融
及
び
財
務
活
動
に
伴
う

費
用
及
び
固
有
の
営
業
活
動

に
係
る
費
用
以
外
の
費
用

 
    企
業
債
の
元
利
償
還
の
都
度

支
払
う
手
数
料
及
び
取
扱
費

 
      盗
難
、
火
災
等
の
財
産
偶
発
損

等
を
計
上
す
る
。

 



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

別
表
第
七
中 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 

           

 
営

 
業

 
外

 
費

 
用

 
 

   
支
払
利
息
及
び

 
企
業
債
取
扱
諸
費

 
     
減

 
価

 
償

 
却

 
費

 
    
雑

 
 
支

 
 
出

 

     
企

 
業

 
債

 
利

 
息

 
借

 
入

 
金

 
利

 
息

 
企
業
債
手
数
料
及

 
び

 
取

 
扱

 
費

 
リ
ー
ス
資
産
利
息

 
 
有

 
形

 
固

 
定

 
資
産
減
価
償
却
費

 
無

 
形

 
固

 
定

 
資
産
減
価
償
却
費

 
 
有
価
証
券
売
却
損

 
不
用
品
売
却
原
価

 
貸

 
倒

 
損

 
失

 
貸
倒
引
当
金
繰
入
額

 
雑

 
 
支

 
 
出

 

金
融
及
び
財
務
活
動
に
伴
う

費
用
及
び
固
有
の
営
業
活
動

に
係
る
費
用
以
外
の
費
用

 
    企
業
債
の
元
利
償
還
の
都
度

支
払
う
手
数
料
及
び
取
扱
費

 
           盗
難
、
火
災
等
の
財
産
偶
発
損

等
を
計
上
す
る
。

 

４
 
支
出
予
算
の
配
当
と
異
な
る
執
行
に
係
る
伺
書
は
、
執
行
し
よ
う
と
す
る
費
目
等
に
応
じ
た
別
表
第
７
の
２
に
定
め

 
る
区
分
よ
り
上
位
の
区
分
に
従
い
決
裁
し
、
総
務
課
長
及
び
財
務
課
長
に
合
議
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
５

 
重
要
、
異
例
そ
の
他
特
殊
な
執
行
に
係
る
伺
書
は
、
総
務
課
長
及
び
財
務
課
長
に
合
議
の
上
、
局
長
を
経
て
管
理
者

 
の
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
６

 
契
約
を
伴
う
支
出
予
算
の
執
行
の
う
ち
、
当
該
契
約
の
執
行
予
定
額
が
、
第

1
3
7
条
の
２
に
定
め
る
随
意
契
約
に
よ

 
る
こ
と
が
で
き
る
予
定
価
格
と
し
て
定
め
る
額
を
超
え
る
も
の
に
係
る
伺
書
は
、
執
行
し
よ
う
と
す
る
費
目
等
に
応
じ

 
た
別
表
第
７
の
２
に
定
め
る
区
分
に
従
い
決
裁
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

３
 
土
地
の
買
入
れ

 
又
は
地
上
権
の

 
設
定
（
買
入
れ
又

 
は
設
定
の
委
託

 
を
含
む
。
）

 

7
,
0
0
0
万
円

 
以
上
又
は

 
2
0
,
0
0
0
㎡

 
以
上

 

6
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 
7
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

5
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 
6
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

5
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 
5
,
0
0
0
万
円
以
上

 



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

 

別
表
第
七
の
二
中 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 

          ６
 
契
約
を
伴
う
支
出

 
予
算
の
執
行
の
う
ち

 
、
当
該
契
約
の
執
行

 
予
定
額
が
、
第

1
3
7
 

条
の
２
に
定
め
る
随

 
意
契
約
に
よ
る
こ
と

 
が
で
き
る
予
定
価
格

 
と
し
て
定
め
る
額
を

 
超
え
る
も
の

 

５
 
重
要
、
異
例
そ
の

 
他
特
殊
な
執
行

 

４
 
支
出
予
算
の
配
当

 
と
異
な
る
執
行

 

３
 
土
地
の
買
入
れ

 
又
は
地
上
権
の

 
設
定
（
買
入
れ
又

 
は
設
定
の
委
託

 
を
含
む
。
）

 

  
執
行
し
よ
う
と
す
る
費
目
等
に
応
じ
た
別
表
第
７
の
２
に
定
め
る
区
分

に
従
い
決
裁
を
受
け
る

 

金
額
の
区
分
な

く
管
理
者
決
裁

 

執
行
し
よ
う
と
す
る
費
目
等
に
応
じ
た
別
表
第
７
の
２
に
定
め
る
区
分

よ
り
上
位
の
区
分
に
従
い
決
裁
を
受
け
る

 

7
,
0
0
0
万
円

 
以
上
又
は

 
2
0
,
0
0
0
㎡

 
以
上

 

 

6
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 
7
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

 

5
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 
6
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

 

5
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

  リ
ー
ス
資
産
の

 
取
得
に
係
る

 
経
費
に
つ
い
て
、

 
全
て
の
案
件

 

全
て
の
案
件

 

 
全
て
の
案
件

 

5
,
0
0
0
万
円
以
上

 

委
 

  
託

 
  
料

 そ
の
他

の
場
合

 

施
設
の

運
転
、

管
理

 

建
設
工

事
の
設

計
調
査

、
測
量

又
は
監

理
の
委

託
 

  

1
億
円
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

 

5
,
0
0
0
万
円

以
上

1
億
円

未
満

 

5
0
0
万
円

 
以
上

1
,
0
0
0

万
円
未
満

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

5
,
0
0
0

万
円
未
満

 

5
0
0
万
円

 
未
満

 

1
,
0
0
0
万
円

未
満

 

1
,
0
0
0
万
円

未
満

 

△
 

△
 

△
 

5
0
0
万
円

 
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

5
0
0
万
円

 
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

   



「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
、 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を
、 

「 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

別
表
第
七
の
二
の
備
考
中 

委
 

 
託

 
 
料

 そ
の
他

の
場
合

 

施
設
の

運
転
、

管
理
（

浄
水
場

維
持
管

理
一
括

委
託
以

外
の
も

の
）
及

び
浄
水

発
生
土

の
処
分

、
収
集

運
搬

 

施
設
の

運
転
、

管
理
（

浄
水
場

維
持
管

理
一
括

委
託
）

 

建
設
工

事
の
設

計
調
査

、
測
量

又
は
監

理
の
委

託
 

  

○
 

1
億
円
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

  

5
,
0
0
0
万
円

以
上

1
億
円

未
満

 

5
0
0
万
円

 
以
上

1
,
0
0
0

万
円
未
満

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

5
,
0
0
0

万
円
未
満

 

5
0
0
万
円

 
未
満

 

1
,
0
0
0
万
円

未
満

 

 

1
,
0
0
0
万
円

未
満

 

△
 

△
 

△
 

△
 

5
0
0
万
円

 
以
上

 

1
,
0
0
0
万

円
以
上

 

○
 

1
,
0
0
0
万

円
以
上

 

5
0
0
万
円

 
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

○
 

1
,
0
0
0
万
円

以
上

 

    

固
定
資
産

の
取
得
に

係
る
経
費

の
う
ち
上

記
費
目
等

以
外
の
も

の
 

2
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 
2
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

3
0
0
万
円

 
以
上

 
1
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

3
0
0
万
円

 
未
満

 

 
△

 
1
0
0
万
円

 
未
満
の
も
の

 
◎

 

3
0
0
万
円

 
以
上

 
車
両
運
搬

具
の
購
入

に
あ
っ
て

は
1
0
0
万

円
以
上

 

3
0
0
万
円

 
以
上

 
車
両
運
搬

具
の
購
入

に
あ
っ
て

は
1
0
0
万

円
以
上

 

 

固
定
資
産

（
リ
ー
ス

資
産
を
含

む
。
）
の
取

得
に
係
る

経
費
の
う

ち
上
記
費

目
等
以
外

の
も
の

 

2
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 

1
,
0
0
0
万
円

 
以
上

 
2
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

3
0
0
万
円

 
以
上

 
1
,
0
0
0
万
円

 
未
満

 

3
0
0
万
円

 
未
満

 

 
△

 
1
0
0
万
円

 
未
満
の
も
の

 
◎

 

3
0
0
万
円

 
以
上

 
車
両
運
搬

具
の
購
入

に
あ
っ
て

は
1
0
0
万

円
以
上

 

3
0
0
万
円

 
以
上

 
車
両
運
搬

具
の
購
入

に
あ
っ
て

は
1
0
0
万

円
以
上

 

 



「 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 「 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

 

別
表
第
七
の
三
中 

「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

を 「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 

に
改
め
る
。 

負
担
金
及
び
交
付
金

 
契
約
締
結
の
と
き
又
は

 
請
求
の
あ
っ
た
と
き
。

 
契
約
金
額
又
は

 
請
求
の
あ
っ
た
金
額

 
 

負
担
金
及
び
交
付
金

 
契
約
締
結
の
と
き
、
請
求

 
の
あ
っ
た
と
き
又
は
交

 
付
決
定
の
と
き
。

 

契
約
金
額
、
請
求
の
あ
っ
た

 
金
額
又
は
交
付
決
定
金
額

 
 

 
５

 
こ
の
表
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
で
定
め
る
長
期
継
続
契
約
及
び
不
動
産
の

 

 
借
入
れ
に
係
る
長
期
継
続
契
約
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
決
裁
及
び
合
議
区
分
に

 

掲
げ
る
額
を
、
当
該
契
約
の
契
約
年
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
読
み
替
え
て
こ
の
表
を

 

適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 
５

 
こ
の
表
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
条
例
で
定
め
る
長
期
継
続
契
約
及
び
不
動
産
の

 

 
借
入
れ
に
係
る
長
期
継
続
契
約
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
決
裁
及
び
合
議
区
分
に

 

掲
げ
る
額
を
、
当
該
契
約
の
契
約
年
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
読
み
替
え
て
こ
の
表
を

 

適
用
す
る
も
の
と
す
る
。
（
リ
ー
ス
資
産
の
取
得
に
係
る
経
費
を
除
く
。
）

 



様
式
第
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



様
式
第
十
七
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
十
八
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
六
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
六
十
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



様
式
第
六
十
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
七
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
七
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
七
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
七
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



 

様
式
第
七
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

 

  



様
式
第
八
十
七
号
（
二
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

                            
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

     



様
式
第
八
十
九
号
（
二
）
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

                             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
程
に
よ
る
別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
度
決
算
か
ら
適
用

す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
三
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
組
織
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

名
称 

組
織 

 

 
部
科
室
及
び
セ
ン
タ
ー

名 

担
当
名 

 

 

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー 

循
環
器
内
科 

 
 

 

 

心
臓
外
科 

 
 

 

 
 

血
管
外
科 
 

 

 
 

 

放
射
線
科 

 
 

 

 
 

 

呼
吸
器
内
科 

 
 

 

 
 

 

呼
吸
器
外
科 

 
 

 

 
 

 

脳
神
経
外
科 

 
 

 

 
 

 

消
化
器
外
科 

 
 

 

 
 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科 

 
 

 

 
 

 

麻
酔
科 

 
 

 

 
 

 

病
理
診
断
科 

 
 

 

 
 

 

放
射
線
技
術
部 

 
 

 

 
 

 

検
査
技
術
部 

 
 

 

 
 

 

薬
剤
部 

 
 

 

 
 

 

栄
養
部 

 
 

 

 
 

 

実
験
検
査
部 

 
 

 

 
 

 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部 

 
 

 

 
 

 

臨
床
工
学
部 

 
 

 



 
 

 

看
護
部 

 
 

 

 
 

 

地
域
医
療
連
携
室 

 
 

 

 
 

 

事
務
局 

管
理
部 

総
務
・
職
員
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

管
財
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
担
当 

 

 
 

 
 

 

業
務
部 

医
事
・
経
営
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

用
度
担
当 

 

 
 

新
館
等
準
備
担
当 

 

 

が
ん
セ
ン
タ
ー 

血
液
内
科 

 
 

 

 
 

 

乳
腺
腫
瘍
内
科 

 
 

 

 
 

 

緩
和
ケ
ア
科 

 
 

 

 
 

 
精
神
腫
瘍
科 

 
 

 

 
 

 
消
化
器
内
科 

 
 

 

 
 

 

内
視
鏡
科 

 
 

 

 
 

 

消
化
器
外
科 

 
 

 

 
 

 

呼
吸
器
内
科 
 

 
 

 
 

 

胸
部
外
科 

 
 

 

 
 

 

乳
腺
外
科 

 
 

 

 
 

 

脳
神
経
外
科 

 
 

 

 
 

 

整
形
外
科 

 
 

 

 
 

 

形
成
外
科 

 
 

 

 
 

 

婦
人
科 

 
 

 

 
 

 

頭
頸
部
外
科 

 
 

 

 
 

 

皮
膚
科 

 
 

 

 
 

 

泌
尿
器
科 

 
 

 

 
 

 

歯
科
口
腔
外
科 

 
 

 

 
 

 

麻
酔
科 

 
 

 

 
 

 

放
射
線
治
療
科 

 
 

 

 
 

放
射
線
診
断
科 

 
 

 
 

 

病
理
診
断
科 

 
 

 

 
 

 

腫
瘍
診
断
・
予
防
科 

 
 

 

 
 

 

放
射
線
技
術
部 

 
 

 

 
 

 

検
査
技
術
部 

 
 

 



 
 

臨
床
工
学
部 

 
 

 
 

 

薬
剤
部 

 
 

 

 
 

 

栄
養
部 

 
 

 

 
 

 

看
護
部 

 
 

 

 
 

 

治
験
管
理
室 

 
 

 

 
 

 

地
域
連
携
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

 
 

 

 
 

緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

臨
床
腫
瘍
研
究
所 

 
 

 

 
 

 

図
書
館 

 
 

 

 
 

 

事
務
局 

管
理
部 

総
務
・
職
員
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

管
財
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
担
当 

 

 
 

 
 

 

業
務
部 

医
事
・
経
営
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

用
度
担
当 

 

 

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー 

総
合
診
療
科 
 

 
 

 
 

 

未
熟
児
・
新
生
児
科 

 
 

 

 
 

 

代
謝
・
内
分
泌
科 

 
 

 

 
 

 

腎
臓
科 

 
 

 

 
 

 

感
染
免
疫
・
ア
レ
ル
ギ

ー
科 

 
 

 

 
 

 

血
液
・
腫
瘍
科 

 
 

 

 
 

 

遺
伝
科 

 
 

 

 
 

 

精
神
科 

 
 

 

 
 

 

神
経
科 

 
 

 

 
 

 

循
環
器
科 

 
 

 

 
 

 

放
射
線
科 

 
 

 

 
 

 

外
科 

 
 

 

 
 

 

整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科 

 
 

 

 
 

 

形
成
外
科 

 
 

 

 
 

 

脳
神
経
外
科 

 
 

 

 
 

 

心
臓
血
管
外
科 

 
 

 



 
 

 

皮
膚
科 

 
 

 

 
 

 

泌
尿
器
科 

 
 

 

 
 

 

眼
科 

 
 

 

 
 

 

耳
鼻
咽
喉
科 

 
 

 

 
 

 

歯
科 

 
 

 

 
 

 

麻
酔
科 

 
 

 

 
 

 

病
理
診
断
科 

 
 

 

 
 

 

保
健
発
達
部 

 
 

 

 
 

 

放
射
線
技
術
部 

 
 

 

 
 

 

検
査
技
術
部 

 
 

 

 
 

 

薬
剤
部 

 
 

 

 
 

 

栄
養
部 

 
 

 

 
 

 
臨
床
工
学
部 

 
 

 

 
 

 

看
護
部 

 
 

 

 
 

治
験
管
理
室 

 
 

 
 

地
域
連
携
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー 

 
 

 
 

 

事
務
局 

管
理
部 
総
務
・
職
員
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 
管
財
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
担
当 

 

 
 

 
 

 

業
務
部 

医
事
・
経
営
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

用
度
担
当 

 

 
 

新
病
院
準
備
担
当 

 

 

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー 

第
一
精
神
科 

 
 

 

 
 

 

第
二
精
神
科 

 
 

 

 
 

 

第
五
精
神
科 

 
 

 

 
 

 

第
六
精
神
科 

 
 

 

 
 

 

第
七
精
神
科 

 
 

 

 
 

依
存
症
治
療
研
究
部 

 
 

 
 

 

外
来
・
地
域
支
援
科 

 
 

 

 
 

 

療
養
援
助
部 

 
 

 

 
 

 

検
査
部 

 
 

 

 
 

 

薬
剤
部 

 
 

 



 
 

 

栄
養
部 

 
 

 

 
 

 

看
護
部 

 
 

 

 
 

 

事
務
局 

管
理
業

務
部 

総
務
・
職
員
担
当 

 

 
 

 
 

 

管
財
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

医
事
・
経
営
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

会
計
担
当 

 

 
 

 
 

 
 

 

用
度
担
当 

 

  

第
九
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

組
織 

職 

職
務 

 

 

病
院 
病
院
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
当
該
機
関
が
分
掌
す
る

事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
所
属
の
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

セ
ン
タ
ー
付 
上
司
の
命
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
の
特
定
事
務

に
従
事
す
る
。 

 

 
 

 

循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー 

副
病
院
長 

病
院
長
を
助
け
、
事
務
局
及
び
地
域
医
療
連

携
室
の
事
務
を
除
く
病
院
の
事
務
の
う
ち
、

あ
ら
か
じ
め
病
院
長
か
ら
そ
の
監
督
及
び
整

理
に
つ
い
て
指
定
さ
れ
た
事
務
に
係
る
職
員

の
担
任
す
る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理

す
る
。 

 

 
 

 
 

 

地
域
医

療
連
携

室 

地
域
医
療
連

携
室
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
地
域
医
療
連
携
室
の
事

務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

が
ん
セ
ン
タ
ー 

副
病
院
長 

病
院
長
を
助
け
、
治
験
管
理
室
、
地
域
連
携
・

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、

臨
床
腫
瘍
研
究
所
、
図
書
館
及
び
事
務
局
の

事
務
を
除
く
病
院
の
事
務
の
う
ち
、
あ
ら
か

じ
め
病
院
長
か
ら
そ
の
監
督
及
び
整
理
に
つ

い
て
指
定
さ
れ
た
事
務
に
係
る
職
員
の
担
任

す
る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

治
験
管

理
室 

治
験
管
理
室

長 

上
司
の
命
を
受
け
、
治
験
管
理
室
の
事
務
を

掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職

員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 



 
 

 
 

 

地
域
連

携
・
相
談

支
援
セ

ン
タ
ー 

地
域
連
携
・

相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
地
域
連
携
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

緩
和
ケ

ア
セ
ン

タ
ー 

緩
和
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

臨
床
腫

瘍
研
究

所 
臨
床
腫
瘍
研

究
所
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
臨
床
腫
瘍
研
究
所
の
事

務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

図
書
館 

図
書
館
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
図
書
館
の
事
務
を
掌
理

し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を

指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

小
児
医
療
セ
ン
タ
ー 

副
病
院
長 
病
院
長
を
助
け
、
地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
及
び
事
務
局
の
事
務
を
除
く
病
院
の

事
務
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
病
院
長
か
ら
そ

の
監
督
及
び
整
理
に
つ
い
て
指
定
さ
れ
た
事

務
に
係
る
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督

し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 

 
 

 
 

地
域
連

携
・
相
談

支
援
セ

ン
タ
ー 

地
域
連
携
・

相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
地
域
連
携
・
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
事
務
を
掌
理
し
、
そ
の
事
務
を

処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー 

副
病
院
長 

病
院
長
を
助
け
、
事
務
局
の
事
務
を
除
く
病

院
の
事
務
の
う
ち
、
あ
ら
か
じ
め
病
院
長
か

ら
そ
の
監
督
及
び
整
理
に
つ
い
て
指
定
さ
れ

た
事
務
に
係
る
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監

督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 

 

事
務
局 

局
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
事
務
局
の
事
務
を
掌
理

し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を

指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

副
局
長 

局
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監

督
し
、
事
務
局
の
事
務
を
整
理
す
る
。 

 



 

部 

部
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
部
の
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮

監
督
す
る
。 

 

 
科 

科
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
科
の
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮

監
督
す
る
。 

 

  

第
九
条
第
二
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

組
織 

職 

職
務 

 

 

病
院 
医
療
安
全
管
理

室
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

医
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
処

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

病
院
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す
る
事
務
を
監
督

し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 

 
 

 

精
神
保
健
指
導

幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
困
難
な
精

神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
の
療
養
に
関
す
る
援

助
の
事
務
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事

務
に
つ
い
て
、
病
院
長
を
助
け
、
職
員
の
担
任
す

る
事
務
を
監
督
し
、
事
務
を
整
理
す
る
。 

 

 
 

副
室
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
す
る
と
と
も
に
、
当
該
指
定
事
項
に
つ
い
て
、

上
司
を
助
け
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
処
理
す
る
た

め
、
職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

主
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

医
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
高
度
の
医

療
技
術
を
必
要
と
す
る
診
療
等
の
事
務
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
診
療
等
の
事
務
の
総
括
の
事
務

に
従
事
す
る
。 

 

 
 

 

主
査 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

 



す
る
。 

 
 

 

医
員 

上
司
の
命
を
受
け
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
行
う

事
務
に
従
事
す
る
。 

 

 
循
環
器
・
呼
吸
器
病

セ
ン
タ
ー 

感
染
症
対
策
部

長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 

が
ん
セ
ン
タ
ー 

通
院
治
療
部
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 

小
児
医
療
セ
ン
タ

ー 

参
事 

上
司
の
命
を
受
け
、
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
新
病
院

の
運
営
に
係
る
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に

こ
れ
ら
の
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
の
事
務
を

掌
理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
所
属
の

職
員
を
指
揮
監
督
す
る
。 

 

 

部
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 

部
（
事
務
局
の
部
を

除
く
。
） 

主
席
技
師
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
極
め
て
高
度
の
知
識
、
経
験

等
を
必
要
と
す
る
特
に
困
難
な
診
療
放
射
線
技

師
又
は
臨
床
検
査
技
師
の
行
う
事
務
に
従
事
す

る
。 

 

 
 

 

副
部
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

技
師
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
高
度
の
知
識
、
経
験
等
を
必

要
と
す
る
特
に
困
難
な
栄
養
士
、
薬
剤
師
、
臨
床

検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
放
射
線
の
物
理

学
的
管
理
に
従
事
す
る
者
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
視
能
訓
練
士
、
臨
床
工
学
技
士
及
び
言

語
聴
覚
士
の
行
う
事
務
に
従
事
す
る
。 

 

 
 

 

主
査 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

す
る
。 

 



 
 

 

副
技
師
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
相
当
高
度
の
知
識
、
経
験
等

を
必
要
と
す
る
特
に
困
難
な
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
放
射
線
の

物
理
学
的
管
理
に
従
事
す
る
者
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
視
能
訓
練
士
、
臨
床
工
学
技
士
及

び
言
語
聴
覚
士
の
行
う
事
務
に
従
事
す
る
。 

 

 
 

 

看
護
師
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
病
棟
、
外

来
診
療
棟
等
に
お
け
る
看
護
事
務
に
従
事
す
る

と
と
も
に
、
当
該
事
務
の
総
括
の
事
務
に
従
事
す

る
。 

 

 

科 

部
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

副
部
長 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 

が
ん
セ

ン
タ
ー 

臨
床

腫
瘍

研
究

所 

主
席
主
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 

主
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

主
任
研
究
員 

上
司
の
命
を
受
け
、
極
め
て
高
度
の
専
門
的
技
術

の
研
究
に
従
事
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

専
門
研
究
員 

上
司
の
命
を
受
け
、
高
度
の
専
門
的
技
術
の
研
究

に
従
事
す
る
。 

 

 
 

 

図
書

館 

主
幹 

上
司
の
命
を
受
け
、
特
に
指
定
さ
れ
た
事
項
を
掌

理
し
、
そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
。 

 

 
 

 
 

 

主
査 

上
司
の
命
を
受
け
、
担
任
す
る
事
務
を
掌
理
し
、

そ
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
、
職
員
を
指
揮
監
督

す
る
。 

 

  
 

 

附 

則 



 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
局
職
員
給
与
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
六
イ
の
病
院
の
部
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
項
三
級
の
欄
中
「
地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
長
」
の
次
に
「
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
、
同
部
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー
の
項
四
級
の
欄

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

別
表
第
七
の
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
部
職
員
の
欄
中
「
及
び
地
域
連
携
・
相
談
支
援
業
務
」
を
「
、

地
域
連
携
・
相
談
支
援
業
務
及
び
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
八
イ
中
「 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 
 

」

を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
九
の
職
の
欄
中
「
地
域
連
携
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
長
」
の
次
に
「
緩
和
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
長
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  

参 
 

 

事 

１
４
，
４
０
０
円
 
１
４
，
３
０
０
円
 

１
６
，
０
０
０
円
 

１
５
，
９
０
０
円
 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
五
号 

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
病
院
事
業
財
務
規
程
（
平
成
十
四
年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
四
条
第
二
項
の
表
中
「
経
営
管
理
課
長
（
以
下
「
課
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
経
営
管
理
課

の
財
務
を
担
当
す
る
副
課
長
」
に
、
「
経
営
管
理
課
の
財
務
を
担
当
す
る
副
課
長
」
を
「
経
営
管

理
課
の
財
務
を
担
当
す
る
主
幹
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
一
条
第
二
項
中
「
課
長
」
を
「
経
営
管
理
課
長
（
以
下
「
課
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
課
長
」
を
「
副
課
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第

三
項
、
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
四
十
二
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
、
第
四

十
五
条
第
一
項
、
第
四
十
七
条
の
二
第
二
項
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
条
、
第
五
十
一
条
、
第
五

十
二
条
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
十
九
条
第
二
項
及
び
第

四
項
、
第
六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
五
条
、
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
六
十
八
条
第
一

項
中
「
課
長
」
を
「
副
課
長
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
二
十
八
条
第
一
項
中
「
職
員
は
、
」
の
下
に
「
管
理
者
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
」

を
加
え
る
。 

 

第
百
五
十
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

          
 

 
 

 
 



 

 

  
 

     

 行為の種別 行為を行う者 補助する者  

 支出負担行為 管理者 局長及び建設部長  

   局長及び病院建

設部長（以下「建

設部長」という。） 

課長及び建設課長  

   課長及び建設課

長 

所管の副課長、主幹及び主査  

   病院の長 事務局長、所管の部長、主幹及び主査  

 支出命令 局長 課長  

   課長 所管の副課長、主幹及び主査  

   病院の長 事務局長、所管の部長、主幹及び主査  

 支出負担行為に

関する確認 

副課長である企

業出納員 

財務を担当する主幹及び主査  

   管理部長である

企業出納員 

会計を担当する主幹及び主査  

 支出 副課長である企

業出納員 

財務を担当する主幹及び主査  

   管理部長である

企業出納員 

会計を担当する主幹及び主査  



別
表
第
一
中
収
益
及
び
繰
延
収
益
の
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  
  款 項 目 節 備考  

 病院事業

収益 

         

   医業収益     医業活動に係る収益  

     入院収益   入院医療に係る収益  

     外来収益   外来医療に係る収益  

     その他医

業収益 

     

       室料差額

収益 

上級室使用に係る室料差額の収

益 

 

       公衆衛生

活動収益 

各種の集団健康診断・予防接種等

の公衆衛生活動に係る収益 

 

       医療相談

収益 

人間ドック等個別的健康診断に

係る収益 

 

       受託検査

施設利用

収益 

受託検査料収入、医療設備又は器

械を他の医療機関に利用させた

場合等の収益 

 

       その他医

業収益 

消毒料、洗たく料、乗物使用料等

前記の科目に属さない収益 

 



   医業外収

益 

    金融及び財務活動に伴う収益、そ

の他の主たる医業活動以外の原

因から生ずる収益 

 

     受取利息

配当金 

預金利息 預貯金の利息、出資金に対する分

配金等 

 

       基金利息    

       有価証券

利息 

   

       配当金    

     他会計補

助金 

     

     補助金      

     負担金交

付金 

     

     消費税及

び地方消

費税還付

金 

     

     長期前受   地方公営企業法施行規則（昭和 27  



金戻入 年総理府令第 73 号。以下「則」

という。）第 21 条第２項又は第３

項の規定により償却した長期前

受金の額のうち医業外収益とし

て整理するもの 

       受贈財産

評価額長

期前受金

戻入 

 

       寄附金長

期前受金

戻入 

補助金長

期前受金

戻入 

 

       国庫補助

金長期前

受金戻入 

他会計補

助金長期

前受金戻

入 

   

       他会計負    



担金長期

前受金戻

入 

     その他医

業外収益 

     

       有価証券

売却収益 

   

       不用品売

却収益 

   

       その他医

業外収益 

   

   特別利益     当年度の経常的収益から除外す

べき収益 

 

     固定資産

売却益 

  固定資産の売却価額が当該固定

資産の売却時の帳簿価額を超え

る金額 

 

     過年度損

益修正益 

  前年度以前の損益の修正で利益

の性質を有するもの 

 

     その他特      



  

  
 

                       

       

別利益 



  

 款 項 目 節 備考  

 受贈財産

評価額長

期前受金 

         

 受贈財産

評価額長

期前受金

収益化累

計額 

         

 寄附金長

期前受金 

         

 寄附金長

期前受金

収益化累

計額 

補助金長

期前受金 

補助金長

期前受金

         



収益化累

計額 

 国庫補助

金長期前

受金 

         

 国庫補助

金長期前

受金収益

化累計額 

他会計補

助金長期

前受金 

他会計補

助金長期

前受金収

益化累計

額 

         

 他会計負

担金長期

         



 

                         

     
 

   

前受金 

 他会計負

担金長期

前受金収

益化累計

額 

         



 

別
表
第
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

 決裁及び合議

区分 
決裁区分 合議区分 

 

行為区分 

管理

者 
局長 

建設

部長 

課長

及び

建 設

課長 

病院

の長 
課長 

 

１ 建設工事

の起工 

（契約変

更を含む。） 

５億

円以

上 

３億

円以

上 

５億

円未

満 

１億

円以

上 

３億

円未

満 

１億

円未

満 

５億

円未

満 

１億円以上 

（契約変更額

が当初契約

金額の５％

以上となる

場合又は契

約変更額の

累計額が当

初契約金額

の５％以上

となる場合

を含む。） 

 ２ 建設工事 １億 5,000 1,000 1,000 １億 1,000万円以



 

                        

         

の設計、調

査、測量又

は監理の委

託 

円以

上 

万円

以上

１億

円未

満 

万円

以上

5,000

万円

未満 

万円

未満 

円未

満 

上 

 

３ 土地の買

入れ 

7,000

万円

以上 

6,000

万円

以上

7,000

万円

未満 

5,000

万円

以上

6,000

万円

未満 

5,000

万円

未満 

7,000

万円

未満 

5,000万円以

上 

 ４ 重要、異例その他特殊な執行に係る伺書（固定資産の買入れにあっては執行

予定額が7,000万円以上の伺書）は、課長に合議の上、局長を経て管理者の決裁

を受けなければならない。 

 ５ 建設工事の起工の変更に係る決裁及び合議については、減額変更の場合は減

額前の契約額によるものとし、増額変更の場合は増額後の契約額によるものと

する。 



別
表
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 区分 
決裁区分 

様式の区

分 

合議

区分 

 

科目等 

管理

者 
局長 

建設

部長 

課長

及び

建 

設課

長 

病院

の長 

△支出負

担行為

決議書 

課長  ◎支出伝

票又は

振替伝

票 

 １ 現金の

支出を伴

うもの 

      

○ ○ ◎ 

  

 (１) 給

与費 

        

  給料、手

当、報

酬、賃

金、退職

給付費、

        



法定福

利費 

 (２) 材

料費 

      

○ ○ ◎ 

  

  薬品費、

診療材

料費、給

食材料

費等 

        

  

医療消

耗備品

費 

      

○ ○ 

△   

        （100万

円未満

のもの

◎） 

  

 (３) 経

費 

      

○ ○ ◎ 

  

  厚生福

利費、賃

金、報償

        



費、旅費

交通費、

交際費、

光熱水

費、保険

料、通信

運搬費、

諸会費、

公課費 

  職員被

服費、消

耗品費、

消耗備

品費、燃

料費、食

糧費、印

刷製本

費、修繕

費、雑費 

      

○ ○ 

△   

        （100万

円未満

のもの

◎） 

  



  

賃借料 

    

 

 

 

 

 

 

 

100

万円

以上 

 

 

100

万円

未満 

○ 

△ 

1,00

0万

円以

上 

    （テレビ

受信料、

会場使

用（借

上）料、

寝具借

上料、自

動車使

用料、不

動産の

借入れ

に係る

長期継

続契約

による

もの及

び100万

円未満



のもの

◎） 

  委託料 

（施

設の

維持

に係

るも

の） 

   

1,00

0万

円以

上 

 

1,00

0万

円未

満 

○ △ 

1,00

0万

円以

上 

  （そ

の他） 

  200

万円

以上 

 200

万円

未満 

○ △ 1,00

0万

円以

上 

  負担金

補助及

び交付

金 

      ○ ○ △   

            （会議用

負担金、

研修参

加者負

担金及

  



び建物

の共益

費に係

る負担

金◎） 

 (４) 研

究研修

費 

      

○ ○ 

△   

  研究材

料費、図

書費、研

究雑費 

      （100万

円未満

のもの

◎） 

  

  謝金、旅

費 

      ○ ○ ◎   

 (５) 建

設改良

費 

５億

円以

上 

３億

円以

上５

億円

未満 

１億

円以

上３

億円

未満 

１億

円未

満 

５億

円未

満 

△ 

１億

円以

上   施設増

改築工

（事務経

費で100



事費 

（解体

等に係

る工事

を含む） 

万円未

満のも

の◎） 

  

うち委

託に係

るもの 

１億

円以

上 

5,00

0万

円以

上１

億円

未満 

1,00

0万

円以

上

5,00

0万

円未

満 

1,00

0万

円未

満 

１億

円未

満 

△ 

1,00

0万

円以

上 

 (６) 固

定資産

購入費 

 

 

 

7,00

0万

円以

上 

6,00

0万

円以

上

7,00

0万

5,00

0万

円以

上

6,00

0万

5,00

0万

円未

満 

7,00

0万

円未

満 

△ 

7,00

0万

円以

上 

 （100万

円未満

のもの

◎） 



 

 

うちリー

ス資産 

 

 

 

円未

満 

円未

満 

   

 

100

万円 

以上 

  

100

万円 

未満 

 ○    △ 
1,00

0 

万円 

以上 

 (７) 企

業債償

還金、支

払利息

及び企

業債取

扱諸費 

      

○   ◎ 

  

 (８) そ

の他の

もの 

      

○ ○ △ 

  

 ２ 現金の

支出を伴

      
○ ○ ◎ 

  



   

                        

       

わないも

の 

 備考 １ ○印は金額に制限なく当該欄の職にある者が決裁できることを示す。 

 ２ この表の定めにかかわらず、条例で定める長期継続契約（単価契約に該

当するものを除く。）によるものについては、支出負担行為決議書を使用

するものとする。 

３ この表の定めにかかわらず、条例で定める長期継続契約及び不動産の借

入れに係る長期継続契約によるものについては、決裁及び合議区分に掲げ

る額を、当該契約の契約年数を乗じて得た額に読み替えてこの表を適用す

るものとする。 

４ この表の定めにかかわらず、単価契約したものについては、支出伝票又

は振替伝票を使用することができる。 

５ この表の定めにかかわらず、支出伝票又は振替伝票を使用する場合は、

課長又は病院の長の決裁とする。 

６ 支出負担行為の変更に係る決裁については、減額変更の場合は減額前の

額により、増額変更の場合は増額後の額による。 

 



  
 
 

附 

則 

 
（
施
行
期
日
） 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第

五
の
改
正
規
程
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    

 



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
六
号 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
者 

名 

和 
 

 

肇 
 

 
 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程 

埼
玉
県
病
院
事
業
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
程
（
平
成
十
四

年
埼
玉
県
病
院
事
業
管
理
規
程
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
一
条
中
「
第
二
条
第
五
号
」
を
「
第
二
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。 

第
五
条
第
一
項
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

第
十
条
第
一
号
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
、
「
第
六
条
第
五
号
」
を
「
第
六
条

第
六
号
」
に
改
め
る
。 

第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
中
「
第
七
条
」
を
「
第
七
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
西
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.s

aitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
た
け
の
こ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ど
ろ
ん
こ
保
育
園 

三 

代
表
者
の
氏
名 

松 

永 

孝 

子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
入
間
市
上
藤
沢
五
百
四
十
七
番
地
一 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
入
間
市
在
住
及
び
近
隣
市
の
子
ど
も
に
対
し
、
必
要
な
保
育
及
び
教
育

の
場
を
提
供
し
、
乳
幼
児
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
を
設
置
・
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
間
市
在
住
及

び
近
隣
市
の
子
ど
も
に
対
し
、
必
要
な
保
育
及
び
教
育
の
場
を
提
供
し
、
乳
幼
児
の
健
全
育
成
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
一
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、

県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方

法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http:/

/www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
六
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
捜
索
救
助
犬
協
会 

三 

代
表
者
の
氏
名 

江
口 

タ
ミ
子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
久
喜
市
菖
蒲
町
三
箇
七
百
五
十
九
番
地
三 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
地
震
や
土
砂
崩
れ
の
災
害
現
場
、
山
林
等
で
の
行
方
不
明
者
、
要

救
助
者
に
対
し
、
捜
索
及
び
救
助
活
動
を
行
い
、
緊
急
人
命
救
助
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
地
震
や
土
砂
崩
れ
の
災
害
現
場
、
山
林
等
で
の
行
方
不
明
者
、
要

救
助
者
に
対
し
、
捜
索
及
び
救
助
活
動
を
行
い
、
緊
急
人
命
救
助
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
又
、
動
物
の
保
護
を
行
い
救
助
犬
育
成
や
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
活
動
を
行
う
。 

  埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号



告 
 

示 

  
平
成
十
一
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
八
十
八
号
（
埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
技
術
指
針
に
つ
い
て
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

別
表
四
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
項
根
拠
と
な
る
法
律
又
は
条
例
の

欄
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
る
。 

      

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

 

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
十
二
号
（
特
定
化
学
物
質
等
取
扱
事
業
者
が
特
定
化
学
物
質

等
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

第
二
の
二
㈢
及
び
㈣
中
「
化
学
物
質
等
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
」
を
「
安
全
デ
ー

タ
シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
」
に
改
め
る
。 

 

第
五
の
柱
書
き
中
「
事
故
の
防
止
対
策
」
の
次
に
「
及
び
災
害
対
策
」
を
加
え
、
第
五
の
一
中

「
事
故
の
防
止
対
策
」
の
次
に
「
及
び
災
害
対
策
」
を
加
え
、
「
の
防
止
を
図
る
」
を
「
を
防
止

し
、
及
び
災
害
の
発
生
に
備
え
る
」
に
改
め
、
第
五
の
一
㈥
を
削
り
、
第
五
の
一
中
㈤
を
㈥
と
し
、

㈡
か
ら
㈣
ま
で
を
㈢
か
ら
㈤
ま
で
と
し
、
第
五
の
一
㈠
中
「
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
配
慮
し

た
」
を
「
及
び
災
害
の
発
生
並
び
に
こ
れ
ら
に
よ
る
被
害
の
拡
大
の
防
止
に
備
え
た
」
に
改
め
、

「
防
火
性
等
」
の
次
に
「
に
つ
い
て
」
を
加
え
、
「
す
る
よ
う
」
を
「
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
⑴

で
把
握
し
た
リ
ス
ク
を
計
画
的
に
低
減
す
る
よ
う
」
に
改
め
、
第
五
の
一
㈠
を
第
五
の
一
㈡
と
し
、

そ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

⑴ 

想
定
さ
れ
る
災
害
の
影
響
を
公
的
資
料
等
で
確
認
し
、
取
り
扱
う
特
定
化
学
物
質
等
に

起
因
す
る
リ
ス
ク
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
。 

 

第
五
の
一
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

⑺ 

事
故
及
び
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
毎
年
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
て
事
故
の
防
止
対
策
及
び
災
害
対
策
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
。 

 

第
五
の
二
中
「
事
故
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
「
事
故
及
び
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
改
め
、

「
係
る
事
故
」
の
次
に
「
又
は
災
害
」
を
、
「
場
合
に
」
の
次
に
「
特
定
化
学
物
質
等
に
よ
る
」

を
加
え
、
「
事
故
の
内
容
を
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
「
記
載
し
た
事
故
及
び
災
害
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
に
改
め
、
第
五
の
二
㈢
中
「
事
故
発
生
時
の
」
を
削
り
、
第
五
の
二
㈢
を
第
五
の
二
㈣

と
し
、
第
五
の
二
㈡
中
「
事
故
発
生
時
の
」
を
削
り
、
第
五
の
二
㈡
を
第
五
の
二
㈢
と
し
、
第
五

の
㈠
中
「
事
故
発
生
時
の
」
を
削
り
、
第
五
の
二
㈠
を
第
五
の
二
㈡
と
し
、
そ
の
前
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

⑴ 

要
員
の
確
保
の
た
め
の
措
置 

 

第
五
の
三
中
「
事
故
発
生
時
の
対
応
」
を
「
事
故
及
び
災
害
発
生
時
の
措
置
」
に
改
め
、
「
の

事
故
」
の
次
に
「
並
び
に
災
害
」
を
加
え
、
第
五
の
三
㈠
中
「
係
る
事
故
」
の
次
に
「
若
し
く
は

災
害
」
を
加
え
、
第
五
の
三
㈡
中
「
当
該
事
故
」
の
次
に
「
又
は
災
害
」
を
加
え
る
。 

 

第
七
の
㈤
イ
中
「
化
学
物
質
等
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
制
度
」
を
「
安
全
デ
ー
タ

「
化
学
物
質
等
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
」

 
「
安
全
デ
ー

 

タ
シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
」

 

「
事
故
の
防
止
対
策
」

 
「
及
び
災
害
対
策
」

 

「
事
故
の
防
止
対
策
」

 
「
及
び
災
害
対
策
」

 
「
の
防
止
を
図
る
」

 
「
を
防
止

 

し
、
及
び
災
害
の
発
生
に
備
え
る
」

 

「
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
に
配
慮
し

 

た
」

 
「
及
び
災
害
の
発
生
並
び
に
こ
れ
ら
に
よ
る
被
害
の
拡
大
の
防
止
に
備
え
た
」

 

「
防
火
性
等
」

 
「
に
つ
い
て
」

 
「
す
る
よ
う
」

 
「
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
⑴

 

で
把
握
し
た
リ
ス
ク
を
計
画
的
に
低
減
す
る
よ
う
」

 

⑴
 
想
定
さ
れ
る
災
害
の
影
響
を
公
的
資
料
等
で
確
認
し
、
取
り
扱
う
特
定
化
学
物
質
等
に

 

起
因
す
る
リ
ス
ク
を
事
前
に
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 

⑺
 
事
故
及
び
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
毎
年
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏

 

ま
え
て
事
故
の
防
止
対
策
及
び
災
害
対
策
の
継
続
的
な
改
善
を
図
る
こ
と
。

 

「
事
故
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

 
「
事
故
及
び
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

 

「
係
る
事
故
」

 
「
又
は
災
害
」

 
「
場
合
に
」

 
「
特
定
化
学
物
質
等
に
よ
る
」

 

「
事
故
の
内
容
を
想
定
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

 
「
記
載
し
た
事
故
及
び
災
害
対
応
マ
ニ

 

ュ
ア
ル
」

 
「
事
故
発
生
時
の
」

 

「
事
故
発
生
時
の
」

 

「
事
故
発
生
時
の
」

 

⑴
 
要
員
の
確
保
の
た
め
の
措
置

 

「
事
故
発
生
時
の
対
応
」

 
「
事
故
及
び
災
害
発
生
時
の
措
置
」

 
「
の

 

事
故
」

 
「
並
び
に
災
害
」

 
「
係
る
事
故
」

 
「
若
し
く
は

 

災
害
」

 
「
当
該
事
故
」

 
「
又
は
災
害
」

 

「
化
学
物
質
等
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
制
度
」

 
「
安
全
デ
ー
タ

 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
四
号



シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
制
度
」
に
改
め
る
。 

 
第
七
の
㈥
中
「
事
故
の
防
止
対
策
」
の
次
に
「
及
び
災
害
対
策
」
を
加
え
、
第
七
の
㈥
ア
及
び

イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 
ア 

取
り
扱
う
特
定
化
学
物
質
等
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
と
提
言
計
画
の
概
要 

 
 

 

イ 
事
故
及
び
災
害
発
生
時
を
想
定
し
た
訓
練
の
概
要 

 

第
七
の
㈥
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

ウ 

事
故
及
び
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
概
要 

    シ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｓ
）
制
度
」

 

「
事
故
の
防
止
対
策
」

 
「
及
び
災
害
対
策
」

 

ア
 
取
り
扱
う
特
定
化
学
物
質
等
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
と
低
減
計
画
の
概
要

 

イ
 
事
故
及
び
災
害
発
生
時
を
想
定
し
た
訓
練
の
概
要

 

ウ
 
事
故
及
び
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
概
要

 



告 
 

示 
  

平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
五
号
（
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
自
動
車
排
出
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
せ
ず
、
又
は
そ
の
排
出
量
が
相
当
程
度
少
な
い
自

動
車
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

三 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
を
超
え
る
自
動
車
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車 

 
 

イ 

乗
車
定
員
十
一
人
以
上
の
乗
用
自
動
車
及
び
貨
物
自
動
車
で
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費

基
準
達
成
車
（
自
動
車
の
燃
費
性
能
の
評
価
及
び
公
表
に
関
す
る
実
施
要
領
（
平
成
十
六

年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
十
一
号
。
以
下
「
燃
費
基
準
実
施
要
領
」
と
い
う
。
）
に
基
づ

く
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
を
達
成
し
て
い
る
自
動
車
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

 
 

ロ 

乗
車
定
員
十
人
以
下
の
乗
用
自
動
車
で
、
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
（
燃
費

基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
を
達
成
し
て
い
る
自
動
車
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
又
は
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車 

 

第
四
号
イ
及
び
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

四 

車
両
総
重
量
が
三
・
五
ト
ン
以
下
の
自
動
車
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車 

 
 

イ 

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車 

 
 

 

⑴ 

乗
用
自
動
車
で
、
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基

準
達
成
車
又
は
燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
を
二
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車 

 
 

 

⑵ 

軽
量
貨
物
車
及
び
中
量
貨
物
車
で
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
又
は
燃
費

基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
二
十
二
年
度
燃
費
基
準
を
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上

回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車 

 
 

ロ 

デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
自
動
車 

 
 

 

⑴ 

乗
用
自
動
車
で
、
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基

準
達
成
車
又
は
燃
費
基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
を
二
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
上
回
る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車 

 
 

 

⑵ 

軽
量
貨
物
車
及
び
中
量
貨
物
車
で
、
平
成
二
十
七
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
又
は
燃
費

基
準
実
施
要
領
に
基
づ
く
平
成
十
七
年
度
燃
費
基
準
を
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
上
回

る
燃
費
性
能
を
有
す
る
自
動
車 

 

第
四
号
ハ
中
「
乗
用
車
で
、
」
を
「
乗
用
自
動
車
で
、
平
成
三
十
二
年
度
燃
費
基
準
達
成
車
又

は
」
に
、
「
乗
用
車
に
」
を
「
乗
用
自
動
車
に
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
五
号



告 
 

示 
 

平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
六
号
（
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
の
規
定

に
基
づ
く
低
燃
費
車
を
導
入
す
べ
き
期
限
及
び
低
燃
費
車
の
台
数
の
割
合
に
つ
い
て
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

第
一
号
中
「
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。 第

二
号
中
「
五
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
六
号



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
医
療
扶
助
並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し

た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
又
は

施
術
を
担
当
す
る
施
術
機
関
と
し
て
、
次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司
上
上

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
七
号



一 

指
定
医
療
機
関 

   

グ
レ
ー
ス
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

南

広
会 

南
波
歯
科
医

院 う
め
だ
Ｄ
Ｍ
ク
リ
ニ

ッ
ク 

渡
邉
ク
リ
ニ
ッ
ク
朝

霞 医
療
法
人 

和
幸
会

お
お
さ
き
ク
リ
ニ
ッ

ク き
た
も
と
脳
神
経
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

川
口
肛
門
胃
腸
ク
リ

ニ
ッ
ク 

阿
部
診
療
所 

名
称 

日
高 

聖
子 

医

療

法

人

社

団

南
広
会 

梅
田 

芳
彦 

渡
邉 

義
信 

医
療
法
人 

和
幸

会 金
子 

伸
幸 

山
本 
哲
久 

阿
部 

有
寛 

開
設
者 

越
谷
市
南
越
谷
四
ー
一
三

ー
三 

誠
友
第
一
ビ
ル
一

Ｆ 川
口
市
戸
塚
東
一
ー
一
ー

八 川
口
市
本
町
四
ー
三
ー
一

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
五
階 

朝
霞
市
仲
町
二
ー
二
ー
四

四 

パ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
四

階 鴻
巣
市
吹
上
富
士
見
一
ー

五
四
二
ー
二 

北
本
市
中
丸
八
ー
二
一
九 

川
口
市
本
町
四
ー
三
ー
一

サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
二
階 

吉
川
市
き
よ
み
野
二
ー
二

五
ー
一
ー
三
〇
二 

所
在
地 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

十
日 

平
成
二
十
五
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

指
定
年
月
日 



 

ア
ツ
ミ
薬
局 

あ
い
薬
局 

谷
原

店 あ

お

ぞ

ら

薬

局

長
瀬
店 

よ
つ
ば
薬
局 

川

口
峯
店 

ス
ギ
薬
局 

新
白

岡
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

入
間
春
日
町
店 

飛
鳥
薬
局 

北
本

店 歯
科 

小
林
医
院 

デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ

ッ
ク 

デ
ュ
オ
中

爪 医

療

法

人

社

団

高
歯
会 

東
歯
科

医
院 

医

療

法

人

社

団

小
田
倉
会 

越
谷

ス
マ
イ
ル
歯
科 

渥
美 

恵
子 

株
式
会
社 

富
士
薬

品 有
限
会
社 

ユ
ニ
メ

デ
ィ
カ
ル 

株
式
会
社 

よ
つ
ば

調
剤 

株
式
会
社 

ス
ギ
薬

局 ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

株
式
会
社 

飛
鳥
薬

局 小
林 

雅
人 

平
尾 

大
介 

医
療
法
人
社
団 

高

歯
会 

 
医
療
法
人
社
団 

小

田
倉
会 

久
喜
市
伊
坂
三
一
二
ー
五 

春
日
部
市
谷
原
一
ー
一
六

ー
一
八 

入
間
郡
毛
呂
山
町
若
山
一

ー
八
ー
七 

川
口
市
峯
八
一
八
ー
二
一

メ
ゾ
ネ
ッ
ト
ノ
グ
チ
一
号

室 白
岡
市
新
白
岡
三
ー
四
〇

ー
一 

入
間
市
春
日
町
二
ー
二
ー

七 北
本
市
中
丸
八
ー
二
一
九 

久
喜
市
栗
橋
東
一
ー
七
ー

一
三 

比
企
郡
小
川
町
中
爪
九
五

ー
三
一 

川
口
市
芝
園
町
一
ー
一 

越
谷
市
大
道
七
一
五 

ピ

ア
シ
テ
ィ 

越
谷
大
袋
テ

ナ
ン
ト
棟 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
十
八
年
十
一
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 



                        

二 
 

指
定
施
術
機
関 

         

あ
い
だ
薬
局 

ハ
ー
ネ
ス
ト
訪
問

看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
加
須 

よ
つ
ば
訪
問
看
護

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

コ
ス
モ

ス た
け
里
・
訪
問
看
護

リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

 

ひ
の
き
薬
局 

戸

田
店 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

所
沢
下
安
松
店 

曾
田 

恭
子 

 

株
式
会
社 

ハ
ー
ネ

ス
ト 

医
療
法
人
社
団 

心

の
絆 

医
療
法
人 

三
和
会 

有
限
会
社 

サ
ン
ラ

イ
ト 

株
式
会
社 

テ
ィ
ー

ズ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局

株
式
会
社 

越
谷
市
東
大
沢
二
ー
五
ー

七 加
須
市
諏
訪
二
ー
三
ー
一 

福
田
ビ
ル
一
階
Ｂ
号
室 

蓮
田
市
東
五
ー
八
ー
六
一 

ま
つ
し
ま
や
ビ
ル
三
Ｆ 

久
喜
市
東
大
輪
四
一
一
ー

七 春
日
部
市
中
央
三
ー
一
一

ー
七 

二
Ｆ 

戸
田
市
新
曽
五
二
三 

中

央
本
橋
ビ
ル
一
Ｆ 

所
沢
市
下
安
松
九
六
三
ー

三 

平
成
二
十
七
年
三
月

二
十
五
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
二

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
九
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

今
井 

真 

佐
藤 

元
彦 

氏
名 

 
 

 
 住

所 

今
井
接
骨
院 

は
ぴ
ね
す
整
骨
院 

名
称 

大
里
郡
寄
居
町
末
野

九
九
二
ー
一 

児
玉
郡
上
里
町
大
字

神
保
原
町
四
九
五 

所
在
地 

平
成
二
十
七
年
二
月

十
六
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

二
日 

指
定
年
月
日 



 

川
口 

博
之 

 

渡
邊 

総
利 

富
田 

三
千
代 

戸
塚 

智
隆 

海
老
沢 

結
花 

朝
倉 

克
己 

曾
津 

哲 

竹
田 

大
河 

兼
子 

明 

佐
々
木 

稔 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

川
口
治
療
院 

 

渡
邊
鍼
灸
整
骨
院
・

渡
邊
治
療
院 

治
療
院 

リ
ー
フ 

す
っ
き
り
整
骨
院
ラ

ボ リ
フ
レ
整
骨
院 

あ
さ
く
ら
鍼
灸
接
骨

院 会
津
接
骨
院 

南
大
塚
駅
前
接
骨
院 

と
だ
明
凛
整
骨
院 

北
新
宿
べ
ん
て
ん
整

骨
院 

比
企
郡
川
島
町
鳥
羽

井
三
三
九
ー
三 

 

さ
い
た
ま
市
桜
区
大

久
保
領
家
七
七
ー
五 

川
口
市
辻
五
〇
四
ー

二
四 

行
田
市
門
井
町
二
ー

三
ー
一 

東
京
都
江
戸
川
区
中

葛
西
三
ー
一
八
ー
二

四 富
士
見
市
鶴
瀬
西
二

ー
五
ー
四 

依
田
ビ

ル
一
Ｆ 

大
里
郡
寄
居
町
鉢
形

一
二
四
八 

川
越
市
南
台
三
ー
一

二
ー
三 

戸
田
市
新
曽
五
二
三

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ 

二
〇
〇
一 

一

Ｆ 東
京
都
新
宿
区
北
新

宿
四
ー
二
〇
ー
一
四

金
原
ビ
ル
一
Ｆ 

平
成
二
十
七
年
二
月

十
六
日 

 

平
成
二
十
七
年
三
月

九
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

二
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

二
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

五
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

二
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

七
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 



  

横
山 

貴 

根
津 

伸
彦 

下
田 

頼
和 

齊
藤 

由
花 

  
 

 
 

 
 

よ
こ
や
ま
接
骨
院 

ハ
ー
ト
フ
ル 

鍼

灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
院 

株
式
会
社 

有
絵

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

あ
る
え 

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ

Ｋ

Ｅ

ｉ

Ｒ

Ｏ

Ｗ

上
尾
ス
テ
ー
シ
ョ

ン 

所
沢
市
緑
町
一
ー
一

七
ー
九 
ア
メ
ニ
テ

ィ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ 

新

所
沢
一
〇
二 

さ
い
た
ま
市
中
央
区

本
町
東
二
ー
二
ー
四 

東
京
都
足
立
区
花
畑

一
ー
七
ー
一
ー
二
〇

三 上
尾
市
原
新
町
一
九

ー
一 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

三
日 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

 

あ
い
え
む
ク
リ
ニ
ッ

ク 医
療
法
人
社
団 

徳

永
会 

セ
ン
ト
ラ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
三
郷
中

央 
 

 
 

医
療
法
人
社
団 

千

秋
双
葉
会 

み
さ
と

中
央
耳
鼻
咽
喉
科
・

ア
レ
ル
ギ
ー
科 

ふ
な
く
し
皮
膚
科
ク

リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

愛

友
会 

三
郷
中
央
総

合
病
院 

名
称 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

変
更
事
項 

三
郷
市
谷
中
二
六
八 

エ

ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
二

Ｆ 三
郷
市
谷
中
三
八
三
番
地 

ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
三
郷
中

中
央
Ｃ
棟
一
〇
三 

三
郷
市
谷
中
三
八
三
番
地

ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
三
郷
中

中
央
一
〇
二 

 

三
郷
市
谷
中
三
八
三
番
地 

ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
三
郷
中

中
央
Ｃ
棟
一
Ｆ 

三
郷
市
幸
房
七
四
五 

変
更
前 

三
郷
市
中
央
一
ー
三
ー
一 

エ
ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央

二
Ｆ 

三
郷
市
中
央
一
ー
二
ー
一 

ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
三
郷
中

中
央
Ｃ
棟
一
〇
三 

三
郷
市
中
央
一
ー
二
ー
一 

ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
三
郷
中

中
央
一
〇
二 

三
郷
市
中
央
一
ー
二
ー
一 

ザ
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
三
郷
中

中
央
Ｃ
棟
一
Ｆ 

三
郷
市
中
央
四
ー
五
ー
一 

変
更
後 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
八
号



   

に
し
か
わ
脳
神
経
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

八
潮
駅
つ
ば
め
ク
リ

ニ
ッ
ク 

 

軽
部
ク
リ
ニ
ッ
ク 

八
潮
駅
前
内
科
こ
ど

も
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人 

美
登
会 

は
る
み
ク
リ
ニ
ッ
ク 

た
か
は
し
眼
科 

医
療
法
人 

輝
栄
会 

ひ
よ
こ
歯
科 

み
さ
と
中
央
ク
リ
ニ

ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 
潤

星
会 

コ
ウ
整
形
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
社
団 

紡

想
舎 
杉
浦
小
児
科 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

八
潮
市
大
瀬
六
六
八
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
八
八
八
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
八
四
三
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
八
二
二
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
八
二
二
ー
一 

フ
レ
ス
ポ
八
潮
二
Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
八
四
三
ー
一 

 

三
郷
市
谷
中
二
六
八 

マ

ル
エ
ツ
三
郷
中
央
店
二
Ｆ 

三
郷
市
新
和
一
ー
三
六 

三
郷
市
谷
中
二
六
八 

エ

ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
二

Ｆ 三
郷
市
谷
中
二
六
八 

エ

ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
二

Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
六
ー
九
ー
九 

 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
一
〇
ー
一

二 
 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
七
ー
一 

 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
一
ー
三 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
一
ー
三 

フ
レ
ス
ポ
八
潮
二
Ｆ 

 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
七
ー
一 

三
郷
市
中
央
一
ー
三
ー
一 

マ
ル
エ
ツ
三
郷
中
央
店
二
Ｆ 

三
郷
市
中
央
一
ー
四
ー
一
三 

三
郷
市
中
央
一
ー
三
ー
一 

エ
ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
二

Ｆ 三
郷
市
中
央
一
ー
三
ー
一 

エ
ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
二

Ｆ 



   

ロ
ー
ソ
ン
ク
オ
ー
ル

薬
局 

三
郷
谷
中
店 

ひ
と
み
薬
局 

し
ん
わ
薬
局 

薬
局
く
す
り
の
福
太

郎 

三
郷
中
央
店 

林
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

越
谷
市
夜
間
急
患
診

療
所 

ま
ゆ
み
矯
正
こ
ど
も

歯
科 

医
療
法
人
社
団
大
志

会 

今
井
歯
科
分
院 

八
潮
駅
前
眼
科 

八
潮
駅
前
よ
つ
ば
耳

鼻
咽
喉
科 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

名
称 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

三
郷
市
谷
中
三
七
五 

三
郷
市
新
和
一
ー
二
二
三

ー
二 

 

三
郷
市
新
和
一
ー
三
六 

三
郷
市
谷
中
二
六
八 

エ

ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
一

階 八
潮
市
古
新
田
四
八
八
ー

一
〇 

パ
ー
ク
コ
ー
ト
ケ

ン
エ
イ
Ⅱ 

一
〇
二 

越
谷
市
成
人
夜
間
急
患
診

療
所 

八
潮
市
大
瀬
七
三
〇
ー
一

ー
一
Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
七
〇
〇 

八
潮
市
大
瀬
八
二
二
ー
二 

フ
レ
ス
ポ
八
潮
二
Ｆ 

 

八
潮
市
大
瀬
七
八
七
ー
一 

Ｓ
Ｋ
ビ
ル
３
Ｆ 

 

三
郷
市
中
央
一
ー
一
〇
ー
一 

三
郷
市
中
央
二
ー
二
ー
四 

三
郷
市
中
央
一
ー
四
ー
一
二 

三
郷
市
中
央
一
ー
三
ー
一 

エ
ム
ズ
タ
ウ
ン
三
郷
中
央
一

階 八
潮
市
茜
町
一
ー
三
ー
二 

パ
ー
ク
コ
ー
ト
ケ
ン
エ
イ
Ⅱ 

一
〇
二 

越
谷
市
夜
間
急
患
診
療
所 

八
潮
市
茜
町
一
ー
八
ー
四
ー 

一
Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
二
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
一
ー
三 

フ
レ
ス
ポ
八
潮
二
Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
六
ー
五
ー
一 

Ｓ
Ｋ
ビ
ル
３
Ｆ 



  

イ
オ
ン
薬
局 

レ
イ

ク
タ
ウ
ン
店 

フ
ァ
イ
ン
薬
局 

パ
ル
ト
薬
局 

ア
イ
セ
イ
薬
局 

三

郷
中
央
店 

ロ
ー
ソ
ン
ク
ォ
ー
ル

薬
局 

八
潮
新
葛
西

橋
店 

つ
ば
さ
薬
局 

八
潮

店 南
山
堂
薬
局 

八
潮

駅
前
店 

一
般
社
団
法
人 

三

郷
市
医
師
会
立 

休

日
診
療
所 

一
般
社
団
法
人 
三

郷
市
薬
剤
師
会
会
営 

三
郷
調
剤
薬
局 

メ
デ
ィ
ス
ン
シ
ョ
ッ

プ
は
ま
な
す
薬
局 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

越
谷
市
東
町
二
ー
八 

八
潮
市
大
瀬
八
二
二
ー
一 

フ
レ
ス
ポ
八
潮
二
Ｆ 

 

八
潮
市
大
瀬
七
八
八
ー
一 

Ｔ
Ｘ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
八
潮 

 

三
郷
市
谷
中
三
八
三
ー
一

〇
五 

八
潮
市
大
字
古
新
田
四
六

九
ー
一 

 

八
潮
市
大
瀬
稗
田
八
八
八

ー
一 

大
山
ビ
ル
一
〇
一 

八
潮
市
大
瀬
八
四
三
ー
一 

  

三
郷
市
栄
二
ー
一
八
一 

三
郷
市
栄
二
ー
一
八
二 

  

三
郷
市
新
和
一
ー
二
一
五

ー
一 

ア
バ
ン
ツ
ァ
ー
ト

コ
ル
ソ
三
郷
中
央
一
Ｆ 

越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
三
ー

一
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
一
ー
三 

フ
レ
ス
ポ
八
潮
二
Ｆ 

八
潮
市
大
瀬
六
ー
五
ー
一 

Ｔ
Ｘ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
八
潮 

三
郷
市
中
央
一
ー
二
ー
一
ー

一
〇
五 

八
潮
市
茜
町
一
ー
一
二-

一

六 八
潮
市
大
瀬
一
ー
一
〇-

一

二 
大
山
ビ
ル
一
〇
一 

 

八
潮
市
大
瀬
一
ー
七
ー
一 

三
郷
市
中
央
二
ー
二
〇
ー
七 

 

三
郷
市
中
央
二
ー
二
〇
ー
七 

 

三
郷
市
中
央
二
ー
三
ー
一 

ア
バ
ン
ツ
ァ
ー
ト
コ
ル
ソ
三

郷
中
央
一
Ｆ 



    

二 
 

指
定
施
術
機
関 

 

野
本
歯
科
医
院 

名
称 

所
在
地 

変
更
事
項 

三
郷
市
新
和
一
ー
二
一
九

ー
一 

変
更
前 

三
郷
市
中
央
二
ー
二
ー
九 

変
更
後 

対
馬 

誉
人 

酒
井 

俊
一 

氏 

名 

施
術
所
住
所 

施
術
所
住
所 

変
更
事
項 

東
松
山
市
六
反
町
七
ー
七

ー
一
Ｆ 

草
加
市
青
柳
町
三
七
七 

 

変
更
前 

東
松
山
市
松
本
町
二
ー
一

ー
五
五 

草
加
市
八
幡
七
七
ー
一 

変
更
後 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項

並
び
に
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び

特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に

お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
又
は
指
定
施
術
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
二
十
九
号



一 

指
定
医
療
機
関 

    

聖
母
歯
科
医
院 

石
塚
ク
リ
ニ
ッ
ク 

大
橋
医
院 

大
東
医
院 

お
お
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク 

う
め
だ
Ｄ
Ｍ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

越
谷
市
小
児
夜
間
急
患
診

療
所 

名
称 

越
谷
市
南
荻
島
四
三
一
二
ー
一 

所
沢
市
上
新
井
一
ー
四
ー
四 

久
喜
市
鷲
宮
三
ー
一
六
ー
五 

所
沢
市
緑
町
二
ー
六
ー
一
八 

鴻
巣
市
吹
上
富
士
見
一
ー
七
ー

四 川
口
市
幸
町
三
ー
八
ー
五
Ｍ
Ｋ

ビ
ル
一
階 

越
谷
市
神
明
町
二
ー
六
〇
ー
一 

所
在
地 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十

九
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

八
日 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三

十
日 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
九
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

八
日 

廃
止
年
月
日 



                            

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 

大

袋
西
口
薬
局 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス
加
須

東
栄
薬
局 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局 

秩
父

小
鹿
野
店 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス
柳
崎

一
丁
目
薬
局 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 

原

町
薬
局 

か
え
で
薬
局 

ひ
の
き
薬
局 

戸
田
店 

あ
い
薬
局 

谷
原
店 

出
羽
歯
科
医
院 

東
歯
科
医
院 

園
田
歯
科
医
院 

歯
科
小
林
医
院 

越
谷
ス
マ
イ
ル
歯
科 

越
谷
市
大
字
袋
山
一
三
二
六
ー

二 加
須
市
東
栄
二
ー
四
ー
二
八 

秩
父
郡
小
鹿
野
町
大
字
小
鹿
野

一
九
七
九 

川
口
市
柳
崎
一
ー
三
〇
ー
三 

川
口
市
原
町
四
ー
一
九 

本
庄
市
児
玉
町
八
幡
山
二
九
九

ー
二 

戸
田
市
新
曽
五
二
三 

中
央
本

橋
ビ
ル
一
Ｆ 

春
日
部
市
谷
原
一
ー
一
六
ー
一

六 

Ｊ
Ｋ
ヒ
ル
ズ
Ⅰ 

川
口
市
安
行
出
羽
一
ー
一
〇
ー

一
四 

川
口
市
芝
園
町
一
ー
一 

八
潮
市
大
瀬
根
通
四
一
〇
ー
三 

久
喜
市
栗
橋
東
一
ー
七
ー
一
三 

越
谷
市
大
道
七
一
五 

ピ
ア
シ

テ
ィ
越
谷
大
袋 

テ
ナ
ン
ト
棟 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
日 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十

日 平
成
二
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

八
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

八
日 

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
九

日 平
成
二
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三

十
一
日 



          

 

二 

指
定
施
術
機
関 

 

   

  

渡
邉
ク
リ
ニ
ッ
ク
朝
霞 

志
木
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

う
し
ろ
や
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン 

ド
ラ
ッ
グ
セ
イ
ム
ス 

豊

春
東
口
薬
局 

朝
霞
市
仲
町
二
ー
二
ー
四
四

パ
ー
ル
ウ
イ
ン
ク
四
ー
Ｂ 

志
木
市
上
宗
岡
五
ー
一
四
ー
五

〇 八
潮
市
南
後
谷
七
五
一 

春
日
部
市
上
蛭
田
四
八
一
ー
一 

平
成
二
十
五
年
六
月
三
十

日 平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
十
日 

上
山 

和
俊 

氏
名 

 

住 

所 

上
山
整
骨
院 

名
称 

施
術
所 

上
尾
市
緑
丘
三
ー
三

ー
十
一 

Ｐ
Ａ
Ｐ
Ａ

プ
リ
ン
セ
ス
棟
二
Ｆ 

所
在
地 

平
成
二
十
六
年
十
二
月

三
十
一
日 

廃
止
年
月
日 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
辞
退
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

フ
ァ
ミ
リ
ー
歯
科
医
院 

 

石
田
歯
科
医
院 

名 

称 

志
木
市
本
町
五
ー
二
四
ー

一
八 

幸
手
市
手
塚
宇
野
中
一
七

六 所
在
地 

平
成
二
十
七
年
六
月
三
十

日 平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日 

辞
退
年
月
日 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
号



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の

円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の

と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
か
ら
、
次
の
と
お
り
休
止
の

届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

指
定
医
療
機
関 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

波
多
野
外
科
整
形
外

科 ま
し
ば
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
く
つ
ろ
ぎ
の
家 

医
療
法
人 

山
柳
会 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン 

モ
ー
ニ
ン
グ

パ
ー
ク 

名 

称 

上
尾
市
藤
波
三
ー
三
〇
三

―
二 

飯
能
市
緑
町
三
ー
四 

 

戸
田
市
美
女
木
一
ー
二
九

ー
四
五 

朝
霞
市
溝
沼
二
ー
四
ー
十

五
ー
二
〇
一 

所
在
地 

平
成
二
十
五
年
四
月
二
日 

平
成
二
十
五
年
九
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七
月
一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日 

休
止
年
月
日 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
一
号



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律

第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
等
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、

次
の
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

   

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
二
号



 

居
宅
介
護
支
援

事
業
所
か
お
る 

む
さ
し
野
の
森

居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム 

ひ
ば
り
の

空 健

康

倶

楽

部

む
さ
し
野
の
森 

茶
話
本
舗
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
鶴
ヶ
島 

み
な
み
草
加
ク

リ
ニ
ッ
ク 

ひ
ろ
せ
の
森 

利
根
い
こ
い
の

里
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー 

名
称 

坂
戸
市
薬
師
町

一
一
ー
五 

所
沢
市
三
ケ
島

五
ー
一
四
四
五

ー
七 

所
沢
市
三
ケ
島

五
ー
一
四
四
五

ー
七 

所
沢
市
三
ケ
島

五
ー
一
四
四
五

ー
七 

鶴
ヶ
島
市
膝
折

町
三
ー
九
ー
一

三 草
加
市
新
里
町

一
〇
七
ー
一 

熊
谷
市
広
瀬
四

五
四
ー
二 

加
須
市
大
越
字

上
寺
前
一
九
三

三 
所
在
地 

有
限
会
社
か
お

る 社
会
福
祉
法
人

苗
場
福
祉
会 

社
会
福
祉
法
人

苗
場
福
祉
会 

社
会
福
祉
法
人

苗
場
福
祉
会 

株
式
会
社
日
本

介
護
福
祉
グ
ル

ー
プ 

医
療
法
人
社
団

ゆ
う
ゆ
う
会 

株
式
会
社
ひ
ろ

せ
の
森 

社
会
福
祉
法
人

潤
青
会 

開
設
者
名 

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
認
知
症

対
応
型
共
同
生
活

介
護 

認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護 

介
護
予
防
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介

護 小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介

護 訪
問
介
護 

介
護
予
防
居
宅
療

養
管
理
指
導 

居
宅
介
護
支
援 

介
護
予
防
通
所
介

護 サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
六
年
七
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

平
成
二
十
六
年
十
一

月
一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月

一
日 

指
定
年
月
日 



 

 
あ
お
ぞ
ら
薬
局

長
瀬
店 

わ
か
ば
薬
局

北
本
店 

レ
モ
ン
薬
局

せ
ん
げ
ん
台
店 

ア
イ
セ
イ
薬
局

北
戸
田
店 

金
子
フ
ァ
ー
マ

シ
ー 

医
療
法
人
社
団

碧
空
会 

ユ
ア

ー
ズ
歯
科
パ
ー

ク
フ
ィ
ー
ル
ド

ク
リ
ニ
ッ
ク 

医
療
法
人
愛
新

会 

し
ん
ま
ち

ク
リ
ニ
ッ
ク 

Ｔ
Ｍ
Ｇ
宗
岡
訪

問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

入
間
郡
毛
呂
山

町
若
山
一
ー
八

ー
七 

北
本
市
本
宿
七

ー
七
八
ー
一
〇 

越
谷
市
上
間
久

里
一
〇
二
八
ー

一 戸
田
市
新
曽
二

二
二
〇
ー
一
ー

一
〇
二
号 

川
口
市
栄
町
三

ー
八
ー
一
二 

三
郷
市
下
彦
川

戸
駒
形
向
七
九

九 鶴
ヶ
島
市
新
町

二
ー
二
三
ー
二

三 志
木
市
上
宗
岡

五
ー
一
四
ー
五

〇 

有
限
会
社
ユ
ニ

メ
デ
ィ
カ
ル 

株
式
会
社
フ
ァ

ー
マ
み
ら
い 

シ
ッ
プ
ヘ
ル
ス

ケ
ア
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
東
日
本
株

式
会
社 

株
式
会
社
ア
イ

セ
イ
薬
局 

株
式
会
社
金
子

フ
ァ
ー
マ
シ
ー 

医
療
法
人
社
団

碧
空
会 

医
療
法
人
愛
新

会 医
療
法
人
社
団

武
蔵
野
会 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

平
成
二
十
七
年
三

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
七
年
三

月
一
日 

平
成
二
十
七
年
二

月
一
日 

平
成
二
十
七
年
二

月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

二
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
十

一
月
一
日 

平
成
二
十
六
年
七

月
一
日 



   

か
も
め
薬
局 

三
郷
店 

薬
局
ア
ポ
ッ
ク

伊
奈
店 

ポ

プ

ラ

薬

局

見
沼
店 

三
郷
市
谷
口
五

六
七
ー
一 

北
足
立
郡
伊
奈

町
学
園
二
ー
一

八
七 

蓮
田
市
見
沼
町

九
―
一 

ト
ラ
イ
ア
ド
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会

社 株
式
会
社
日
本

ア
ポ
ッ
ク 

有
限
会
社
テ
ィ

ー
ジ
ェ
イ
ケ
イ 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

平
成
二
十
六
年
十
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
四
月

一
日 

平
成
二
十
七
年
三
月

一
日 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。）か
ら
、

次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号



  

メ
デ
ィ
ス
ン
シ
ョ

ッ
プ
は
ま
な
す
薬

局 居
宅
介
護
支
援
事

業
所 

ケ
ア
セ
ン

タ
ー
八
潮 

指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
三
郷
中

央
総
合
病
院 

短
期
入
所
生
活
介

護
事
業
所 

小
鳩

園 小
鳩
園 

サ
カ
モ
ト
ケ
ア
サ

ー
ビ
ス 

医
療
法
人
社
団
愛

友
会 
三
郷
中
央

総
合
病
院 名

称 

所
在
地 

名
称 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

変
更
事
項 

三
郷
市
新
和
一
ー

二
一
五
ー
一
ア
バ

ン
ツ
ァ
ー
ト
コ
ル

ソ
三
郷
中
央
一
Ｆ 

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー 

ケ
ア
セ

ン
タ
ー
八
潮 

三
郷
市
幸
房
七
四

五 三
郷
市
幸
房
六
八

〇 三
郷
市
幸
房
六
八

〇 川
口
市
芝
下
一
ー

九
ー
一
六 

三
郷
市
幸
房
七
四

五 

変
更
前 

三
郷
市
中
央
二
ー

三
ー
一
ア
バ
ン
ツ

ァ
ー
ト
コ
ル
ソ
三

郷
中
央
一
Ｆ 

居
宅
介
護
支
援
事

業
所 

ケ
ア
セ
ン

タ
ー
八
潮 

三
郷
市
中
央
四
ー

五
ー
一 

三
郷
市
中
央
四
ー

八
ー
四 

三
郷
市
中
央
四
ー

八
ー
四 

川
口
市
芝
下
三
ー

一
ー
四
四 

三
郷
市
中
央
四
ー

五
ー
一 変

更
後 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

居
宅
介
護
支
援 

居
宅
介
護
支
援 

短
期
入
所
生
活
介
護 

介
護
予
防
短
期
入
所

生
活
介
護 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

機
関
種
別
名 



み
さ
と
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク 

ひ
と
み
薬
局 

ア
イ
セ
イ
薬
局
三

郷
中
央
店 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
コ

コ
フ
ァ
ン 

三
郷

中
央 

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
ア
ニ
マ
ー

ト
東
川
口 

リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ

ー
ビ
ス 

リ
ラ
イ

ト 訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ス
モ
ス 

あ
い
薬
局 

谷
原

店 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

所
在
地 

三
郷
市
新
和
一
ー
三

六 三
郷
市
新
和
一
ー
二

二
三
ー
二 

三
郷
市
谷
中
三
八
三

ー
一
〇
五 

三
郷
市
谷
口
四
九
〇 

川
口
市
東
川
口
三
ー

一
〇
ー
一 

プ
ロ
ミ

ネ
ン
ス
Ⅲ
二
〇
一 

三
郷
市
新
和
一
ー
二

一
〇 

ベ
ル
メ
ゾ
ン

中
央
一
〇
二 

久
喜
市
桜
田
三
ー
九

ー
三 

春
日
部
市
谷
原
一
ー

一
六
ー
一
六 

Ｊ
Ｋ

ヒ
ル
ズ
Ⅰ 

三
郷
市
中
央
一
ー

四
ー
一
三 

三
郷
市
中
央
二
ー

二
ー
四 

三
郷
市
中
央
一
ー

二
ー
一
ー
一
〇
五 

三
郷
市
中
央
一
ー

二
七
ー
三 

川
口
市
戸
塚
六
ー

八
ー
六 

エ
ヴ
ァ
ー

グ
リ
ー
ン
セ
ゾ
ン

二
〇
一 

三
郷
市
中
央
二
ー

二
ー
二
〇 

ベ
ル

メ
ゾ
ン
中
央
一
〇

二 久
喜
市
東
大
輪
四

一
一
ー
七 

春
日
部
市
谷
原
一

ー
一
六
ー
一
八 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

通
所
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

訪
問
介
護 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

介
護
予
防
通
所
介
護 

通
所
介
護 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 



  

ロ
ー
ソ
ン
ク
オ
ー

ル
薬
局 

三
郷
谷

中
店 

ロ
ー
ソ
ン
ク
オ
ー

ル
薬
局 
八
潮
新

葛
西
橋
店 

所
在
地 

所
在
地 

三
郷
市
谷
中
三
七
五 

八
潮
市
大
字
古
新
田

四
六
九
ー
一 

三
郷
市
中
央
一
ー

一
〇
ー
一 

八
潮
市
茜
町
一
ー

一
二
ー
一
六 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 



告 
 

示 

 
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の

自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」

と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四

条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
介
護
機
関
（
同
条
第
二
項
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
生
活
保
護
法
第
五
十
四
条
の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
介
護
機
関
を
含
む
。）か
ら
、

次
の
と
お
り
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 埼

玉
県
告
示
第
三
百
三
十
四
号



  

ケ
ア
ー
ズ
は
す
だ
訪

問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン 

 

ス
ギ
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
所
沢
航
空

公
園 

う
し
ろ
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
秩

父
小
鹿
野
店 

名
称 

蓮
田
市
東
五
ー
八
ー

六
一 

ま
つ
し
ま
や

ビ
ル
三
Ｆ 

所
沢
市
並
木
三
ー
一

ー
六
ー
一
〇
一 

八
潮
市
南
後
谷
七
五

一 秩
父
郡
小
鹿
野
町
小

鹿
野
一
九
七
九 

所
在
地 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 
訪
問
看
護 

訪
問
看
護 

介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

平
成
二
十
六
年
十
一
月
三

十
日 

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十

八
日 

平
成
二
十
五
年
八
月
三
十

一
日 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十

一
日 

廃
止
年
月
日 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
三
丁
目
一
番
一
号
（
Ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
街
区
）
、
四
丁
目
二
番
二 

 
 

 
 

号
（
Ｋ
ａ
ｚ
ｅ
街
区
） 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
埼
玉
県
越
谷
市
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
四
百
五 

 
 

 
 

 

十
九
街
区
外 

 
 

  

（
変
更
後
）
埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
三
丁
目
一
番
一
号
（
Ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
街
区
）
、
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

丁
目
二
番
二
号
（
Ｋ
ａ
ｚ
ｅ
街
区
） 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

若
林
辰
雄 

                

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

梅
本
和
典 

 
 

 

（
変
更
後
）
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
信
託
銀
行
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

若
林
辰
雄 

                

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

岡
崎
双
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日 

外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
五
号



 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
（
一
街
区
） 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
四
丁
目
一
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
埼
玉
県
越
谷
市
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
三
百 

 
 

 
 

  

街
区
二
画
地
の
一
部
お
よ
び
三
画
地 

 
 

  

（
変
更
後
）
埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
四
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

村
井
正
平 

 
 

 

（
変
更
後
）
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

岡
崎
双
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日 

外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
六
号



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
（
二
街
区
） 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
四
丁
目
一
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
埼
玉
県
越
谷
市
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
三
百 

 
 

 
 

  

街
区
二
画
地
の
一
部
お
よ
び
三
画
地 

 
 

  

（
変
更
後
）
埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
四
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

村
井
正
平 

 
 

 

（
変
更
後
）
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

岡
崎
双
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日 

外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
七
号



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
（
三
街
区
） 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
四
丁
目
一
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
所
在
地 

（
変
更
前
）
埼
玉
県
越
谷
市
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
三
百 

 
 

 
 

  

街
区
二
画
地
の
一
部
お
よ
び
三
画
地 

 
 

  

（
変
更
後
）
埼
玉
県
越
谷
市
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
四
丁
目
一
番
一
号 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

村
井
正
平 

 
 

 

（
変
更
後
）
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

岡
崎
双
一 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
二
月
一
日 

外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
六
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
八
号



 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ア
リ
オ
鷲
宮 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
久
本
寺
字
新
田
二
百
十
三
番
四
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

戸
井
和
久 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
五
十
八
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

戸
井
和
久 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
六
十
八
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
二
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
三
十
九
号



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ア
リ
オ
川
口 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
並
木
元
町
一
番
十
七 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

戸
井
和
久 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
五
十
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

戸
井
和
久 

 
 

 
 

 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
四
十
六
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
号



 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 
対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 
意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
川
口 

 
 

 

埼
玉
県
川
口
市
元
郷
二
丁
目
十
五
番
三
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

（
変
更
前
）
川
口
大
京
ビ
ル 

 
 

 

（
変
更
後
）
ラ
イ
オ
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
川
口 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
南
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
一
号



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

笠
原
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住

所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
住 

所 

 

理
事 

藤 

村 

正 

彦 

埼
玉
県
鴻
巣
市
笠
原
二
千
七
百
九
十
番
地 

 

同 
 

梶 

山 
 

 

守 

同 
 

同 
 

郷
地
三
十
五
番
地 

 

同 
 

秋 

山 

岩 

夫 

同 
 

同 
 

笠
原
八
百
十
番
地
一 

 

同 
 

鯨 

井 

文 

雄 

同 
 

同 
 

同 
千
百
七
十
六
番
地
一 

 

同 
 

中 

島 
 

 

茂 

同 
 

同 
 

同 

七
百
八
十
五
番
地
三 

 

同 
 

栗 

原 

幸 

男 

同 
 

同 
 

同 

二
千
六
百
三
十
二
番
地 

 

同 
 

岩 

﨑 

好 

男 

同 
 

同 
 

同 

二
千
百
九
十
四
番
地
二 

 

同 
 

岩 

崎 

新 

一 

同 
 

同 
 

郷
地
二
千
六
百
八
十
六
番
地
二 

 

 

同 
 

武 

村 

愼 

一 

同 
 

同 
 

同 

四
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

飯 

野 
 

 

康 

同 
 

同 
 

同 

四
百
九
番
地 

 

同 
 

梶 

山 
 

 

肇 

同 
 

同 
 

同 

百
五
番
地 
 

 

 

同 
 

黒 

沼 

昭 

征 

同 
 

同 
 

安
養
寺
百
七
十
三
番
地
の
一 

 

同 
 

原 

口 

春 

雄 

同 
 

同 
 

同 
 

三
百
十
九
番
地 

 

監
事 

笹 

本 

文 

雄 

同 
 

同 
 

笠
原
二
千
九
百
七
十
二
番
地 

 

同 
 

小
谷
野 

和 

也 

同 
 

同 
 

同 

千
八
百
七
十
二
番
地 

 

同 
 

大 

野 
 

 

勇 

同 
 

同 
 

郷
地
八
百
三
十
八
番
地 

 

同 
 

常 

見 
 

 

豊 

同 
 

同 
 

安
養
寺
三
百
五
十
二
番
地
一 

 

二 

退
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 

住 

所 

 

理
事 

宮 

澤 

丒
太
郎 

埼
玉
県
鴻
巣
市
郷
地
二
千
六
百
二
十
二
番
地 

 

同 
 

藤 

村 

正 

彦 

同 
 

同 
 

笠
原
二
千
七
百
九
十
番
地 

 

同 
 

田 

沼 
 

 

茂 

同 
 

同 
 

同 

七
百
二
十
二
番
地
の
三 

 

同 
 

鯨 

井 

文 

雄 

同 
 

同 
 

同 

千
百
七
十
六
番
地
一 

 

同 
 

酒 

巻 

和 

生 

同 
 

同 
 

同 

千
八
百
八
十
九
番
地 

 

同 
 

大 

塚 
 

 

進 

同 
 

同 
 

同 

三
千
六
十
九
番
地
の
二 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
二
号



 

同 
 

栗 

原 

幸 

男 

同 
 

同 
 

同 

二
千
六
百
三
十
二
番
地 

 

 
同 

 

松 

村 

榮 

司 

同 
 

同 
 

郷
地
九
百
十
六
番
地 

 
同 

 

笹 

本 
 

 

始 

同 
 

同 
 

同 

四
百
七
十
一
番
地
二 

 

同 
 

中 

根 

林 

造 

同 
 

同 
 

同 

三
百
一
番
地 

 

同 
 

梶 
山 

 
 

守 

同 
 

同 
 

同 

三
十
五
番
地 

 
 

 

同 
 

原 

口 
敏 

忠 

同 
 

同 
 

安
養
寺
二
百
八
番
地 

 

同 
 

田 

沼 

修 
一 

同 
 

同 
 

同 
 

四
百
三
番
地 

 

監
事 

荒 

井 

英 
昭 
同 

 

同 
 

郷
地
四
百
八
十
番
地 

 

同 
 

中 

島 

武 

二 
同 

 

同 
 

笠
原
千
五
百
八
番
地
の
一 

 

同 
 

中 

根 

正 

三 

同 
 

同 
 

同 

二
千
百
二
十
四
番
地 

 

同 
 

黒 

沼 

昭 

征 

同 
 

同 
 

安
養
寺
百
七
十
三
番
地
の
一 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

入
西
北
部
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及

び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 
住 

 
 

 

所 

 

理
事 

森 

田 

精 

一 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
戸
口
四
百
四
十
八
番
地 

 

同 
 

加 

藤 

正 

勝 

同 
 

同 
 

同 

同 

四
百
十
六
番
地
の
一 

 

同 
 

山 

崎 

好 

典 

同 
 

同 
 

同 

同 

四
百
三
十
七
番
地 

 

同 
 

村 

松 

謙 

次 

同 
 

同 
 

同 
同 

四
百
四
十
九
番
地
一 

 

同 
 

福 

田 
 

 

静 

同 
 

同 
 

同 

新
ヶ
谷
三
十
二
番
地 

 

同 
 

渡 

邉 

勝 

久 

同 
 

同 
 

同 

東
和
田
八
十
番
地
の
一 

 

同 
 

桒 

嶋 

常 

雄 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

百
七
十
五
番
地
の
一 

 

同 
 

渡 

邉 

惠 

藏 

同 
 

同 
 

同 

沢
木
四
百
二
十
五
番
地 

 

同 
 

松 

本 
 

 

均 

同 
 

同 
 

同 

同 

三
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

大 

山 

正 

廣 

同 
 

同 
 

同 

東
坂
戸
一
丁
目
三
番
二
百
六
号 

 

同 
 

松 

本 

三 

平 

同 
 

同 
 

同 

今
西
百
七
十
番
地
の
一 

 

同 
 

石 

川 
 

 

昇 

同 
 

同 
 

同 

北
浅
羽
百
五
十
八
番
地 

 

同 
 

大 

山 

邦 

行 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

百
九
十
九
番
地 

 

同 
 

森 

相 
 

 

優 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

二
百
三
十
八
番
地 

 

同 
 

比
留
間 

 
 

洋 

同 
 

同 
 

同 

長
岡
八
十
一
番
地 

 

同 
 

栁 

澤 

金 

次 

同 
 

比
企
郡
鳩
山
町
大
字
石
坂
八
百
九
十
三
番
地 

 

同 
 

神 

田 

總 

一 

同 
 

東
松
山
市
大
字
田
木
百
二
十
番
地
一 

 

監
事 

髙 

橋 

秀 

雄 

同 
 

坂
戸
市
大
字
北
浅
羽
百
五
十
二
番
地 

 

同 
 

神 

田 

長 

吉 

同 
 

同 
 

同 

沢
木
八
番
地 

 

同 
 

髙 

田 

佐
太
郎 

同 
 

同 
 

同 

戸
口
四
百
二
十
五
番
地 

 

二 

退
任 

職
名 

 

氏 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

所 

 

理
事 

森 

田 

精 

一 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
戸
口
四
百
四
十
八
番
地 

 

同 
 

新 

井 

良 

雄 

同 
 

同 
 

同 

北
浅
羽
六
百
七
十
三
番
地 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号



 

同 
 

大 

山 

芳 

雄 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

二
百
六
十
八
番
地 

 
同 

 

冨 

澤 

弘 

志 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

二
百
三
十
九
番
地 

 
同 

 

松 

本 

三 

平 

同 
 

同 
 

同 

今
西
百
七
十
番
地
の
一 

 

同 
 

大 

山 

榮
次
郎 

同 
 

同 
 

同 

金
田
百
六
十
三
番
地
一 

 

同 
 

小 
峰 

福 

樹 

同 
 

同 
 

同 

沢
木
三
百
九
十
八
番
地 

 

同 
 

渡 

邉 
惠 

藏 

同 
 

同 
 

同 

同 

四
百
二
十
五
番
地 

 

同 
 

渡 

邉 

勝 
久 

同 
 

同 
 

同 

東
和
田
八
十
番
地
の
一 

 

同 
 

長 

岡 

浪 
夫 
同 

 

同 
 

同 

同 
 

二
百
六
番
地 

 

同 
 

福 

田 
 

 

静 
同 

 

同 
 

同 

新
ヶ
谷
三
十
二
番
地 

 

同 
 

加 

藤 

正 

勝 

同 
 

同 
 

同 

戸
口
四
百
十
六
番
地
の
一 

 

同 
 

村 

松 

謙 

次 

同 
 

同 
 

同 

同 

四
百
四
十
九
番
地
一 

 

同 
 

山 

崎 

好 

典 

同 
 

同 
 

同 

同 

四
百
三
十
七
番
地 

 

同 
 

小 

川 

忠 

臣 

同 
 

同 
 

同 
竹
之
内
二
百
番
地 

 

同 
 

栁 

澤 

金 

次 

同 
 

比
企
郡
鳩
山
町
大
字
石
坂
八
百
九
十
三
番
地 

 

同 
 

神 

田 

總 

一 

同 
 

東
松
山
市
大
字
田
木
百
二
十
番
地
一 

 

監
事 

鹿 

山 

久 

司 

同 
 

坂
戸
市
大
字
沢
木
四
百
六
十
一
番
地
二 

 

同 
 

髙 

橋 

秀 

雄 

同 
 

同 
 

同 

北
浅
羽
百
五
十
二
番
地 

 

同 
 

髙 

田 

佐
太
郎 

同 
 

同 
 

同 

戸
口
四
百
二
十
五
番
地 



告 
 

示 

 
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第 

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り 

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要 

            

栗
原 

光
由 

久
保
田 

正
義 

川
島 

栄
一 

奥
澤 

和
明 

大
越 

君
雄 

一
ノ
瀬 

キ
ヨ
子 

石
合 

武
彦 

イ
オ
ン
ア
グ
リ
創

造
株
式
会
社 

秋
山 

元
治 

氏
名
又
は
名
称 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
二
百
八
十

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
四
百
四
十

七
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
百
十
一
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
六
百
六
十

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
二
千
四
十
八
番

地 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
二
千
二
百
九
十

六
番
地 

千
葉
県
千
葉
市
美
浜

区
中
瀬
一
丁
目
五
番

一
号 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
二
千
二
百
六
十

二
番
地 住 

 
 

所 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
字
下
ケ
谷

戸
三
百
二
十
九
番
一

ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
字
本
村
六

十
八
番
一
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

発
戸
字
漆
畑
千
三
百

一
番
一
ほ
か
十
八
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
字
本
村
七

十
一
番
ほ
か
四
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

三
田
ケ
谷
字
宝
蔵
寺

六
百
九
十
六
番
ほ
か

三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
字
谷
ケ
浦
二
千

八
十
六
番
ほ
か
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
字
四
郎
平
前
千

八
百
四
十
六
番
一
ほ

か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

藤
井
上
組
字
大
房
五

百
七
十
一
番
ほ
か
八

十
五
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

弥
勒
字
町
田
千
八
百

十
番
一
ほ
か
二
筆 

所 

在 

地 

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地 

五
、
〇
〇
九 

三
、
四
六
六 

八
、
七
三
七 

四
、
八
一
四 

四
、
六
五
二 

一
、
九
二
九 

三
、
五
一
七 

七
一
、
九
七
五 

三
、
一
七
九 

面
積
（
平
方 

メ
ー
ト
ル
） 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号



 

              

逸
見 

徳
彦 

飯
野 

泰
司 

山
下 

正
夫 

新
島 

武
男 

新
島 

勝
利 

長
澤 

和
枝 

関
根 

宏
次 

杉
﨑 

行
央 

小
池 

貴
史 

平
井 

煌
一 

田
埜
入 

茂 

高
田 

保 

関
根 

茂 
小
林 

容
彰 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
沼
上
二
百
七

十
四
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
千
七
百

十
九
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
二
千

百
二
十
八
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
四

百
八
十
四
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
四

百
七
十
四
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
保
田
二
百

六
十
四
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
三
百

二
十
一
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
北
吉
見
五
百

二
十
七
番
地 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
千
五

百
二
十
八
番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
村
君
二
千
二
百
七

十
二
番
地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

常
木
二
百
十
八
番
地

一 埼
玉
県
羽
生
市
大
字

小
須
賀
九
百
五
十
二

番
地 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
百
二
十
四
番

地
一 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

稲
子
千
二
百
二
十
八

番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
駒
衣
字
豆
口

七
百
八
十
七
番
ほ
か

十
六
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
御
社

七
十
二
番
一
ほ
か
百

四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
九
番

ほ
か
五
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
八
十

番
ほ
か
二
十
四
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
百
九

十
五
番
ほ
か
十
一
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
久
米
田
字
二

ノ
耕
地
三
百
二
番 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
十
二

番
ほ
か
九
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
二
十

四
番
ほ
か
六
筆 

埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
大
字
西
吉
見
百
三

十
六
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

下
村
君
字
砂
田
千
三

百
九
十
三
番
ほ
か
二

十
二
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

堤
字
鍋
田
千
百
六
十

番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
川
俣
字
道
畑
二
十

五
番
ほ
か
一
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

上
新
郷
字
野
分
三
百

二
十
四
番
ほ
か
三
筆 

埼
玉
県
羽
生
市
大
字

本
川
俣
字
下
宿
四
百

番
ほ
か
三
筆 

二
三
、
〇
八
六 

一
〇
七
、
四
四
五 

二
三
、
二
四
八 

八
七
、
二
九
〇 

三
二
、
〇
六
二 

一
、
五
〇
四 

三
二
、
二
四
九 

二
一
、
八
四
六 

九
、
九
二
九 

一
七
、
八
三
一 

六
、
五
一
〇 

五
、
三
五
三 

七
、
四
〇
〇 

九
、
七
九
三 



二 

認
可
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
五
日 

         

ひ
び
き
の
農
産
株

式
会
社 

中
兼 

俊
徳 

田
村 

勝 

清
水 

啓
司 

清
水 

和
彦 

黒
沢 

利
光 

菅
野 

亜
希 

金
井 
恒
康 

笠
原 

嘉
光 

埼
玉
県
本
庄
市
早
稲

田
の
杜
一
丁
目
十
四

番
一
号 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
千
四
百

四
十
七
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
百
五
十

七
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
木
部
八
十
七

番
地
四 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
駒
衣
千
七
百

六
十
八
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
百
二
十

三
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
白
石
二
千
七

百
四
十
六
番
地
一 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
千
三
百

五
十
四
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
千
三
百

九
十
三
番
地 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
落
ケ

谷
戸
八
十
七
番
ほ
か

百
三
十
六
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
雨
坪

池
三
百
六
十
五
番
三

ほ
か
八
十
四
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
中
下

百
七
十
七
番
一
ほ
か

二
十
三
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
駒
衣
字
池
下

七
百
五
十
七
番
ほ
か

二
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
駒
衣
字
新
堀

九
百
一
番
ほ
か
十
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
下
池

下
二
百
五
十
九
番
ほ

か
十
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
駒
衣
字
市
場

二
十
八
番
一
ほ
か
七

筆 埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
下
池

下
二
百
二
十
八
番
ほ

か
五
十
四
筆 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里

町
大
字
広
木
字
下
池

下
二
百
八
十
三
番
ほ

か
十
一
筆 

一
九
七
、
五
五
四 

一
一
五
、
八
八
九 

三
二
、
六
四
九 

五
、
〇
二
六 

一
三
、
五
〇
一 

二
五
、
九
三
〇 

六
、
七
五
三 

九
二
、
三
八
四 

一
九
、
三
四
四 



告 
 

示 

  
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
県
営
土
地
改
良
事
業
山
田
地
区
（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
変

更
に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日
ま
で 

二 

縦
覧
場
所 

 
 

滑
川
町
役
場 

      

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市

施
行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
十
六
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
八
百
九
十
六
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま

市
施
行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

八
年
埼
玉
県
告
示
第
千
九
十
八
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市
施

行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
八
年
六
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
十
九
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業（
さ
い
た
ま
市
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
五
十
五
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま
市

施
行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
七
十
五
号
で
告
示
し
た
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
事
業
（
さ
い
た
ま

市
施
行
）
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

三
年
埼
玉
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号
で
告
示
し
た
川
口
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
口
市
施
行
）
の

事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
三
年
三
月
六
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三

年
埼
玉
県
告
示
第
百
五
号
で
告
示
し
た
川
口
都
市
計
画
道
路
事
業
（
川
口
市
施
行
）
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
三
年
一
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十

五
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号
で
告
示
し
た
春
日
部
都
市
計
画
道
路
事
業（
春
日
部
市
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
同
法
第
六
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

平
成
十
五
年
二
月
七
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
五
号



告 
 

示 

  
昭
和
五
十
年
埼
玉
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号
（
埼
玉
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
禁
止
地
域

等
の
指
定
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

第
一
号
イ
及
び
第
三
号
中
「
川
越
市
」
の
下
に
「
、
越
谷
市
」
を
、
「
川
口
市
」
の
下
に
「
、

春
日
部
市
」
を
加
え
る
。 

 
 埼

玉
県
告
示
第
三
百
五
十
六
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
四
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号
で
告
示
し
た
上
尾
都
市
計
画
公
園
事
業
（
伊
奈
町
施
行
）

の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

二 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

収
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

ロ 

使
用
の
部
分 

 
 

 

変
更
な
し 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
七
号



告 
 

示 

  
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

免
許
の
取
消
し
を
し
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日 

二 

免
許
の
取
消
し
を
受
け
た
建
築
士
の
氏
名 

 
 

佐
怒
賀 

伸
二 

三 

前
号
に
掲
げ
る
者
の
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
別 

 
 

二
級
建
築
士 

四 

第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
登
録
番
号 

 
 

第
二
一
一
五
八
号 

五 

免
許
取
消
し
の
理
由 

 
 

建
築
士
法
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
よ
る 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
八
号



告 
 

示 

  
平
成
二
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
六
十
七
号
（
埼
玉
県
の
指
定
金
融
機
関
、
指
定
代
理
金
融

機
関
及
び
収
納
代
理
金
融
機
関
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

指
定
代
理
金
融
機
関
の
表
埼
玉
縣
信
用
金
庫
の
項
中
「
埼
玉
県
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資

金
特
別
会
計
」
を
「
埼
玉
県
中
小
企
業
高
度
化
資
金
特
別
会
計
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
五
十
九
号



告 
 

示 

  
平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
五
百
六
十
二
号
（
会
計
管
理
者
事
務
の
一
部
委
任
に
つ
い
て
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

別
表
第
一
第
四
項
第
一
号
中
「
及
び
農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
「
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
支
所
」
を
「
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
江
南
支
所
」
に
改
め
、
同
表
第
六
項
第
二
号
、
第
七
項

第
二
号
及
び
第
十
三
項
第
二
号
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
二
第
一
項
第
二
号
、
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
項
第
二
号
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
、

第
二
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
百
六
十
号



告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 
   

所
沢
青
梅
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

所
沢
市
三
ケ
島
五
丁
目
一
二
六
四
番
七
地
先

か
ら
同
市
三
ケ
島
五
丁
目
一
二
六
二
番
一
地

先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限

る
。
） 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

交
差
点
整
備
工
事
に
よ
る
。 

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
川
越

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一

号
で
告
示
し
た
道
路
区
域
の
一
部
供

用
開
始
で
あ
る
。 

 

延
長
二
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

狭
山
ヶ
丘
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

所
沢
市
三
ケ
島
五
丁
目
一
三
二

〇
番
一
地
先
か
ら
同
市
三
ケ
島

五
丁
目
一
二
六
三
番
一
地
先
ま

で 
区 

 
 
 

間 

九
・
七
〇
～ 

 
 
 
 

三
〇
・
八
〇 

九
・
七
〇
～ 

 
 
 
 

二
三
・
二
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 
 

二
一
・
〇
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

交
差
点
整
備
工
事
で
あ

る
。 

  

備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 
   

狭
山
ヶ
丘
停
車
場
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

所
沢
市
三
ケ
島
五
丁
目
一
三
二
〇
番
一
地
先

か
ら
同
市
三
ケ
島
五
丁
目
一
二
六
三
番
一
地

先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
部
分
に
限

る
。
） 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

交
差
点
整
備
工
事
に
よ
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
川
越

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号
で

告
示
し
た
道
路
区
域
の
一
部
供
用
開

始
で
あ
る
。 

延
長
二
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

並
木
川
崎
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

ふ
じ
み
野
市
大
字
川
崎
字
宅
地

添
二
一
八
番
一
地
先
か
ら
同
市

大
字
川
崎
字
宅
地
添
二
二
二
番

三
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

一
六
・
○
○ 

 

九
・
六
○ 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 
 

八
八
・
七
○ 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

歩
道
整
備
事
業
に
よ

る 

 

備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 
   

並
木
川
崎
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

ふ
じ
み
野
市
大
字
川
崎
字
宅
地
添
二
一
八

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
川
崎
字
宅
地
添

二
二
二
番
三
地
先
ま
で 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

歩
道
整
備
事
業
に
よ
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
川
越

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号
で

告
示
し
た
道
路
区
域
の
供
用
開
始
で

あ
る
。 

 

延
長
八
八
・
七
○
メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

並
木
川
崎
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

川
越
市
大
字
木
野
目
字
江
川
一

八
一
○
番
四
地
先
か
ら
ふ
じ
み

野
市
大
字
川
崎
字
坂
下
五
三
三 

番
一
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

一
六
・
八
○
～ 

 
 
 
 

三
一
・
七
四 

一
六
・
八
○
～ 

 
 
 
 

三
○
・
○
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 
 
 

二
一
二
・
九
一 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

歩
道
整
備
事
業
に
よ

る 

 

備  

 

 

考  



告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

飯 

塚 
 

 

孝 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 
   

並
木
川
崎
線 

  

路 
 

線 
 

名 

  

川
越
市
大
字
木
野
目
字
江
川
一
八
一
○
番

四
地
先
か
ら
ふ
じ
み
野
市
大
字
川
崎
字
坂

下
五
三
三
番
一
地
先
ま
で 

   

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

歩
道
整
備
事
業
に
よ
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
川
越

県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号
で

告
示
し
た
道
路
区
域
の
供
用
開
始
で

あ
る
。 

 

延
長
二
一
二
・
九
一
メ
ー
ト
ル 

 

備  

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
長 

戸
井
原 

 
 

章 

一 

道
路
の
種
類  

県
道 

二 

路

線

名  

東
松
山
鴻
巣
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新  

B 

旧  

B 

旧  

A 

旧 

新 
別 

東
松
山
市
大
字
下
野
本
字
久
保
原
一

五
八
九
番
六
地
先
か
ら
比
企
郡
吉
見

町
大
字
南
吉
見
一
六
一
○
番
二
地
先

ま
で 

東
松
山
市
本
町
一
丁
目
四
五
三
九
番

一
地
先
か
ら
比
企
郡
吉
見
町
大
字
南

吉
見
一
六
○
七
番
二
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

二
三
・
五
〇
～
六
〇
・
六
三 

五
・
九
五
～
二
六
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
七
三
四
・
二
〇 

三
一
七
六
・
一
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

東
松
山
市
・
吉
見
町

に
引
き
継
ぐ
。 

備  

 

 

考  



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 
 

 
 

     



    
  

県
道
野
田
岩
槻
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

春
日
部
市
大
枝
字
屋
敷
前
七
七
六
番
一
地
先

か
ら 

同
市
大
枝
字
屋
敷
前
六
六
七
番
五
地
先
ま
で

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
二
年
七
月
六
日
付
け
埼

玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告

示
第
十
号
に
お
け
る
道
路
予
定
区

域
の
一
部
供
用
開
始
で
あ
る
。
延

長
六
九
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。 

 

備 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

松
戸
草
加
線 

三 

道
路
の
区
域



  
新 旧 旧

新
別 

 

八
潮
市
大
字
大
瀬
字
根
通
四
一
七

番
二
地
先
か
ら 

同
市
大
瀬
一
丁
目
九
番
五
地
先
ま

で 

 

区 
 

間 

十
六
・
〇
〇
～ 

 
 
 
 
 

五
四
・
〇
九 

九
・
六
九
～ 

一
〇
・
九
八 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
一
二
八
・
三
五 

一
一
三
九
・
六
六 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

備 
 

考 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 
 

 
 

     



    
  

県
道
松
戸
草
加
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

八
潮
市
大
字
大
瀬
字
根
通
四
一
七
番
二

地
先
か
ら 

同
市
大
瀬
一
丁
目
九
番
五
地
先
ま
で 

  

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付

け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
五
号
に
お
け
る
道
路
区

域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長
一

一
二
八
・
三
五
メ
ー
ト
ル
。 

 

備 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

上
笹
塚
谷
口
線 

三 

道
路
の
区
域



  
新 旧 旧

新
別 

 

三
郷
市
岩
野
木
字
三
尺
内
二
一
番

一
地
先
か
ら 

同
市
谷
中
字
掛
井
堀
向
一
四
番
二

九
地
先
ま
で 

 

区 
 

間 

十
〇
・
三
四
～ 

 
 
 
 
 

四
四
・
七
五 

七
・
五
七
～ 

一
三
・
九
四 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
七
四
・
四
三 

七
七
三
・
二
九 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

備 
 

考 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
八
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 
 

 
 

     



    
  

県
道
上
笹
塚
谷
口
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

三
郷
市
岩
野
木
字
三
尺
内
二
一
番
一
地

先
か
ら 

同
市
谷
中
字
掛
井
堀
向
一
四
番
二
九
地

先
ま
で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付

け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
七
号
に
お
け
る
道
路
区

域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長
七

七
四
・
四
三
メ
ー
ト
ル
。 

 

備 

 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
九
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

松
原
団
地
停
車
場
線 

三 

道
路
の
区
域



  

新 旧 旧
新
別 

 

草
加
市
栄
町
三
丁
目
七
六
一
番
一
地

先
か
ら 

同
市
栄
町
三
丁
目
七
六
六
番
一
地
先

ま
で 

 

区 
 

間 

一
六
・
〇
〇 

～ 

二
〇
・
二
〇 

一
六
・
〇
〇 

～ 

一
八
・
四
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
・
七
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 

備 
 

考 

考 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告 
 

示 
 

埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

井 

上 

桂 

一 
 

 
 

     



    
  

県
道
松
原
団
地
停
車
場
線 

  

路 
 

線 
 

名 

 

草
加
市
栄
町
三
丁
目
七
六
一
番
一
地
先

か
ら 

同
市
栄
町
三
丁
目
七
六
六
番
一
地
先
ま

で 

 

供
用
開
始
の
区
間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供
用
開
始
の
期
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付

け
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所

長
告
示
第
九
号
に
お
け
る
道
路
区

域
の
供
用
開
始
で
あ
る
。
延
長
三

・
七
〇
メ
ー
ト
ル
。 

 

備 

 

考 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

川 

村 

一 

峰 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

惣
新
田
幸
手
線 

三 

道
路
の
区
域 

   
 

 
 



 
 

 

 

旧
新
Ｂ 

  旧
Ａ 

 

旧 

新 

別 

  

幸
手
市
大
字
平
須
賀
字
赤
木
前
二
一
五
六

番
三
地
先
か
ら
同
市
上
高
野
字
菩

前
一

二
二
四
番
一
地
先
ま
で 

  

幸
手
市
大
字
平
須
賀
字
赤
木
前
二
一
五
二

番
一
地
先
か
ら
同
市
東
二
丁
目
八
九
五
番

五
地
先
ま
で 

 

区 
 
 
 
 
 

間 

 

二
五
・
三
〇
～ 

 
 

八
五
・
九
一 

 

 
 

 

九
・
六
六
～ 

 

 
 

二
一
・
六
四 

 
 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

二
三
四
八
・
七
〇 

  

一
八
三
三
・
二
〇 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

旧
Ａ
は
、
幸
手
市
道
と
し
て
引
き
継
ぐ
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
六
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

川 

村 

一 

峰 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

並
塚
幸
手
線 

三 

道
路
の
区
域 

   
 

 
 



 
 

 

 新
Ｂ 

  旧
Ａ 

 

旧 

新 

別 

  

幸
手
市
大
字
幸
手
字
三
ツ
家
五
三
六
七
番

四
地
先
か
ら
同
市
南
一
丁
目
四
七
五
番
一

地
先
ま
で 

  

幸
手
市
緑
台
一
丁
目
五
二
七
六
番
一
地
先

か
ら
同
市
上
高
野
一
丁
目
四
七
〇
番
一
地

先
ま
で 

 

区 
 
 
 
 
 

間 

 

一
五
・
〇
〇
～ 

 
 

六
六
・
七
六 

 

 
 

 

九
・
九
八
～ 

 

 
 

三
三
・
六
六 

 

 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

一
五
七
五
・
四
五 

  

九
一
八
・
〇
八 

 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

旧
Ａ
は
、
幸
手
市
道
と
し
て
引
き
継
ぐ
。 

備 
 
 
 
 
 

考 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
七
号 

 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路

環
境
課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

川 

村 

一 

峰 

    



 
 

 

惣
新
田
幸
手
線 

路 
 

線 
 

名 

幸
手
市
大
字
平
須
賀
字
赤
木
前
二
二
一
九
番

一
地
先
か
ら
同
市
大
字
平
須
賀
字
赤
木
前
二

一
五
六
番
三
地
先
ま
で 

供 

用 

開 

始 

の 

区 

間 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

供 

用 

開 

始 

の 

期 

日 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
埼
玉
県

杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号
で
告

示
し
た
道
路
区
域
の
変
更
の
一
部
供
用
開
始
で

あ
る
。 

 

延
長 

一
五
四
・
六
〇
メ
ー
ト
ル 

備 
 
 
 
 
 

考 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
三
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
六
〇
〇
八
九
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日 

 
 

川
建
セ
第
二
六
〇
一
六
四
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
字
上
横
田
字
境
松
四
百
三
十
三
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
大
字
上
横
田
四
百
三
十
三
番
地 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

細
井 

光
浩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 



告 
 

示 
 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
十
五
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
し

た
の
で
、
対
象
区
域
等
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 
 

裕 

子 
 
 

 

  

第
四
号 

認
定
番
号 

平
成
二
十
七
年

三
月
十
二
日 

認 

定 

年 

月 

日 
埼
玉
県
入
間
市
扇
町
屋
二
丁

目
七
十
―
七
の
一
部
、 

七
十
―
十
六
、
九
十
三
―
一
、 

九
十
四
―
一
、
九
十
五
―
一
、 

四
百
二
十
四
―
一 

対 
象 

区 

域 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン

タ
ー 

公
告
に
係
る
対
象
区
域
等
を

縦
覧
に
供
す
る
場
所 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
四
号 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 

一 

日
時 

平
成
二
十
七
年
四
月
三
日 

午
後
七
時 

二 

場
所 

庁
議
室 

三 

議
題 

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
つ
い
て 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
五
号 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改 

 
 

 

正
す
る
告
示 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼

玉
県
選
管
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 
 
 
 
 

告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
六
号 

 

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
次
の
施
設
に
つ
き
、
そ
の
指

定
を
解
除
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 
 
 
 

  

病

院 

種 
 

別 

医
療
法
人 

福
島
病
院 

 
 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
加
須
市
本
町
六
番
三
三
号 

 
 

所 
 

在 
 

地 



 
 
 
 
 

告 
 

示 

 
埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
七
号 

 

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
並
び
に
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
に
お
い
て
例
に
よ
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し

た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

滝 

瀬 

副 

次 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

老
人
ホ
ー
ム 

老
人
ホ
ー
ム 

老
人
ホ
ー
ム 

病

院 

種 
 

別 

株
式
会
社
社
会
福
祉
総
合
研
究
所 

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル
レ

ジ
デ
ン
ス
上
平
公
園 

社
会
福
祉
法
人
相
愛
福
祉
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
つ
か
り
の
里 

社
会
福
祉
法
人
栄
光
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
か
ど
ロ
イ
ヤ

ル
の
園 

医
療
法
人
社
団
あ
ず
ま
会 

介
護
老
人
保
健
施
設
葵
の
園
・
春
日
部 

 
 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
上
尾
市
大
字
上
尾
村
千
三
百

九
十
九
番
一 

埼
玉
県
川
越
市
石
原
町
二
丁
目
六
十

八
番
地
五 

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
森
戸
七
百
三
十

九
番
地
一 

埼
玉
県
春
日
部
市
金
崎
七
十
一
番
一

号 

 
 

所 
 

在 
 

地 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
会
長 

石 

田 
 

 

眞 

 
 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す 

 
 

 

る
告
示 

 

埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

労
働
委
員
会
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
収
用
委
員
会
告
示
第
一
号 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
会
長 

白 

鳥 

敏 

男 
 

 
 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示 

埼
玉
県
収
用
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県

収
用
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
明
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に

改
め
る 

附 

則 

１ 

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
二
号 

 

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
水
産
動
植
物
の
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長 

會 

田 

勝 

美 
 

 
 

一 

指
示
内
容 

 
 

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
県
内
の
公
共
用
水
面
及
び
こ
れ 

 

と
連
接
一
体
を
な
す
水
面
に
お
い
て
は
、
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合 

 

及
び
埼
玉
県
が
疾
病
検
査
を
行
う
場
合
を
除
き
、
コ
イ
の
生
き
た
ま
ま
の
持
ち
出
し
及
び
コ
イ 

 

の
持
込
み
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

二 

指
示
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

                  



告 
 

示 

 
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
三
号 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
会
長 

會 

田 

勝 

美 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
の
一 

 
 

 

部
を
改
正
す
る
規
程 

 

埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十

七
年
埼
玉
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
証
」
を
「
宅
地
建
物
取
引
士
証
」
に
改

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                 



雑

報

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
七
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
さ
い
た
ま
市
に
代
わ
っ
て
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
（
以
下
「
市
営

住
宅
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
を
次
の
と
お
り
行
う
こ
と
と
す
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社
理
事
長

前

田

一

彦

一

管
理
を
行
う
地
方
住
宅
供
給
公
社
の
名
称

埼
玉
県
住
宅
供
給
公
社

二

管
理
を
行
う
市
営
住
宅
等
の
名
称

さ
い
た
ま
市
市
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
さ
い
た
ま
市
規
則
第
二
百
二
十
五

号
）
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
に
掲
げ
る
市
営
住
宅
等
（
氷
川
住
宅
を
除
く
。
）

三

管
理
の
内
容

イ

法
第
三
章
の
規
定
に
よ
る
市
営
住
宅
等
の
管
理
（
家
賃
の
決
定
並
び
に
家
賃
、
敷
金
そ

の
他
の
金
銭
の
請
求
、
徴
収
及
び
減
免
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）

ロ

市
営
住
宅
等
の
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
業
務
、
そ
の
他
前
記
イ
に
付
随
す
る
業
務

四

管
理
を
行
う
期
間

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

 



雑

報

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
。
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